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幸福のありか　三月三十日（水）







　クランが消えるその瞬しゆん間かんを、孝こう太た郎ろうは至近距きよ離りから目もく撃げきした。クランは孝太郎の首に腕うでを回し、口付けしようとするも果たせずに消えた。その必死な姿も、触ふれた手のぬくもりも、訴うつたえかける瞳ひとみも、想おもいの籠こもった懸けん命めいな言葉も、何もかもが消えた。それはまるで夢から醒さめたかのようだった。

「クランッ、おいクランッ、悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんはよせ！　すぐに出て来い！」

　孝太郎が真っ先に考えたのは、もちろん真ま希きと同様にクランも消えたのではないか、という事だった。しかしそうだと受け入れるのは辛つらい。それぐらいならクランが自身の技術を使って冗談をやっていると考えたくなる。

「どこにいるんだっ、クランッ！」

　孝太郎は慌あわてて辺りを見回す。それはクランが意地悪な笑え顔がおで出てくる事を期待しての事だ。だが孝太郎の声に応こたえる者は現れない。必死な声は虚むなしく倉庫街に響ひびき渡わたるだけ。孝太郎の周囲には倉庫の建物と、それらが街灯や星灯あかりを浴びて生み出だす闇やみが広がっている。重苦しい沈ちん黙もくだけがその場を支配していた。

「そ、そうだっ、『揺ゆり籠かご』っ、クランは何処どこにいる!?」

　孝太郎は慌てて自身の腕うで輪わを叩たたいて通信機能を呼び出すと、クランの宇宙船『揺り籠』に通信を接続した。『揺り籠』の人工知能ならば、クランを捜さがす事が出来ると考えての事だった。

『主人の通信機器は通信圏けん外にあるか、破は壊かいされたか、もしくは通信波が遮しや断だんされた領域にあり、現在位置の特定が出来ません』

「クランにそう言えと言われているんじゃないだろうな？」

『現在の私は我わが主人、クラリオーサ皇女の権限を継けい承しようしているので、青あお騎き士し閣下に嘘うそを言う事が出来ません』

「クラン………お前まで何処へ………」

　結局『揺り籠』の人工知能の返答は孝太郎が期待したようなものではなかった。『揺り籠』の人工知能でさえ、その主人であるクランを見付けられずにいる。地球では重力波による通信を妨ぼう害がいする技術は誰だれも持っていないので、その意味は重い。やはり真希と同じように、そんな思いが孝太郎の胸の中に広がっていった。

『コータロー、そっちで何があった!?』

　腕輪からティアの声が飛び出してくる。ティア達たちとの通信は繋つながったままになっていたので、孝太郎の取り乱した様子は彼かの女じよ達たちにも伝わっていた。

「たった今、クランが消えた！　俺おれの目の前でだ！」

『なんじゃと!?』

　話し相手のティアが動どう揺ようしたのはもちろんの事、通信機の向こう側で他の少女達が騒そう然ぜんとなったのが孝太郎にも伝わってきた。真希に続いて新たにもう一人、同じような問題が発生したというのは誰にとっても大きなショックだった。

『クラン殿どのが消えたのは、どういう状じよう況きようだった!?』

　ティアに代わって、キリハの声が腕輪から飛び出してくる。やはりこういう状況ではキリハの存在はありがたかった。

「ルースさんが見付けてくれた監かん視しカメラの映像を見ている時だ！　藍あい華かさんが藍あい色いろの光に包まれた所を見たすぐ後に、クランも光り始めた！　橙だいだい色いろだった！」

『藍色ではなかったのだな!?』

「ああ！　クランは橙色だった！　今、そっちに映像を送る！」

　孝太郎は言いながら腕輪を操作する。孝太郎の腕輪はクランから貰もらったもので、通信機やコンピューターを兼かねたものだ。これには周囲の映像や情報が常時記録されているので、孝太郎は数分前からの各種データをまとめてキリハ達へ送信した。

『………確かに橙色だな』

『キリハさん、なんだかおかしいですぅ』

『どうしたゆりか？　どこがおかしいというのだ？』

『真希ちゃんが消えた時は藍色だったのに、クランさんの時は橙色………魔ま法ほうだったとしたら、辻つじ褄つまが合いません！』

『確か、魔ま力りよくの色は魔法の性質に直結している筈はずだな？』

『はい！　これが魔法だったら、クランさんも藍色で消えないといけないんです！　だから多分、これは魔法じゃありません！』

　藍色は心を操あやつる精神系、橙色は物質の性質を変へん更こうする変性系。ゆりかは当初、真希は精神系の魔法で消えたように見せられたのではないかと考えていた。もし記き憶おくを操作されたりしていれば、痕こん跡せきが見つからない事の説明がつくからだ。だがクランは橙色だった。橙色は変性系の魔力なので、物質の状態や性質を変更する為ために用いられる。藍色の魔力とは全く異なる用いられ方をする魔力だ。にもかかわらず同じように消えたという事は、つまり魔法ではない可能性が出てきたという事なのだった。

『もちろん真希ちゃんとクランさんの時で、別々の魔法が使われた場合はあるんじゃないかと思いますけど………』

『わざわざ色だけ変えて同じ消え方に見せかける意味があるとは思えん』

『そう思いますぅ。だから………』

『魔法の可能性は低い………一体何が起こっているのだ………』

　フォルトーゼの先進科学でも、大地の民たみの霊れい子し力りよく技術でも、人一人を完全に消す事は難しい。だからキリハはこれまで、使用方法の自由度が極きわめて高い魔法である可能性が濃のう厚こうなのではないかと考えていた。しかしゆりかの言葉を信じるなら、魔法のルールとは違ちがっている。想像もつかない何かによる、不気味な事件が発生している可能性を疑う必要が出て来てしまっていた。

『魔法ではないとすると………やはり痕跡がなさ過ぎる事が気にかかる。単純な誘ゆう拐かいや何かの攻こう撃げきであるとするには、あまりに痕跡が乏とぼしい。しかし自然現象だとするには、我々の仲間二人に立て続けに起こっているのは奇き妙みようだ。この事件を引き起こす要因がどこかにあると考えるべきだろう』

　現実として、誘拐や攻撃とは考えにくい。だが自然現象にしては発生が孝太郎達の傍そばに偏かたより過ぎている。何か問題を引き起こす要因があり、それが孝太郎達の傍にある、これが現時点におけるキリハの精せい一いつ杯ぱいの推理だった。

「今のところは、謎なぞの神かみ隠かくしってところか………」

『神隠しかぁ………以前パパがそんな事を言っていた気がするなぁ』

　苦々しい表情の孝太郎が呟つぶやいた神隠しという言葉が、早さ苗なえの心に引ひっ掛かかった。以前、父親からそういう昔話を聞いた事があったのだ。だが昔話が今の事件に関係しているとも思えなかったから、早苗はすぐにそれを忘れ、消えたクランや真希の心配を始めた。

『んー………どこ行っちゃったんだろうね、真希とメガネっ子………』

「キリハさん、タイムスリップが原因って事はないだろうか？」

『タイムスリップ？』

「ホラ、ＳＦ映画にあるじゃないか。誰かが過去に行って歴史を変えるってヤツ」

　孝太郎は自身の経験から、誰かが過去の世界へ行って歴史を変えたのではないかと考えていた。タイムスリップは自分で経験しているし、映画やアニメなどで歴史が書かき換かえられる物語は観みた事があった。また経験上、過去の世界では結構簡単に歴史とは違う事をする事が出来た。だから孝太郎には、可能性は少なくないように思えたのだ。

『タイムスリップが実在しているのは間ま違ちがいない。だが、歴史を変えたという可能性は低いように思える』

「どうしてだ？」

『クラン殿が話していただろう？　歴史を変えると違う流れに入ってしまう―――つまり並行宇宙を作り出すだけだと』

「そういや確かにあいつ、そんなような話をしていたっけ」

　孝太郎とクランが過去の世界へ行った時、青騎士とアライアの出会いを邪じや魔ましたのではないかと大おお騒さわぎになった。その時の話で出てきたのだ。歴史の流れは簡単に枝分かれして別の世界を生み出すと。だから孝太郎達は元の流れに戻もどそうと悪あく戦せん苦く闘とうしたのだ。

『つまり歴史を変えても、元の歴史には何の影えい響きようもないという事だ。元の世界と新しい世界は、全く違う別の世界としてそのまま続いていく事になる』

　フォルトーゼの科学が解明した宇宙観では、タイムスリップで過去を変える事は出来るものの、それは元の世界を変える事にはならず、新たな並行宇宙を生み出す事を意味している。この場合、タイムスリップがタイムスリップの原因を取り除いてしまうパラドックスを生み出さなくなる。

　例えば孝太郎が母親を助けに過去へ戻る場合、それに成功すれば新たな世界では孝太郎は過去へタイムスリップをしようという考えを持たない。母親は死なないのだから当然だろう。つまり過去を変える事で現在が書き換わるなら、母親を助ける者が居なくなってしまうのだ。しかし元の世界が並行して残るなら、この矛む盾じゆんは生じない。孝太郎が過去に戻る事で、新たな並行宇宙を生み出しただけという事になるからだ。過去を変えて新しい世界を生み出す事は出来るのだが、出発点となる過去を変えたいと思った原因が存在している世界も並行して残る。それがフォルトーゼが見み出いだした世界のルールだった。

「タイムスリップ説は今一歩というところか………」

『それにタイムスリップが原因なら、もっと広こう範はん囲いに影響が出て然しかるべきだろう』

「それもそうだな」

　良い線まで行っていたような気がしたのだが、結局孝太郎は真希とクランが消えた理由がタイムスリップであるという考え方を放ほう棄きした。残念ながら、キリハの言葉には大きな説得力があった。

「手て詰づまりか………仕方ない、俺はこのまま二人を捜す」

『こちらもそうしよう。何か分かったら連れん絡らくを』

「ああ」

　結局、クランの消しよう滅めつからは何の手て掛がかりも得られなかった。こうなると結局、自分の足で捜す以外にない。孝太郎と残された少女達は、それぞれに街へと散っていく。手掛かりなしに漠ばく然ぜんと捜し回る事になるが、何もしないという選せん択たく肢しはなかった。










　孝太郎がクランと初めて出会ったのは一年生の文化祭の時だった。クランはティアを事故に見せかけて倒たおす為に罠わなを作り、その帰りに孝太郎と擦すれ違ったのだ。だが孝太郎はその時の事は覚えていなかった。出入りしている人間は多かったので、演劇の登場人物の一人ぐらいにしか思わず、注意を向けていなかったのだ。だがクランの方は覚えていた。ティアの周辺の人間は調べていたからだ。また青騎士役という意味でも印象に残っていた。後になってその時の話になった時、クランは言い難にくそうにそれを教えてくれた。それで孝太郎も、初めての出会いがそこであった事を知ったのだった。

「………あの馬ば鹿か、何処へ行きやがったんだ………」

　孝太郎は体育館の準備室、演劇の時には舞ぶ台たい袖そでであった場所を見回しながら、その時の事を思い返していた。クランが行きそうな場所を捜すとなると、やはり演劇関連の場所がスタート地点となる。

「帰ってきたらお仕置きだからな、まったく………」

　そうやって軽口を叩く事で、孝太郎は沈しずみそうになる気持ちを奮い立たせる。実の所、真希に続きクランも消えた事で、孝太郎はこれが何かの事件である事を明確に意識するようになっていた。流石さすがに冗じよう談だんでやるには手が込み過ぎている。そしてそれはつまり、二人が永遠に消えたままの場合もあるという事。孝太郎の胸の中にはじわじわとその事への不安が渦うず巻まき始めていた。そして二人を見付けられない事への焦あせりも。

「次は屋上と、森あたりか………」

　孝太郎とクランが二人だけで話をする時には、高校の屋上を使った。また宇宙船の『揺り籠』は郊こう外がいの森の中へ隠かくしてあった。気になる場所は他にもあるが、今はその二つが近い。孝太郎はその二つを次の捜そう索さく場所に決めた。

「一体誰が、何の為にこんな事を………」

　孝太郎は走り出した。クランと真希が消えた理由は分からず、その行方ゆくえの手掛かりもない。じっとしていると苛いら立だちと焦りが募つのる。そんな気持ちを掻かき消けす為にも、孝太郎は走らねばならなかった。







『レイオス・ファトラ・ベルトリオン』

『はっ』

『皇こう帝てい不在という火急の事態にて、皇女クラリオーサが代わって汝なんじに申もうし渡す。………勅ちよく命めいである。フォルトーゼの騎士として、やるべき事を存分におやりなさい！』

『仰おおせのままに、マイプリンセス！　謹つつしんで拝命致いたします！』







『ところでコータロー。こちらからもひとつ頼たのみ―――というより、提案があるのですけれど』

『なんだ？』

『あなた、わたくしに仕えませんこと？』

『なっ、なにぃっ!?』







『………早さつ速そくわたくしを置き去りにしましたわね、ベルトリオン』

『いきなりなんだよ』

『必要だと仰おつしやったくせにっ』

『これは不ふ可か抗こう力りよくだろう』

『大方、今後もずっと不可抗力が続くんでしょうよっ』







　次の場所へと走っていく間、孝太郎の脳のう裏りにはクランとの想い出でが次々と浮うかんでは消えていった。真希と同じく、それらは決して少なくはない。そしてだからこそ、クランが永遠に失われたかもしれないという可能性が、孝太郎に重く圧のし掛かってくる。認められる筈はない。だから孝太郎はその思いを振ふり払はらうように走り続けた。










　クランが消えたのは夜明け前。それからの十数時間、孝太郎達は日が昇のぼって沈むまで必死に真希とクランを捜し続けた。思いつく限りのありとあらゆる場所へ足を運び、あらゆる手段で二人を捜した。しかしそれでも二人は見付からない。一番繋がりが強いと思われる剣けんの契けい約やくを経由して呼よび掛けても、返答は沈黙しか得られなかった。

『皆みなさん、このままでは皆さんの方が参ってしまいます。一いつ旦たん戻もどって休きゆう憩けいをしましょう。皆さんが倒れてしまっては、見付かるものも見付かりませんから』

　晴はる海みのそんな呼びかけによって、孝太郎達は一度一〇六号室へ戻る事になった。流石さすがにそろそろ限界で、その言葉に反対する者はいなかった。

「酷ひどい顔だな、みんな」

　そうして孝太郎は一〇六号室へ戻って来た。そこで孝太郎が見たものは、力なく座すわり込んでいる侵略者の少女達だった。丸一日歩き回っていたから、誰もが疲つかれ果はてている。また消えた仲間を心配する気持ちも強い。おかげで今の彼女達には、いつもの健康的な笑顔はなくなっていた。

「………たとえ事実でも、女の子にそういう表現を使うのは感心しないわよ、里さと見み君」

「ええと………相当参ってるな、みんな」

「ん、それなら結構」

　気き丈じような静しず香かにはまだ辛かろうじて冗談を言う余よ裕ゆうがあったが、その冗談に声を上げて笑う者はいない。少しだけ張はり詰つめた空気が和やわらいだくらいだった。

「………一体何が起こっておるのか………それが分からぬだけに恐おそろしい。同じぐらい、マキやクランがどうしているのかもな………」

　何が起こっているのか分からないという事は、そのまま行方不明の二人の状況が分からないという事でもある。ティアはあえて口にしなかったものの、真希とクランが既すでに最悪の結末を迎むかえている可能性もあった。もちろんそうした不安は、ティアだけでなく孝太郎達全員の胸の中にも存在していた。

「とりあえず食事に致しましょう。食欲はないかもしれませんが………」

　ルースはそう言ってちゃぶ台の上を片付け始める。食事は台所にいるキリハが用意してくれていた。

「食べて休んでおかないと、身体も頭も働かなくなって、悪い方悪い方に考えがちになります。ここは二人の為にもちゃんと食べて、ちゃんと休みましょう」

　晴海もルースを手伝い始める。ちゃぶ台一つでは全員の席が確保できないので、彼かの女じよは折おり畳たたみのテーブルを押おし入いれから引っ張り出し、食器や座ざ布ぶ団とんを並べていった。

　―――座布団は八つ、か………。

　今、一〇六号室にいる人間は全部で八人。だから晴海が出した座布団は八枚。だが本来は十枚必要な筈だった。口に出す事はなかったが、孝太郎はそれがどうにも寂さびしくてならなかった。いつもは狭せまいと文句を言っていたのに、いざ本当にいなくなると寂しく感じてしまう。それが孝太郎に、二人がどれだけ大切であったのかを再さい認にん識しきさせた。またこのまま原因が究明されなければ、消えるのは二人だけでは済まないかもしれない。だから孝太郎は、食事の間も食後に何をしようかと考え続けていた。日が暮れたとて、じっとしているつもりは無かった。










　日が暮れてしまった事もあり、ただ闇やみ雲くもに捜すだけでは限界がある―――そう考えた孝太郎は、ある人物に連絡を取った。それはクリムゾンだ。彼女は言わずと知れたダークネスレインボゥの幹部で、この時はフォルサリアとフォルトーゼに関する問題を進める為に地球へ戻って来ていた。彼女に尋たずねれば真希の情報が得られるかもしれない、そう考えての事だった。

『真希が居なくなった!?　本当なの!?』

　クリムゾンの大きな声がスマートフォンから飛び出して来る。その声が、クリムゾンが驚きよう愕がくしているという事を孝太郎に教えてくれた。

「ああ。今俺おれ達たちが総出で捜してる」

『ちょっと、どういう状況なの!?』

「実は―――」

　真希が何時いつ、何処で、どんな風に消えたのか、そして自分達がそれに対してどうしたのか―――孝太郎はクリムゾンに順を追って状況を説明していった。孝太郎は他人に物事を説明するのがあまり得意ではないが、この時ばかりはそうも言っていられなかった。

「―――どうしても手掛かりが見付からないんだ。だからお前の方で何か知らないかと思ったんだが………その様子じゃ望のぞみ薄うすだな」

　先さき程ほど孝太郎が真希の話を伝えた時、クリムゾンは驚愕した。という事は、真希の失しつ踪そうに関して何も知らなかったという事になる。残念ながら孝太郎の期待は空から振ぶりに終わったという事になるのだった。

『こっちの情じよう報ほう網もうにはかかってないわね。念ねんの為に後でグリーンに確かく認にんしてみるけど』

「頼たのむ」

『それとこっちでも捜してみるわ。幾いくつか真希が行きそうな場所に心当たりがあるし』

「ありがたいが………良いのか？」

『知ってるでしょ？　あたしは暇ひまなのよ』

　クリムゾンは交こう渉しよう担当のパープルとグリーンの護衛役としてやって来たものの、フォルサリアではレインボゥハートがガードに付くのでやる事がない。だから真希を捜す時間なら幾らでもあった。

「そうか………お前は本当に藍華さんの友達なんだな」

『そうよ。悪い？』

「いや。お前みたいな良い奴やつが友達で、藍華さんは幸せだと思っただけだ」

『フンッ』

　照てれ臭くさくなったクリムゾンはそこで一方的に電話を切ってしまった。やはり悪の魔法少女が『良い奴』とか『友達』とか言われてしまうとむず痒がゆくなってしまうのだ。しかし孝太郎は、そういうクリムゾンの感情には気付かずに終わった。今はいなくなった真希やクランが心配で、クリムゾンの様子にまで気が回っていなかった。

　―――深み山やま先生もクリムゾンも空振り………これはやはりゆりかが言ってたように、魔法に関係した出来事ではないのか………？

　実は孝太郎は、クリムゾンの前に深山礼れい菜なとも連絡を取っていた。だが礼菜の方にもそれらしい情報は入っておらず、真希の行方の手掛かりは得られていなかった。

　―――しかし魔法ではないのだとしたら、一体どんな方法で二人を連れ去ったんだ？

　ダークネスレインボゥ側、レインボゥハート側、その双そう方ほうに情報が入っていない以上、魔法に関連した組織が二人の誘拐を試みたとは考えにくい。全く独立した第三者による魔法犯罪である可能性はあるものの、そういう者達が吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しに入ればレインボゥハートが動き出すだろう。過去の世界でナナが孝太郎に会いに来たように、その警けい戒かい態勢はかなりの水準にある。だからゆりかの指し摘てきも含ふくめ、事件に魔法が介かい在ざいしている可能性は低いと見るべきだった。しかしそうなると謎は深まる。魔法を使わずに、一体どうやって二人を連れ去ったのか―――孝太郎には想像もつかなかった。

「くそっ、分からない事だらけだ！」

　スマートフォンをポケットにしまうと、孝太郎は再び走り出した。全く手掛かりが得られない今、真希とクランの捜索は足に頼たよるしかない。しかしそうすると一気に解決はしないから、孝太郎は遅ち々ちとして進まない捜索に苛立ちを隠せなかった。それでも孝太郎は決して足を止めようとは思わない。真希にしろ、クランにしろ、それぐらいで足を止められるほど、浅い付き合いではないのだった。










　日が変わり、再び太陽が昇っても、孝太郎は真希とクランを捜し続けていた。その間も殆ほとんど休みを取らず、ひたすら足を動かし続けている。孝太郎にはどうしても立ち止まる事が出来なかった。

　孝太郎が人を捜す場合、早苗がくれた霊れい能のう力りよくを使うのが一番効率がいい。真希もクランもよく知った気配の持ち主なので、数十メートル以内なら確実に感じ取れる。だから街路を歩いているだけで良かった。例外は大きい建物だが、その場合は最上階まで行って降りてくるだけでいいので、さほど大きな問題にはならなかった。

　孝太郎はこの二日ほどで吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しの幾つかの町を調べ終えていた。吉祥春風市はさほど大きな自治体ではないが、それでもかなりの面積になる。孝太郎が歩き回った距離は二百キロ近い。霊能力で身体能力が強化されていなければ、とっくに倒れていておかしくない距離だった。だが、それでも真希とクランは見付からない。知り合いには何度となく会っていたのだが、二人の気配は一向に感じられなかった。

　―――ん？

　そしてこの時孝太郎が見付けた気配も、そうした知り合いのものだった。

「殿でん下か、おやかたさまです！」

「コータロー、ここにおったか」

　孝太郎の前に姿を現したのはティアとルースの二人だった。二人は孝太郎の姿を確認するとホッとした様子で駆かけ寄よってきた。

「………おやかたさま、顔色が宜よろしくないようですが」

「まさか、あれからずっと捜しておったのか？」

　間近までやってきたティアとルースは、孝太郎がずっと真希とクランを捜していたらしい事に気付き、心配そうな表情を作った。霊能力のおかげでまだあまり表面化していないが、孝太郎の表情や姿に疲ひ労ろうが滲にじんでいる事を感じ取ったのだ。それは深い付き合いだからこそ気付いた、非常に微かすかな変化だった。

「ああ」

　だからこそ孝太郎は素す直なおに認めた。今のティアとルースには、この手の事を誤ご魔ま化かしても通用しない。付き合いの深さに関しては、孝太郎の方もよく分かっていた。

「少しは休まないと、お身体に障さわります」

「倒れてしまえば捜索はそこで終わりになるのだぞ？」

　二人は孝太郎の身を案じていた。孝太郎は真希とクランが消えた時から、ほぼ不ふ眠みん不ふ休きゆうで捜し続けている。このままでは二人を見付ける前に、孝太郎の方が倒れてしまいかねない。それでは結局二人は見付からない。気持ちは分かるし全くの同感だが、ティアとルースは孝太郎を止めなければならなかった。

「どうせ休めやしない。じっとしてると落ち着かないし、眠ねむろうにもあいつらの事が気になって眠れない。休めないなら捜している方が良い」

　孝太郎は力なく首を横に振った。孝太郎もティアやルースの言いたい事は分かる。だがじっとしていると精神衛生上の問題があり、捜し続けるしかなかったのだ。

「仕方のない奴じゃのう………その言葉をマキやクランが聞いたら、喜んだり怒おこったりするぞ」

「聞かせてさしあげたいです」

「うむ、まったくその通りじゃ」

　ティアとルースはここで孝太郎の説得を諦あきらめた。孝太郎が一度決めたらなかなか意見を変えないのはよく知っていたし、気持ちはよく分かる。言葉での説得は難しいので、二人は作戦を変更した。

「という訳で引き続き捜索を続行じゃ」

「おう」

　孝太郎は再び歩き始めた。これまで同様、霊れい力りよくを使って周囲数十メートルの気配を探さぐりながら街路を進んでいく。

「ルース、わらわとそなたはコータローの感知範はん囲い外がいを担当じゃ」

「はい。無人機を出します」

　ティアとルースは孝太郎の後に続いた。そして彼女達も周囲の情報を集め始める。彼女らは無人機や軌き道どう上の宇宙船から送られてくる各種情報を使って、孝太郎の手伝いをしようと考えていた。

「おい、何でついてくる？」

「いけないか？」

「バラバラの方が効率が良いだろ」

「そうですね。わたくし達もそのように思います」

　三人がまとまって行動する事にはあまりメリットがない。どうしてもそれぞれの捜そう索さく範はん囲いが重なってしまって、やや効率が悪くなるのだ。ティアとルースはもちろんそれが分かっている。分かっているが、やらねばならない理由があった。

「だったらどうして？」

「わたくし達はおやかたさまほど体力がありませんから、同じペースで動いていると遠からず倒れます」

「コータローは自分の為には休めないが、汝らの為になら休める男だ―――キリハがそう言うておった」

「あいつめ………」

　キリハは無む茶ちやをして捜し続ける孝太郎の首に鈴すずを付けた。目には目を、歯には歯を、大切な人間には大切な人間を。孝太郎は真希とクランの為に休みなしで捜そう査さしていたが、ティアとルースを同行させればいずれ休まざるを得なくなる。大切なのは真希とクランだけではない、という仕し掛かけだった。

「分かった分かった、お前らの勝ちだ。これからはちゃんと休む」

　孝太郎はここで降参した。ティアとルースに反発するのは容た易やすいが、それをすると孝太郎の所に少女達が全員集合しかねない。これはそういう脅きよう迫はくでもあった。

「流石さすがはキリハ様ですね、殿下」

「ふふん、完全に協力し合ったわらわ達に抵てい抗こうしても無意味なのじゃ」

　ティアとルースは安あん堵どの笑顔で頷うなずき合う。確かに真希とクランの行方は心配だが、その二人は孝太郎達が無茶をして見付けても良い顔はしないだろう。ティアとルースがそう確信しているのは、やはりこれまでの多くの出来事が真希やクランとの関係を強めてくれているからだ。ティアとルースにとっても、二人は大切な友人だった。










　ティアやルースと合流した三時間後。孝太郎は約束通り休憩を取った。だがやはり気持ちは落ち着かない。カフェの席に座った後も、その視線は窓の外へ向かい、心ここにあらずといった調子だった。

「………コータローや、気持ちは分かるが、少しは我が身みを思おもい遣やれ」

「おやかたさまがその調子では、わたくし達は三人を心配しなければなりません」

「分かっているつもりなんだが………どうもな」

　孝太郎もこれではいけないという事はよく分かっている。事情はどうあれ、少女達に心配をかけてもいいという事にはならない。しかしそれでも、真希とクランを一刻も早く見付けたいという気持ちが強い。二人が居なくなった事は孝太郎の気持ちに大きな影かげを落としていた。

「………あいつらが居なくなって初めて分かった。あいつらは俺の毎日を構成しているものの一つなんだって。だから居なくなるとその日が始まらなくなっちまう」

「我らもそうじゃ。あの者達の不在、そしていつもと違うそなた。二日前から、平へい凡ぼんな一日が始まらぬ」

「わたくし達は全員揃そろっている事に意味があるのです。それを昨日と今日とで、思い知らされました………」

　ティアにしろルースにしろ、気持ちは孝太郎と同じだ。違いは孝太郎の心配をする必要があるという点だろう。おかげで二人は孝太郎よりも幾らか冷静だった。

「じゃから………ほれ」

　ティアはスプーンでチョコレートパフェのクリームをすくうと、孝太郎の鼻先に突つきつける。だが意図が読めず、孝太郎はティアの顔を見返した。

「イライラしたり落ち着かない時は甘あまいものが一番じゃ。これでも食うて、少し冷静になるがよい。そうすれば良い考えも浮かぶじゃろう」

「ティア………」

　ここで孝太郎は一いつ瞬しゆん、遊んでいる暇はないと言いそうになった。しかし一度大きく深呼吸すると、ティアが差し出してくれているクリームを食べた。確かに冷静さを欠いている気がしていた。休憩中なのに、遊んでいる暇はないと言いそうになったのがその最たる例だろう。孝太郎には、確かに休息や食事が必要だった。

「美味うまい」

「そうじゃろ？　わらわのお気に入りじゃ」

　孝太郎がパフェを食べたのを見て、ティアは大きな笑顔を作った。そして自らも次々とパフェを口の中へ入れていく。少しホッとした事もあって、ティアはパフェがいつもより美味おいしいような気がしていた。

「あは、おやかたさま、口くちの端はしにクリームが」

　孝太郎の口の端にはクリームが付いていた。ティアに食べさせて貰ったので、幾らか目測を誤ったのだ。それに気付いたルースは笑え顔がおでバッグに手を入れると、愛用のハンカチを取り出す。彼女はそれで孝太郎の口を拭ぬぐおうとした。

「いや、いいですよ。そんな高そうなハンカチで………」

　ティアのおかげで、孝太郎はルースのハンカチが高価なものである事に気付く余裕を取とり戻していた。だからルースを止め、テーブルに備え付けの紙ナプキンに手を伸のばそうとする。

「わたくしはおやかたさま以上に大切なものは持っておりません」

　しかしルースの明快な言葉と意思が孝太郎の動きを止めた。孝太郎の手は紙ナプキンの手前で止まり、口元のクリームはルースのハンカチで優やさしく拭われた。

　―――今の俺にとっては、ルースさん達ほど大切なものはない………そうだよな、だからじっとしていられなかったんだから………。

　孝太郎はルースの言葉で改めて実感する。目の前の二人だけでなく、消えた二人、そして他の五人の少女達。九人の少女達は今の孝太郎にとって何よりも大切だった。

「………わらわは大切ではないと？」

　ティアは孝太郎とは違ってむくれていた。ティアにはルースは自分の大切な家臣だという思いがあるので、彼女の言葉に対してそんな感情が表に出て来る。そして楽しげに孝太郎の口元を拭うルースの姿を横目で不満そうに見つめていた。

「単なる言葉の綾あやですよ、殿下。それに殿下は持ち物ではございません。殿下でおやかたさまを拭ふく訳にも参りませんし」

「ふぅん、ならよし。ところでルース………流石にちゅーでクリームを拭う勇気は無かったのかの？」

「でっ、殿下ぁっ!?」

「その様子じゃと、ちらっとは考えたようじゃな」

「違います！　違いますからね、おやかたさま！」

　孝太郎が少し余裕を取り戻した事を感じ取り、ティアとルースは少しだけ笑顔が明るくなった。それを見た孝太郎は、キリハがこの二人を自分の所へ送った理由がもう一つあるらしい事に気が付いていた。

「ルースも大だい胆たんな事を考えるようになったのう」

「違います！　本当に違いますからっ！　信じて下さいおやかたさまっ！」

　やはりどんな事であっても一人きりで背せ負おい込むと、考えが悪い方向へ悪い方向へと進んでしまう。今まで孝太郎がそうであったように。それを避さける為には、多少効率が悪くとも信しん頼らい出来る仲間と一いつ緒しよに行動する必要がある―――それに気付いた時、孝太郎はやっと笑う事が出来た。

「………ようやく笑いおったな、コータロー」

「見たところやや苦く笑しようのようではありますが」

「このネタが通じるようじゃ。もうしばらく引っ張ろう」

「でっ、殿下っ、もう勘かん弁べんしてください！」

　孝太郎が笑ったといっても、少女達たちに心配をかけてばかりの情けない自分を笑っただけなのだが、それでもずっと能面のような顔をしているよりはいい。居なくなった二人の為にも、他の仲間達の為にも。










　休憩の効果は如によ実じつに表れていた。少し冷静さを取り戻した孝太郎は、ルースに頼んで地図を解かい析せきして貰い、効率の良いルートを算出して貰った。当初は思うまま闇雲に街を歩いていたので、ルートには重複や抜ぬけが非常に多く、効率が悪かった。それに気付いたというだけでも、カフェでの休憩は役に立ったと言える。恐らく休憩した時間よりも、多くの時間を節約出来た筈はずだった。

「ルースさん、次は？」

「あの角を右へ。一見遠回りに見えますが、道が曲がりくねっているので、あの道が最短ルートになります」

「分かった、ありがとう」

　これまで通り孝太郎が先頭を進み、ティアとルースがそれに続く。そうやって孝太郎達はルースのナビゲートで入り組んだ路地を進んでいた。それからしばらくそうやって捜索を続けていたのだが、ある時ティアが不意に立ち止まり、腕うでを組んで考え込んだ。

「うーむ………なんだかわらわだけ役に立っていない気がするのじゃが」

　孝太郎は周囲を霊力で探っている。ルースは正しいルートを指示している。だがティアだけは一緒に歩いているだけで、特に何もしていない。無人機や宇宙船から送られてくるデータもルースによって人工知能が処理出来るように加工されたので、今や人の手を必要としなくなっていた。

「わらわは別行動した方が良いのではなかろうか？」

　今のティアは、本当にただ一緒に歩いているだけになってしまっている。それぐらいなら孝太郎をルースに任せ、自分は他の事をした方が良いような気がしていた。

「お前が役に立っていないなんて事はない。気にせず一緒に居ろ」

「しかし………」

「こういう時はお前のようなタイプが必要なんだよ。それにお前も一人になったら考えが暗い方に行って良くない」

　孝太郎には実感があった。もし一人のままであったなら、今も闇雲に歩き続けていただろう。そうでないのは二人が来てくれたからだ。特にティアのような前向きなタイプからの影響は大きい。だから孝太郎はティアが役に立っていないとは思っていなかった。直接言うのは照れ臭いが、右も左も分からぬ闇やみの中でも、一ひと際きわ強く輝かがやく星明かりの様な存在だと思っていた。

「コータロー………」

「おやかたさまが仰る通りですよ、殿下。加えてクラン殿下やマキさんの失踪が何者かの攻こう撃げきである可能性が依い然ぜんとして存在しています。単独行動は推すい奨しようされません」

「そういう訳だからティア、お前は敵てき襲しゆうを警戒していてくれ。俺おれは霊れい視しで忙いそがしいし、ルースさんも似たようなもんだ」

　孝太郎は真希とクランを捜さがす為ために現実よりも霊力に注目している状態なので、感知範はん囲い外からの攻撃には対応し辛づらい。ルースも情報収集の為にコンピューターを見ている。この状じよう況きようでは、単純に目が良いティアが周囲を見張るのは重要な役割だった。

「あ………う、うむ！　わかった！　任せるがよい！」

　これまでは役に立っていないと落ち込み気味のティアだったが、ここでいつもの元気で強気な瞳ひとみを取り戻す。そしてその輝く瞳で周囲を見回し始めた。前を行く孝太郎を狙ねらう者が居ないか、後ろの自分とルースを狙う者はいないか、周囲にあるものを一つ一つ慎しん重ちように観察していく。だからティアは気付いた。隣となりを歩くルースの、ほんの小さな変化に。

「どうしたルース、何故なぜ泣いておる？」

　ルースは泣いていた。だが長い付き合いなのでティアには分かる。これは悲しみや寂しさによる涙なみだではない。しかしそれならそれで不思議だった。この状況でそれ以外の涙を流す理由が、ティアには思い付かなかったから。

「いえ、なんでも………何でもないんです」

　ルースは囁ささやくような声でそう言い、首を横に振る。するとその目の端はしから零こぼれた涙が、傾かたむき始めた太陽の光を浴びてオレンジ色に輝いた。

「しかしそういう風には見えぬが………」

　ティアも同様に囁き返す。ルースが声を潜ひそめたので、先を行く孝太郎には聞かれたくないのだろうと思っての事だった。

「本当に何でもないんです。ただ………このような時に不ふ謹きん慎しんなのですが、わたくし達は幸せだと、そう感じたというだけなのです」

　本当に何も起こっていなかった。ルースはこれまでの事を見つめ直し、改めてそう感じたというだけだった。最初に答えなかったのも、ただ状じよう況きよう的てきに不謹慎な内容かもしれないと思ったからだった。

「わたくしにもちゃんと分かっているのです、クラン殿下とマキさんが消えた事は重大で悲しい事件だと。でも………ああやって必死に捜しておられるおやかたさまの姿を見ていると、お二人を大切にしておられるのがよく分かって………」

　ルースの瞳が先を行く孝太郎の背中に向けられる。孝太郎は今も周囲を探っていた。それもルースの感情の変化に気付かないくらい、必死に。だからルースの涙は次から次へと零れ落おちていった。

「………ですから………もしわたくし達が消えたとしても同じようにしてくれるのではないか………そう思ったら、嬉うれしくなってしまって………」

　孝太郎がクランと真希を捜す姿は、そのままルースとティアを捜す姿でもある―――それに気付いた時から、ルースは涙が止まらなくなっていた。

「………それを喜んではいけないという事は、重々分かっているつもりです。ですが、どうしても………わたくし達はおやかたさまに大切にして貰もらっているのだという事が、分かり過ぎるほど分かってしまって………」

　ルースはただ嬉しかったのだ。自分が愛している人は、自分を愛してくれている。それが男女のそれであるかどうかは分からない。だが先を行く孝太郎を見ていれば明らかなように、間ま違ちがいなくとても大切にして貰っていて、とても必要とされている。そしてそれはティアや他の少女達でも同じである筈―――それを改めて実感し、ルースは溢あふれ出だす感情を抑おさえ込む事が出来なくなっていた。

「………だって、二年前はあんなに………ここへ来るまでは誰だれ一人ひとり信じられる者はいなかったというのに………こんなにわたくし………うぅぅぅっ………」

　ルースは胸に手を当て、声を押おし殺ころして泣いた。周囲に誰だれも居なかったら、彼女は恐らく声を上げて思い切り泣いただろう。それぐらい強くも激しい感情がそこにある。常に控ひかえめなルースにしては珍めずらしい、強い自己の表現だった。

「そうじゃな、そなたの言う通りじゃ。わらわ達の気持ちは一方通行ではない。信頼しているし、信頼されておる。愛しているし、愛されておる。そういう人―――いいや、人々と巡めぐり逢あう事が出来た。わらわ達は幸福じゃ。このタイミングでは声を大にしては言えぬが、それは紛まぎれもない真実じゃ」

　ティアの瞳にも薄うっすらと涙が滲む。気丈な彼女はルース程ほどには明確に感情を表に出さなかったが、その小さな胸に抱かかえた想おもいは同じくらい大きかった。

「今という時でなければ………心の底からそう思います」

　そしてやはり問題は行方不明になった二人だ。クランと真希の二人が居ない状況では、この真実はとても切ない。孝太郎にとっても、ティア達にとっても。

「案ずる事はない」

　だがティアは笑う。普ふ段だん通りの自信に満ちた顔と声で。彼女には自分がどうすればいいのか、その答えが分かっていたのだ。

「さっさとクランとマキを見付け出せばよいというだけの話じゃ。さすれば今のこの状況を伝えて、みんなで馬ば鹿か笑わらいが出来るじゃろう」

「殿下………」

　問題があるなら解決すればいい。それでみんなハッピー。単純明快で力強い、実にティアらしい答えだった。

「………その場合、コータローはちと困った事になるじゃろうがの」

「まぁ………」
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　そんなティアの言葉に、ルースは最初目を丸くした。そしてそのすぐ後、彼女は目を細めて笑い始める。発揮されたティアらしさと、難しく考え過ぎていた自分に向けて。

「わははははははははっ！」

「ふふっ、ふふふふふっ！」

　そうしてティアとルースは笑い合った。二人がこの二年間の長い旅路の果てに辿たどり着ついた結論は一つ。二人だけでではなく、大切な人達みんなで笑い合いたい―――ただ、それだけだった。

「どうした、二人とも？」

　笑い声が一つだけなら孝太郎も気付かなかったかもしれない。しかし重なりあった二つの笑い声が互たがいに存在を高め合った事で、孝太郎の耳まで届くようになった。孝太郎はそんな二人の声に誘さそわれて、背後を振り返かえった。

「何でもない。こちらの話―――」

「女の子同士の秘密でござ―――」

　そして振り返った孝太郎と二人の目が合った、その時。孝太郎の目が限界まで見開かれた。まるで恐ろしいモノでも見てしまったかのように。

「馬ば鹿かなっ、一体どうして!?」

　それはこれまで孝太郎が自分達に向けた事がないような視線であったから、ティアとルースも異変が起きている事に気が付いた。

「ルース、そなた光って―――」

「殿下のお身体が赤く―――」

　二人の身体が光に包まれていた。ティアが赤、ルースが黄。目にも鮮あざやかな光が二人の身体をすっぽりと包つつみ込んでいる。それを見た瞬しゆん間かん、孝太郎は理解した。これからティアとルースは消えてしまうのだと。色は違ちがえど、クランが消えた時とよく似た光景がそこに広がっていた。

「ティアッ、ルースさんっ！」

　孝太郎は反射的に二人に向かって走り出した。それで何かが出来るという訳ではない。しかしこのまま見ているだけではいられなかった。そうしながら孝太郎は二人に向かって必死に手を伸ばした。

「コータロー！」

「おやかたさまっ！」

　二人も同じように手を伸ばす。その手は既に存在を失い始め、引ひき換かえに身体を包む光が強くなっていく。

「行くなっ、二人とも!!　消えるんじゃないっ!!」

　真希とクランが消えた事で感じた、言いようのない不安と焦しよう燥そう。それをもう一度味わうのかと思うと、孝太郎は気が気でなかった。言葉でも手でも駄だ目めだと分かっている。分かっていて止められない。何とか二人を繋つなぎ止とめようと必死だった。

「殿下っ、これはっ!?」

「そうか！　これはそういう事じゃったのか!!」

　身体が実体を失いつつある二人の瞳に理解の色が走った。自分達が何故消えようとしているのか、それを理解したのだ。その理由は身体を取り巻く光が教えてくれた。光はこう言っている。絆きずなが試ためされているのだ、と。

「コータロー！　この事件には規則性がある！　キリハに訊きくのじゃ！　あやつは大分前から怪あやしんでおった！」

「おやかたさまとわたくし達が出会ったのは偶ぐう然ぜんではありません！　そこには明確な理由があるのです！」

　残された時間は僅わずかだった。その時間を使い、二人は孝太郎に手て掛がかりを残そうと必死になっていた。真希は最初の一人という事で、ろくに情報を残せなかった。クランは前例があったおかげで少しだけ情報を残せた。そしてティアとルースは二人同時であったおかげで、クラン以上に情報を残す事が出来るだろう。それはこれまで喉のどから手が出るほど欲ほしかった、問題解決への手掛かりとなる筈だった。

「ティアッ、ルースさんっ、待ってくれっ、頼むっ！　行かないでくれっ！」

「あとはそなたの気持ち次し第だいじゃ！　そなたがわらわ達を必要と―――」

「おやかたさまっ、わたくし達を信じて！　わたくし達は絶対に―――」

　だが孝太郎はこの時、二人の声をろくに聞いていなかった。ただ二人の手を取ろうと必死になっていた。そしてそれはティアとルースも同じだった。自らの運命を悟さとりつつも、二人は懸けん命めいに手を伸ばした。運命など関係ない。二人はそうしたいと思っていたから。

『……………』

『………………』

　だが結局、孝太郎と二人の手は相手に届かなかった。互いの手が触ふれ合あうほんの一歩手前で、二人の身体は光の中へ溶とけるように消えてしまった。孝太郎に届いたのは、消えゆく二人が発した最後の声。それも明確な声ではなく、聞き取れないほど小さな囁き声のようなものだった。

「ちくしょうっ、ちくしょぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!」

　こうして真希とクランに続き、ティアとルース主従が孝太郎の前から消え去った。

　後に残ったのは孝太郎一人。

　そして周囲に大きく反はん響きようする、孝太郎の嘆なげきの声だった。







理解と絆と　三月三十一日（木）







　一〇六号室へ戻もどった孝こう太た郎ろうは、ティア達が言い残した言葉をキリハに伝えた。事件の規則性、出で逢あいは偶然ではなく、明確な理由がある―――するとキリハは両りよう腕うでを組み難しい顔で考え込んだ。実はキリハには以前から気になっていた事があった。ティアとルースが消える間ま際ぎわに残した言葉は、その原因を明らかにするヒントとなってくれていた。

　―――ティア殿どのが、我われが気付いていると指摘した上でああ言ったとなると、我らの存在も含めて、孝太郎の周りで事件が起き過ぎているという考え方には誤りはなかったという事か………だが、それが何故なのかという点に関しては、未いまだ手掛かりが乏とぼしい………例の規則性から迫せまれるかもしれないが、今しばらく時間が必要か………。

　ティア達のおかげで、キリハの推理は一歩先へ進んだ。だが完全解明には至らない。それにはまだ幾つか足りない情報が存在していたのだ。

「キリハさん、何か分かったのか!?」

　孝太郎はちゃぶ台に手を突き、身を乗り出すようにして勢いよくキリハに尋たずねる。目の前で消えたティアとルース、そして先日のクランと真ま希き。何としても消えた四人を見付け出したい、その一心だった。

「推理が幾いくらか先へ進んだ。だが謎なぞを解くには至っていない。この事件はあまりに複雑なのだ」

「くそうっ、どうなっているんだ、一体っ!?」

　ダンッ

　孝太郎の拳こぶしがちゃぶ台に叩たたき付つけられる。それはちゃぶ台が壊こわれてもおかしくないような激しい一いち撃げきで、その大きな音が狭せまい六畳間に響ひびき渡わたった。それはゆりかが驚おどろいて身を竦すくませた程だった。周りを気にせずに思わずそうしてしまうほど、孝太郎は消えた四人の事を強く心配していた。

「済まない、孝太郎。折せつ角かくの情報だったのだが、期待に沿えず………」

　だがキリハが申し訳なさそうに言ったこの言葉が、孝太郎に幾らか冷静さを取り戻させた。周りにはまだ五人の少女達たちが居て、孝太郎の感情任せの行動は彼かの女じよ達を不安にさせてしまう。大切なのは消えた者達だけではない。孝太郎は自分にそう言い聞かせ、激しい感情を抑え込んだ。

「………謝あやまるのはこっちだ。取り乱して悪かった」

「汝なんじの目の前で人が消えたのだ。取り乱して当然だ」

　キリハは孝太郎を責めなかった。その代わり、ただ優しい瞳で孝太郎を見つめている。彼女は孝太郎が取り乱したのは、かつて目の前で死んだ母親を思い出したからでもあると考えていた。だから彼女はそれ以上何も言わなかった。

「………ありがとう」

「気にしなくていい………だが孝太郎、全く何も進展が無かった訳ではない」

「何か分かったのか!?」

　ちゃぶ台を見つめていた孝太郎の視線が上がり、キリハのそれと重なり合う。それを待っていたかのように、キリハはきっぱりと頷いた。

「次に消えるのは、我かゆりかのどちらかだろう」

「確かか!?　何故そうだと分かる!?」

「ティア殿の規則性という言葉がヒントだ。真希、クラン殿、ルース、ティア殿。この順番を聞いて、何か気付かないか？」

「まさか、一〇六号室へやってきた逆の順番か!?」

「あるいは出逢った順の逆か………ともかく規則性があるというのなら、次は我かゆりかのどちらかになる可能性が高い」

「待った、キリハさんとゆりかで、確定しないのは何故だ？」

　出逢った順の逆か、一〇六号室へ来た逆だというのなら、ティア達の直前にやってきたキリハが次に消える事になる筈だ。だがキリハはゆりかの名前も挙げている。それが孝太郎には規則性を乱しているように思えたのだ。

「問題は出逢った順だった場合で、その場合は汝のタイムスリップの影えい響きようで、汝の側から見た出会った順と、我らの側から見た出会った順には違いがあるのだ」

　キリハは幼少期に既すでに孝太郎と出会っているので、彼女の側から見れば出会いはその時点になる。だが孝太郎の側から見ると、現在のキリハに出逢ってから過去のキリハと出逢う訳なので、出逢った順はキリハの主観とは違っている。それでキリハとゆりか、どちらなのかが分からないのだった。

「そうか………キィちゃんにとっては………」

「既に半数近い四人が消えてしまっている以上、この先も残った我らの内の誰かが消えると考えた方が良いだろう。そしてその結果によって、もう少し事件の謎を解明する事が出来る筈だ」

「キリハさんやゆりかが消えるのを待てっていうのか？」

「現状ではそれしか手が無い」

　キリハの言葉は正しい。手掛かりが無い状態では、次に消える人間から多くの情報を引き出す事を考えた方が良いのは明らかだ。次に消える者は予想されているので、特にそうだろう。それは孝太郎も重々承知していた。だがそれは優しさに欠ける話だった。キリハは自身が消える場合を想定し、捨て身で情報を得ようと考えている。だが残される方はそこまでドライには考えられなかった。

「冗じよう談だんじゃないぞ！　そんな事より、もう誰も消えないように―――」

　孝太郎が再び声を荒あらげかけた、その時だった。孝太郎はキリハの斜ななめ後うしろで話を聞いていたゆりかが真っ青な顔をしている事に気が付いた。そしてゆりかがぽろぽろと涙を零し始めた事で、孝太郎の高ぶりかけていた感情は何とか落ち着きを取り戻した。

「ゆりか、どうしたんだ？」

　孝太郎はキリハとの話を一いつ旦たん棚たな上あげし、ゆりかに駆かけ寄よる。すると彼女は涙を流しながら孝太郎を見上げた。

「つ、次に消えるの、キリハさんか、わ、私なんですね………」

　ゆりかの瞳は不安に濡ぬれていた。そしてその身体は震ふるえている。幾らもしないうちに自分が消えてしまう事を知り、ゆりかは怯おびえていたのだ。孝太郎側、少女側、どちらの視点の順で消えるのであっても、ゆりかの場合は次かその次ぐらいの差でしかない。短い寿じゆ命みようを宣告されたかのような状態だった。

「里さと見みさん、私、怖こわいです………消えたくないですぅ」

　ゆりかは両腕で自分の身体を抱だき締しめるようにしながら、がたがたと身体を震わせていた。魔ま法ほう絡がらみの事件であればあれだけの勇気を見せるゆりかだが、この未知の事件に対しては恐きよう怖ふを隠かくせないでいる。やはり予想が付かない未知の出来事というのは誰しも恐おそろしいものだ。明確に怯えているのは順番が近いゆりかだけであるが、孝太郎も他の少女達も怖いのは同じだった。

「わ、たし、愛と勇気の魔法少女の、筈なのに………なのに………」

　愛と勇気の魔法少女は、こんな時こそみんなを励はげまし導くべき―――それが分かっているのに、そうする事が出来ない。ゆりかは怖いという以外に、そういう自分の弱さが悔くやしくてならなかった。

「怖くて良いんだ、ゆりか。こんな訳の分からない事が起きて、冷静でいろなんて無理な話だ。俺だって怖い」

　孝太郎自身、いつ消えるとも分からない。キリハが大まかに消える順番を予想してくれているものの、それが偶然の一いつ致ちである可能性は依然として存在している。次が孝太郎である可能性も十分に考えられるのだ。ゆりかの気持ちは孝太郎にもよく分かる。だから孝太郎はゆりかの両りよう肩かたに手を置くと、出来る限り優しく笑いかけようとした。

「だがそれでも………俺が絶対に何とかしてやる。大だい丈じよう夫ぶだ」

　ゆりかは両肩に手のぬくもりを感じ、同時に目の前にあるぎこちない笑顔を見た。孝太郎は自身も混乱しながらも、必死でゆりかを励まそうとしてくれている―――それに気付いた事が、彼女の背中を押した。

「………里見さんっ！」

　とさっ

　ゆりかは身体を投げ出すようにして孝太郎に飛びつくと、両腕で孝太郎を抱き締めた。決して離はなれてしまわないように、強く、強く。

「絶対に俺が何とかしてやるから、もう怖がらなくていい。俺を信じろ」

　根こん拠きよなどない。この状況を解決する方法は見付かっていない。しかし孝太郎はそう言うしかなかった。ゆりかの為に、そして自分自身の為に。これまで四人が消え、孝太郎の心には大きな穴が空いている。それが更さらに大きくなるような事は想像したくなかった。

「信じてます。信じてますけどぉ………しばらく、このままでいて良いですか？」

「………ああ」

　ゆりかは孝太郎を信じている。信じているが、やはり考えと感情は一つではない。孝太郎のぬくもりがゆりかに染しみ渡り、彼女の震えが止まるまでには、もうしばらくの時間が必要だった。










　これまで消えた者の順序からすると、次に消えるのは自分かゆりかである―――そう予想したキリハは、その時に向けた準備を始めた。あらかじめ観測装置を用意して、消える瞬間の詳しよう細さいなデータを取ろうというのだ。だがここまで少女達でも痕こん跡せきを見み出いだせなかった訳なので、それ以上の精度を誇ほこる大規模な観測装置が必要だった。しかしその準備には時間がかかるので、孝太郎はそれまでの時間を、これまで通りに少女達を捜す事に費やす事にした。

「それじゃあ、行ってくる」

「いってきまぁす」

　一〇六号室を出た孝太郎の横には、ゆりかの姿があった。もうすぐ自分が消えると知った時から、ゆりかは孝太郎の傍そばから離れなくなった。トイレに行く時や風ふ呂ろに入る時でさえ、孝太郎から離れる事を酷ひどく怖がったのだ。そんなゆりかに気を遣つかい、他の少女達は一緒に来ていない。少女達には、ゆりかの気持ちがよく分かる。むしろ気き丈じように振ふる舞まっているキリハの方が特別なのだった。

「………ゆりか、少し腕の力を緩ゆるめてくれ。歩きにくい」

　ゆりかは孝太郎の腕にしがみつくようにして歩いていたのだが、あまりにしっかりしがみついていたので、孝太郎が歩く邪じや魔まになっていた。そこで孝太郎は少し腕の力を緩めて貰おうと考えた。

「ごっ、ごめんなさいっ」

　ゆりかは慌あわてて腕の力を緩めようとする。だが強こわ張ばった指と腕は、ゆりかが考えたようには動いてくれない。ゆりかは頭で考えた事よりも、心の中の放したくないという気持ちの方が強かったのだ。

「私ぃ、放したくないみたいですぅ」

「そうか。そいつは仕方ないな」

「すみませぇん………」

　ゆりかがしがみついている側の足を前に出し辛づらくなっていて、少しばかり歩くスピードが落ちているのだが、孝太郎は今の状態のゆりかに手を放せとは言えなかった。彼女の不安そうな顔を見るぐらいなら、多少歩き難にくい方が気持ちは楽だった。

「お前のせいじゃない。だから気にしなくていい」

　この事件を引き起こしたのはゆりかではないし、未知の事件を怖がるなというのも無む茶ちやな話だ。だから孝太郎は今のゆりかに対して批判的な気持ちはなかった。だが孝太郎自身に対しては苛いら立だちがあった。自分が問題を解決出来ないでいる事や、それが出来なくてもゆりかを落ち着かせる為にもっと何か出来る事があるのではないか―――孝太郎は必要な事が出来ずにいる自分に腹を立てていたのだ。もちろんゆりかだけでなく他の四人も怖がっているだろうし、消えた四人については言うまでもないだろう。今の孝太郎に出来る事は、当てもなく街をさまようだけ。自分は必要な事が何も出来ていない。その思いがギリギリと孝太郎の魂たましいを締め付ける。それは叫さけび出してしまいたいほどの激しい痛み。この痛みに比べれば、多少歩き辛い程度は気にならなかった。

「あれ、コウじゃないか」

　そんな時、孝太郎の背後から聞き覚えのある声がかかった。振り返ると、そこには孝太郎の古くからの友人、賢けん治じが立っていた。

「虹にじ野のさんと一緒か」

　賢治は孝太郎とゆりか、とりわけ孝太郎の腕にしがみついているゆりかに注目する。そしてにやりと笑った。

「珍しいな、デートか？」

　孝太郎と少女達の関係が非常に近くなっている事には賢治も気付いていた。だから時折孝太郎に、そろそろ気持ちを決める時だと助言したりしていた。その賢治からすると、ゆりかとデートしているというのは歓かん迎げいすべき事と言える。多少茶ちや化かすニュアンスはあったが、賢治は単純に喜んでいた。

「だったら良かったんだが………ちょっとトラブルでな」

「察するに、マジな感じのやつだな？」

　多少茶化すニュアンスも含ふくまれていたのに、孝太郎は怒おこらなかった。しかも表情は大おお真ま面じ目め。またゆりかはずっと俯うつむいたままで様子がおかしい。そうした事から普ふ通つうとは違う空気を読み取り、賢治はすぐに笑顔を引っ込めた。

「ああ。藍あい華かさんとティア、ルースさんを捜してる。どっかで見なかったか？」

　賢治はクランとの面識がないので、孝太郎は真希とティア主従の事だけを尋ねた。

「その人達と何かあったんだな」

　ゆりかと三人がトラブルを起こし、孝太郎が仲直りの仲ちゆう介かいをしている―――賢治はゆりかの様子から自然とそう解かい釈しやくした。だがこの時、孝太郎は賢治の言い回しに違い和わ感かんを覚えていた。

「その人達って、他人行ぎよう儀ぎだな。クラスメイトだぞ」

「あれ？　そうだったっけ？」

　孝太郎の指し摘てきに、賢治は首を傾かしげる。賢治の様子はまるで知らない人間の名前を聞かされた時のようだった。だがそんな筈はないので、孝太郎は賢治がからかっているのだろうと考えて非難した。

「冗談じゃないんだ。こっちはマジなんだ」

「そう言われてもなぁ。ウチのクラスに居たっけ、そんな子達？」

　しかし賢治は大真面目だった。自身の記き憶おくを探さぐりながら、しきりに首を傾げている。まるで本当に何も知らないかのようだった。

「女好きのお前が何言ってるんだよ。藍華さんはゆりかのコスプレ仲間、ティアは演劇の台本書いたし、ルースさんはティアの幼おさな馴な染じみだ。記憶が無くなったなんて冗談は言わせないぞ？」

「台本？　台本ねぇ………あ、あれ？　誰が書いた………ええと、待てよ、ああそうか、言われてみれば居たような………コウ、金色の髪かみの子か？」

「マッケンジー、お前もしかして………」

　孝太郎はここで賢治の異常に気付いた。三人を捜して霊波を見ていたおかげで、賢治の発している霊波が目に入ったのだ。賢治の霊波は澄すんだ光を放っている。嘘うそや冗談を言っている時のそれとは明らかに違う。だがその反面、賢治の霊波は乱れていて、孝太郎の言葉に困こん惑わくしているのが伝わってくる。それはこの状況においては異常な状態だった。

　―――マッケンジーの奴やつ、本当にティア達の事を忘れてしまっているのか!?

　嘘や冗談ではないという事は、賢治は本当にティア達の事が記憶から消えてしまっているという事になる。実際、賢治の記憶からは三人の事が殆ほとんどなくなってしまっていた。辛かろうじて印象が強いティアの事は覚えているという程度で、姿が消えた時と同じく、まるで最初から居なかったかのようだった。

　ブゥゥゥゥンッ、ブゥゥゥゥンッ

　そんな時だった。孝太郎のポケットの中にあるスマートフォンが振しん動どうを始めた。それでスマートフォンの存在を思い出した孝太郎は、慌ててポケットから取り出す。これは振動した理由を知りたいというより、他のクラスメイト達やキリハに連れん絡らくを取るべきだと考えての事だった。

　―――クリムゾンからか………まさかな？

　スマホが震えたのは、電話がかかってきたからだった。相手は昨日話したクリムゾン。それが無関係な者からの電話であれば、孝太郎は後回しにしたのかもしれない。だが真希の友人のクリムゾンからかかってきた事に嫌いやな予感を覚えた孝太郎は、スマホを操作して電話に出た。

「どうしたクリムゾン」

『それが大変なのよ孝太郎！　パープルとグリーンの記憶から、真希の事が消えかけているみたいなの！』

「なんだってぇっ!?」

　賢治に生じていた、消えた三人についての記憶の喪そう失しつ。驚いた事に、それは賢治に限った話ではなく、他の人間にも共通して起こっている出来事だった。










　孝太郎はクリムゾンとの電話が済むと賢治と別れた。賢治は私用の途と中ちゆうだったし、別れない事にはやりたい事が出来ない。それから孝太郎は大おお慌あわてでクラスメイト達たちに連絡を取った。するとティア達に関する記憶の喪失は、連絡したクラスメイト達全員に起こっていた。辛うじて記憶が残っていたのは、演劇や委員などで付き合いが深かった者達。それ以外の者達の記憶からは、彼女らの事は綺き麗れいさっぱり消えてなくなっていた。

「………これはやっぱりタイムスリップなのか………？」

　孝太郎は公園のベンチに座すわり、より複雑になった状況に頭を悩なやませていた。以前は無いと結論した、タイムスリップ。今回の記憶の事で孝太郎は再びその考え方に戻って来ていた。実は孝太郎は映画でよく似た事例を観みた事があったのだ。過去を変えてしまったせいで人が消え、そして人々の記憶からも消えていく―――その映画の場合、正確には最初から居なかった事になるので、記憶が消えたという表現は正しくない。記憶がある人間が特別なだけで、他の者達は最初から記憶を持っていない事になるのだった。

「………そうでないとしても、記憶まで消えるとなるとあるいは………」

　孝太郎はぎりっと奥おく歯ばを噛かみ締める。タイムスリップかどうかはともかく、姿が消え、記憶からも消える場合、孝太郎達の周りだけで事件が起こっているという考え方そのものに疑ぎ問もん符ふが付く。他にも多くの人達が消えているが、孝太郎達との縁えんが浅いせいで早々に記憶から消えただけなのかもしれないのだ。

　もしそうならこの事件は防いだり、解決したりは出来ないのではないか―――そんな恐ろしい考えが孝太郎の脳のう裏りを過る。原因が自分達とは全く関係が無く、単に巻き込まれているだけという可能性が出て来てしまうからだ。だがそれは認められない。孝太郎は何度か首を大きく横に振り、その考えを頭の中から追おい払はらう。解決出来ると信じて行動しなくては、本当に解決出来なくなってしまう。孝太郎は消えた少女達を救い出すというだけでなく、残っている少女達を守らねばならないのだった。

「………弱気になるな、あいつらを絶対に見付ける………絶対に守り通す………」

　無意識のうちに、孝太郎の手に力が入る。すると恐怖ゆえにずっと孝太郎の手を握にぎっていたゆりかに、その力が伝わった。その力を感じて、これまでずっと俯いたままだったゆりかの顔が上がった。

「………里見、さん………？」

　ゆりかが顔を上げると、大真面目な顔で考え込んでいる孝太郎の顔が目に入った。孝太郎は何かを考えているようで、時折小声で単語を呟つぶやいたり、頭を掻かいたりしている。その様子から、ゆりかは孝太郎が自分の手を握り締めたのは、どうやら無意識の事らしいと理解した。

「………もっとクランの話を真ま面じ目めに聞いておけば良かった………今いま更さらだが………」

　孝太郎はゆりかが顔を上げた事も、小声で名を呼んだ事にも気付いていなかった。それに気付かない程、考え事に没ぼつ頭とうしていた。どうすれば居なくなった少女達を救えるのか、残ったゆりか達を守れるのか、その謎を解き明かさんと必死だった。

「………あぁ、そうかぁ………」

　孝太郎は怖いんだな―――ゆりかは孝太郎の様子からそう感じ取った。それは孝太郎自身が消えるのが怖いという事ではなく、ゆりかをはじめとする大切な人達と離れ離ばなれになってしまう事が怖いという事。つまり孝太郎は、当たり前の毎日が崩ほう壊かいしてしまう事を恐れていたのだ。そしてその事がゆりかに気付かせた。ゆりかが真に恐れているモノは、一体何であったのかという事を。

「………私も、おんなじだなぁ………」

　確かにこの事件は怖い。何の前まえ触ぶれもなしに人が消え、他人の記憶からも消えていく。まるで最初から居なかったかのように。だがゆりかが本当に恐れているモノは、その先にあった。自分の消しよう滅めつではなく、孝太郎や友達との別れ、つまりは自分の真の理解者を失う事が怖かったのだ。

「………私も、また一人になるの、嫌ですぅ………」

　昔からゆりかは誤解され易やすい少女だった。運も悪ければ要領も悪く、なかなか彼女の本質を理解してくれる者は現れなかった。ナナはその初めてのケースになりかけたが、直前で悲劇が起こり、ゆりかは一人ぼっちに戻ってしまった。また魔法少女になった事も、ゆりかが周囲から理解を得られない状じよう況きように拍はく車しやをかけた。ただでさえ誤解され易いというのに、魔法少女という秘密が状況を混乱させた。誰も信じやしないのだ。本物の魔法少女がいるだなどとは。

『だが………たとえそれが真実であっても、俺おれは認めない。ゆりかは俺のクラスメイトで、コスプレ好きのアホな居い候そうろうだ』

『さとみさん………わたしも………それがいいです………』

　だが繰くり返されたトラブルと、他た愛あいもない毎日の積み重ねが、その状況を変えた。ゆりかは愛と勇気の魔法少女、魔法を悪用する敵を許さない正義の戦士だ。だがその反面、彼女は平へい凡ぼんな毎日を愛している。魔法なんか使わずに、平凡な少女として生きていきたいと願っている。そんなゆりかの真実と想いを、理解してくれる人間が現れた。同時にゆりかはその人物の真実と想いを理解した。その人物はゆりかと同じように、特別な人間だけれど、平凡な毎日を求めていた。ゆりかは理解して貰っただけでなく、その相手を理解する事が出来たのだ。

『………里見さんは優やさしいからぁ、片付けを手伝ってくれるんですよねぇっ？』

『手伝う訳ないだろ』

『そんなぁ～～!!　私の事嫌きらいですかぁっ!?』

『面めん倒どう事が嫌いなだけだ』

　そこから先の日々は夢のようだった。お互いに欠けたモノを与あたえ合いながら、平凡な毎日を笑え顔がおで歩いていく。たまに怖い事も起こるけれど、その時は手を取り合って一いつ緒しよに解決する。そしてまた何事も無かったかのように平凡な毎日へ帰っていくのだ。そんな毎日はゆりかにとって何物にも代えられない宝物となった。だからゆりかは自分を真に理解してくれる人物―――孝太郎と出逢えなかったらと思うと、背筋が凍こおりそうになる。その恐怖は、今直面している事件への恐怖を遥はるかに上回っていた。

「………もし里見さんと出逢わなかったら、一〇六号室に来なかったら………この事件には遭そう遇ぐうしなかったのかもしれないですけれど………そんなの絶対嫌だから………仕方ないんですよね………」

　どっちも怖いけれど、孝太郎と出逢えなくなるくらいなら、消えてしまう方の怖さを我が慢まんする。ゆりかにとって孝太郎と出逢ってからの日々は、それくらい大切なものとなっていたのだ。

「………どれだけ怖くても、私………里見さんの手を………絶対に、放しません。いつまでも、ずっと………」

　それがゆりかの結論だった。ようやく手に入れた理解し合える相手。それを手放す事だけは、ゆりかには出来なかった。それで命を失う事になろうとも、後こう悔かいはしない。仕方がないのだ。ゆりかはそう思える相手に、出逢ってしまったから。

「里見さん」

　だからゆりかは、厳しい顔をしている孝太郎の手を握り返した。怖がってばかりではいけない。考え事は苦手でも、苛立ち、焦あせっている孝太郎を励ますぐらいは出来る。ゆりかの身体の震えは、もう止まっていた。

「ゆりか？」

「一度深呼吸をして下さい。里見さん、とっても怖い顔してますよ」

　強く手を握ったまま、ゆりかは孝太郎に笑いかける。震えは止まったが、ちゃんと笑えているかどうかは自信がない。それでもゆりかはそうしようと必死だった。

「………そうか、そうだな」

　それが逆に良かったのかもしれない。ゆりかの顔を見た孝太郎は、彼女の言葉を素す直なおに受け入れた。一いつ旦たん考え事を止め、小さく笑う。

「ありがとう、ゆりか―――って、お前、その光っ!?」

「えっ？」

　そして孝太郎がゆりかの言葉に従って、深呼吸をしようとしたその時だった。突とつ然ぜん、ゆりかの胸のあたりが青い光を放ち始めた。光は一気に輝かがやきを強め、幾らもしないうちにゆりかの身体全体を包み込んでいった。

「これ、もしかして真希ちゃん達と同じ!?」

　ゆりかは驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。だが、それは一いつ瞬しゆんの事。すぐに青い光がゆりかに教えてくれた。この光が何なのか、そして何故なぜこの事件が起こっているのかという事を。

「そっか！　これは以前、桜さくら庭ば先せん輩ぱいやパープルさんを助けた時と同じ光なんだ！」

　青は虹の色の一つ。そして全すべての虹の色は、元は一つの太陽の光。だからこの事件は起こった。解決法はある。全ての始まりの場所に。問題はその場所へ至った時に、極きわめて困難でありながら、それでいてささやかな奇き跡せきが起こるかどうかにかかっていた。

「まさか本当にゆりかがっ!?　待ってくれゆりかっ!!　消えるんじゃない!!」

　手を繋いだままだったので、孝太郎はその手に力を込めた。だがそれゆえに、これまで以上に分かってしまう。手て応ごたえが、ぬくもりが薄うすれていく。ゆりかは消える。時間は何秒も残されていない。孝太郎にとっては絶望的な時間だった。

「里見さぁんっ、私絶対に里見さんと一緒に吉きつ祥しよう大学へ行くからぁっ！」

　ゆりかの身体は青い光の中へ消えていこうとしていた。完全に消えるまでの短い時間を使って、ゆりかは必死に訴うつたえた。どうすれば元の暮らしに戻れるのか、その答えを。

「私は信じてますぅ!!　だから里見さんもそれを信じて――――」

「ゆりかっ、ゆりかぁぁっ!!」

　僅かな時間しかなかった事を思えば、ゆりかは精せい一いつ杯ぱいやったと言えるだろう。だが彼女の真意が孝太郎に伝わったかというと、それには至らなかったと言わざるを得ない。

「何でこうなる!!　一体何が原因なんだぁっ、ちくしょおぉぉぉぉっ!!」

　今の孝太郎はゆりかが残した言葉よりも、彼女が消えてしまった事の方に気を取られている。彼女の願いとは裏腹に、孝太郎の心は深い絶望感と喪失感が支配していた。










　孝太郎が一人で一〇六号室へ帰った時から、六畳間を重苦しい空気が支配していた。それは一晩明けても変わらず、窓から覗のぞく爽さわやかな朝日と鮮あざやかな青空が虚むなしくなるほど、部屋を覆おおった空気は重く冷たかった。

「みんな暗いよ！　元気出ださないと見付かるものも見付からないよ！」

　現在一〇六号室に居る人間は早さ苗なえ、キリハ、晴はる海み、静しず香か、そして孝太郎の五人。ムードメーカーのゆりかを失った影響は大きく、早苗一人の元気では部屋の空気を変えるまでには至らない。そしてやはり、仲間が半分以上消えてしまったにもかかわらず、手て掛がかりが殆ど無い事も大きく影響していた。

「それと孝太郎、あんたちゃんと寝ねてないでしょ。駄だ目めだよ、そーゆーの」

「………眠ねむろうにも眠れないんだ」

　最初に真希が消えた時から、既に丸三日以上が経過している。その間、孝太郎は殆ど眠っていない。目を閉じても、この事件の事が気になって眠れなかったのだ。また同じ理由から休きゆう憩けいも余り取っていない。そんな状態でずっと捜そう索さくをしているから、体力の消しよう耗もうが続いている。今一〇六号室に居るのも、食事の為ために戻ってきたに過ぎない。孝太郎は大分やつれてきていた。

「じっとしていると頭がおかしくなりそうでさ」

「孝太郎………」

　孝太郎は憔しよう悴すいし切った顔で俯く。今は静香とキリハが朝食を作っているが、それを待っている時間さえ惜おしい。本来なら満席のちゃぶ台には、たった三人しか座っていない。そのスカスカの部屋を眺ながめているしかない事も、孝太郎を苛いら立だたせる原因となっていた。そして内側で膨ふくらむ負の感情を吐はき出す方法もない。残された四人にそれをぶつける事は出来ない。孝太郎の負の感情の出所は、失われた少女達だ。彼女らを大切に思えばこそ出て来た感情なので、それを目の前の少女達にぶつけるのは違ちがう。同じく大切な人達なのだ。それゆえ出口を持たない負の感情はただ心の中で渦うずを巻き、孝太郎自身に向けられる。今の孝太郎は、焦しよう燥そう感かんと無力感とで押おし潰つぶされそうになっていた。

「お待たせ、みんな」

「食事の時間だ」

　台所からお盆ぼんを抱かかえて静香とキリハが戻ってきた。この時二人は笑顔だったが、それが無理して作ったものであるのは誰だれの目にも明らかだった。二人はちゃぶ台へやってくると各人の前に朝食を並べていく。しかし孝太郎はそれをまるで見ていない。視線はちゃぶ台に向けられているが、見ているものは全くの別物。消えていった少女達だった。

　―――あいつらが何をしたって言うんだ………どうして消えなきゃならない………。

　最近の孝太郎にはもう、九人の少女達が大切であるという事を隠そうとする考えはなかった。もちろんそれを表に出すのは恥はずかしい。しかし孝太郎を救う為に命を懸かけてくれた少女達に対して、意地を張って大切ではないと嘘を言う事には強い抵てい抗こうがあった。孝太郎の考え方では、それはもう許されない筈はずだった。

　―――まだあいつらには何もしてやれてないんだ。あいつらはあれだけの事をしてくれたってのに。ようやく俺が、このままでは駄目だと思うようになったってのに！

　だから孝太郎は少しばかり努力してみる事にしたのだ。少女達が示してくれる好意と献けん身しんに対して、無責任にならない範はん囲いで応こたえてみようと。少女達が幸せであるように、行動してみようと。そしてこの毎日が、ずっとずっと続くと信じてみようと。

　―――これからなんだ!!　何もかも、これからなんだ!!　なのにどうして!!　あいつらが一体どんな悪い事をしたって言うんだ!!　世界と俺を救ってくれただけだろうにっ!!

　ガタッ

　孝太郎は席を立った。自分が食事をしたのかどうかさえ分かっていない。ただ胸の中にある想おもいに突つき動うごかされ、じっとしていられなくなったのだ。孝太郎が立ち上がった目的はただ一つ。

「急にどうしたんですか、里見君？」

「みんなを捜さがしに行ってきます」

「だってまだ、幾らも―――」

「十分に休みました」

　心配そうな眼まな差ざしを送る晴海に背を向け、孝太郎は玄げん関かんへ向かった。一刻も早く消えてしまった少女達を見付けたい、その一心だった。そして彼女達を見付ける事が、残った晴海達を守る事に繋つながる。僅わずかな時間も無む駄だには出来なかった。

「早苗、孝太郎と一緒に行ってやってくれないか。身体の事が心配だ」

「うんっ、行ってくるね！」

　キリハに言われた時には、早苗は既に立ち上がりかけていた。言われなくても孝太郎を追っていくつもりだったのだ。立ち上がった早苗は朝食の目玉焼きを強ごう引いんに口の中へ押し込むと、トーストを片手に部屋を飛び出していった。

「早苗ちゃんは強いわね………こういう状況でも、何の迷いも感じられない」

　早苗の背中を見送った静香が苦く笑しよう気味に笑う。静香の心は千々に乱れている。だが走っていった早苗の姿からは迷いは感じられない。それがとても羨うらやましかった。

「何が自分にとって一番大切なのか、早苗はそれを良く分かっている。我々は多分、余計な事を考え過ぎるのだ」

　キリハも同じように笑う。キリハが孝太郎を追えなかったのは、彼女には役目があったからだ。消える時の詳細なデータを取る為の準備をしなければならないから。そしてもう一つ、ある理由があった。

「キリハさん、次はやっぱり………」

　晴海はキリハが早苗に孝太郎を追わせたもう一つの理由に気付いていた。だから彼女は寂さびしそうに早苗が出ていったドアを見つめていた。

「残念ながらそうだ。そしてデータ取りの準備は間に合いそうにない」

「早苗ちゃんが!?　今日なの!?」

　キリハの言葉に、静香が目を見開く。ここでようやく静香も、キリハが何故なぜ早苗を行かせたのかという事に気が付いた。

「消えた者達は一日ごとに消えている。恐らく今日、早苗が消えるだろう」

　キリハは目を伏ふせ、静香の言葉を肯こう定ていした。これまでの経けい緯いを踏ふまえた予想では、早苗は今日消える事になる筈だった。だが消える時のデータを測定する準備は今日中には整いそうになかった。必要な機器の精度が高過ぎて、準備に手間取っていたのだ。だからキリハは早苗を孝太郎と共に行かせた。早苗が消える時、孝太郎が傍にいるように。キリハもまた、早苗が何を一番大切に思っているのかを、良く知っているのだった。










　孝太郎はろくに休みも取らずに捜索を続けているので、目に見えて体調が悪くなっていた。そして早苗の場合は霊れい視しが出来るので、それが誰よりも良く分かる。だから孝太郎に追い付いた早苗が真っ先にやった事は、その小さな手を孝太郎の身体に押し当あてる事だった。

「早苗？」

「ちょっとだけじっとしてて。もっと元気が出るようにするから」

　早苗は殆ど説明をしなかったが、彼かの女じよが霊れい力りよくを流し込んでいる事は孝太郎にも分かったので、好きなようにさせてやる事にした。すると早苗の霊力は孝太郎の身体全体へ広がっていった。

「もー、こんなになるまで無茶してーー」

　全身に行いき渡わたった早苗の霊力は、孝太郎の霊力の乱れた部分を元の状態へ戻もどしていく。体調の悪さは、霊力の流れの乱れに直結する。そしてそれは大まかにだが、逆の意味でも成立する。霊力の流れを正せば、体調が幾いくらか回復するのだ。霊力の流れを正しただけでは根本的な解決にはならないものの、今までよりはずっとましになる筈だった。

「分かってはいるんだが、どうしてもな」

「くっつく方の身にもなってよね、もー」

「面めん目ぼくない」

　早苗は孝太郎にくっついているのが好きなのだが、そうしているとどうしても孝太郎の霊力の状態が問題になる。孝太郎の体調が悪いとそれが早苗にも伝わり、あまり気持ちが良くないのだ。つまり孝太郎が元気である事は、早苗が普ふ段だんの生活をする上で重要な要素なのだった。

「やっぱり、あたし達の事が大事？」

　早苗は他人に霊力を注ぎ込むというかなり高度な事をやっていたが、表面的には暇ひまだった。その暇を利用して、早苗は孝太郎に笑いかけた。

「ああ。こうやってみんなが居なくなると、特にそう思うよ」

　孝太郎と早苗は霊力が接せつ触しよくした状態にあるので、嘘や秘密は全く意味をなさない。この状態では本音が伝わってしまうのだ。だがそうでなくても、今の孝太郎は二人きりの時は早苗にあまり嘘を言わない傾けい向こうにある。早苗の性格と、この日までに積み重ねて来た関係性がそうさせるのだった。

「じゃあ許したげる」

「みんなには秘密だぞ？」

「うん。でも、みんなもう知ってると思うな」

「建前が重要なんだよ」

「ふーん、男の子は面倒だねぇ」

　霊力の流れが正された事や、早苗の霊力が循じゆん環かんし始めた事で、孝太郎の体調は大分回復していた。またそれだけでなく、気分も幾らか前向きになっている。これは早苗の霊力を介かいして元気が伝わって来たのと、彼女と繰り返かえした会話のおかげだ。キリハが期待した通りの結果だった。

「これでよしっ、と」

「ありがとな、早苗」

「ふふふん、早苗ちゃんの有あり難がた味みが分かったか！」

「ああ」

　孝太郎はお礼に早苗の頭を撫なでてやった。すると早苗は嬉うれしそうに目を細める。頭に乗っている手から感じる霊力は、先程までのものよりずっと気持ちがいい。早苗は自分の仕事に満足していた。

「そうだ孝太郎、気になる事があるんだけどさ」

「何だ？」

「以前パパがね、神かみ隠かくしの話をしてくれた事があるんだ。ウチの神社に伝わっている昔話なんだって」

　早苗の実家は、この町に古くからある神社だった。歴史が古いおかげで、神社には多くの昔話が伝わっている。その中に神隠しの話があり、早苗はそれを父親から聞いた事があったのだ。

「神隠しか………」

「パパに話を訊ききに行ってみようよ。もしかしたら何か関係があるかもしれないから」

　当初は早苗自身も関係ないだろうと思っていた。だが状況はますます混乱しており、また手掛かりも見付かっていない。このまま手掛かりなしで歩き回るくらいなら、昔話を訊きに行くのも良いのではないか。雲を掴つかむような話でも、考えるヒントくらいにはなるのではないか―――この時早苗はそんな事を考えていた。

「………よし、行ってみるか」

　少し考えた後、孝太郎は早苗に向かって大きく頷うなずいた。少し前までの孝太郎なら、早苗の言葉には耳を貸さなかったかもしれない。体調は悪く、気持ちも追い詰つめられていたからだ。だが早苗のおかげで幾らか体調と気持ちが上向いていたので、孝太郎は早苗の提案を受け入れる事が出来た。

「今は藁わらにも縋すがる思いだ」

「ナニソレ？」

「どんな小さなヒントも欲ほしいって意味だ」

「そうそう、そういう前向きな考えが大事」

　そんな訳で、孝太郎は早苗の実家、東ひがし本ほん願がん神社へと足を向けた。すると早苗はその背中に飛びつき、いつものようにそこでしっかりと身体を固定する。早苗はいつでも孝太郎にくっついていたいと思っているのだが、この時は自分こそが孝太郎の心を守るのだという気持ちが大きかった。










　孝太郎が東本願神社へやってきたのは初めてではなかった。学校帰りに早苗を送ってきたりしていたからだ。この場所で開かい催さいされたお祭りに来た事もある。おなじみの場所と言って良いだろう。だが神社の裏手に建っている自宅の方へやって来たのは初めてだった。それは古い大きな和風建築で、隅すみ々ずみまで手入れが行き届いていて美しい。もちろんそれを囲む庭や池などにも手入れは行き届いており、全体が調和した見事な造りになっている。そこは明らかに庶しよ民みんが住む家ではない。普段は全く感じさせないが、実は早苗はかなりのお嬢じよう様さまなのだった。

「それで早苗、何処どこへ行けばいいんだ？」

「こっちこっち。社務所の春はるちゃんがパパはお昼で居ないって言ってたから、ウチの食堂に居ると思う」

　派手さはないがかなり豪ごう華かな家なので、二年前の孝太郎であれば気き後おくれしてしまったかもしれない。しかし今の孝太郎には全く気後れした様子はなく、いつも通りの様子で先を行く早苗についていっていた。豪華な建物はフォルトーゼの皇こう宮ぐうで慣れたという事と、ティア達を心配しているせいであまり気にしている余よ裕ゆうがなかったのだ。

「あらどうしたの、早苗。そんなに慌てて」

　孝太郎と早苗を出で迎むかえたのは、早苗の母親である佳か苗なえだった。佳苗は丁度出かけるところだったらしく、上品なスーツに身を包つつみ、手には仕立ての良さそうな革かわ製せいのバッグを抱えている。その姿は明らかに実際の年ねん齢れいよりも若く見え、とても十七歳さいの娘むすめがいるようには見えない。実は佳苗も生まれつき霊力が高く、身体の活性が高いのだった。

「ママ！　パパ知らない？」

「こんにちは、佳苗さん」

「あら里見君、こんにちは。いつも早苗がお世話になっています」

　長い伝統を持つ家の人間に相応ふさわしく、佳苗はゆったりと余裕のある雰ふん囲い気きで丁てい寧ねいに挨あい拶さつをする。かつてはスポーツに全てを懸ける体力至上主義者だったのだが、長い時間が彼女をこの家に相応しい人間に鍛きたえ上あげた。やっていたスポーツが弓きゆう道どうであった事も、その助けになったと言えるだろう。

「いえ、こちらこそ。娘さんにはいつもお世話になっています」

　何度も早苗を家まで送り届けているので、佳苗に会うのは初めてではない。だが孝太郎も礼れい儀ぎには厳しい方なので、佳苗と同じく丁寧な挨拶をした。これまでの経緯により孝太郎の礼儀作法はフォルトーゼ式になっているが、一通り習得すれば態度や姿勢、動作が美しくなるのはどこの国の作法でも同じだ。佳苗はそんな孝太郎の姿を見て、やっぱりしっかりした少年だと好感を抱いだいた。

「ナナちゃんは元気？」

「今丁度本国へ戻っていますから、そのうち佳苗さんに会いに来るのではないかと」

「良い事を聞いたわ。色々用意しなくちゃ」

「もうっ、ママ、そんなのいいから！　パパは!?」

　そして同時にウチの娘は大だい丈じよう夫ぶかしらと心配になる。だが早苗の場合は病気で療りよう養ようしていた期間が長いので、佳苗はそこは放っておく気でいる。ボーイフレンドがしっかりしているから大丈夫だろう―――それが佳苗の結論だった。

「あら、ごめんなさい。早そう太た郎ろうさんならご飯を食べ終わって、書しよ斎さいにいると思うわ。夜から商店街の人達と春の催もよおしの相談があるらしいの」

「ありがと！　行くよ、孝太郎！」

「ああ。お邪じや魔まします」

「はいはい、何やら忙いそがしいわねえ………」

　早苗はドタドタと廊ろう下かを走っていく。孝太郎は早苗が脱ぬぎ散ちらかした靴くつと自分の靴をきちんと並べてからその後を追う。そんな二人の当たり前であるかのような迷いのない行動に、佳苗は目を丸くした。

　―――あの子ってば………里見君を自分の一部か何かだと思っている節があるわね。これはもう、里見君以外では駄目なんじゃ………大事にしなさいよ、早苗………。

　佳苗は早苗を見送りながら、心の中でエールを送る。それは現在早苗と孝太郎が直面している問題とは関係のないものであったが、大きな枠わくで見た場合には、不思議と正しい答えであるのだった。










　東本願早太郎は、娘の早苗と同じく強い霊力を帯びて生まれてきている。だが東本願家に代々伝わっていた霊力を操あやつる技術の伝承は途と絶だえて久しい。早苗は例外で、長い期間に亘わたって幽ゆう霊れいとして暮らしていたおかげで霊力を操れるのだ。それ故ゆえに早太郎はただ霊力が高いだけの人間として存在している。しかしそれでも、初めて向かい合った孝太郎から何かを感じ取っていた。

　―――この少年の向こう側に何かが………これは一体何だ………？　悪いものではないようだが………。強い気？　並外れた強運？　こういう子は確か以前にも………。

　早太郎には霊力を操る技術がないので、それは受動的な感覚で、しかも弱かった。占うらないで言うところの『不思議な相が出ている』という程度のものでしかないだろう。だが心のどこかに引ひっ掛かかるものがある。早太郎にとって、孝太郎は気になる少年だった。

「パパ聞いてるの、パパってば！」

「え？　ああ、ごめんごめん。何の話だったかな？」

　だが愛する娘の怒おこり顔がおを前にすると、早太郎はそれどころではなくなってしまった。入院ばかりだった娘が元気になった今、悪い感じがしない娘の友人の来訪は、単に歓かん迎げいすべき事。娘を怒らせてまで孝太郎に注目し続ける理由はなかった。

「もー！　前に聞かせてくれた神隠しの昔話を教えてって言ってるの！」

　かつて早苗は霊力が二つに分ぶん離りしてしまい、半分が幽霊となり一〇六号室に憑つき、もう半分が身体と共に両親の傍そばにいた。そして両親の傍に居た方の早苗―――いわゆる『早苗さん』の方に、早太郎から神隠しの昔話を聞いた記き憶おくが残っていたのだ。

「神隠しか………どうして急にそんなものを聞きたがるんだ？」

　早太郎にもその記憶は残っていた。なかなかベッドから出られない娘の為に話してやった物語だったからだ。しかし急に友達を連れて聞きに来るにしては奇き妙みようだと言える。早太郎は不思議そうに首を傾かしげた。

「良いから教えてよ！　大事な事なの！」

「大事な事、か………」

　先さき程ほど孝太郎と初めて向かい合った時、早太郎はかつても不思議な相を持った人間と出会った経験がある事を思い出していた。それは十一年前に出会った、ピンク色の装束を身に纏まとい身みの丈たけを超こえるような大きな杖つえを手にした、幼さの残る少女だった。その少女は不思議な技を使い、早太郎と佳苗、そして早苗を救ってくれた。

　―――もしかしたらあの時の少女と同じような………まさかな。だが、よし！

　そしてその少女の事を思い出した事で、早太郎は何も訊かずに娘の望みを叶かなえてやる事に決めた。少年―――孝太郎から何かを感じるといっても気のせいかもしれないし、別に秘密にしなければならないような話でもない。それを娘が必要だというのなら話してやりたいし、またもしかしたら万に一つあの時の少女のように………という思いもあった。

「いいよ、話してあげよう」

「ありがとう、パパ！」

「ただし僕ぼくも爺じいさんから聞いただけだから、多少あやふやな話になるけれど………」

　早太郎は娘に笑いかけながら座ざ布ぶ団とんに座り直した。そして淹いれたばかりのお茶を一口飲んでから話し始めた。かつても娘に話してやった、神隠しにまつわる昔話を。










　早太郎の生家である東本願神社は、最初の建物が造営されてから千年以上の時間が経たっているという。宗教団体としての活動が始まったのはそれよりも更さらに過去へ遡さかのぼるようなのだが、こちらは残念ながら記録が残っていない。神社は長い歴史の上で二度ほど火事に見み舞まわれており、その際に記録が消失してしまっていたのだ。その二度目の火事以降の記録は、戦国時代後期からのものとなっている。その中にしばしば『神隠し』についての記録が残されていた。

　時代背景を考えると『神隠し』の大半が野盗の仕し業わざであると考えるのが自然だろう。戦国時代や江え戸ど時代の初期においては、比ひ較かく的てき治安が良いのは都市部に限られ、街かい道どうや小さな集落では野盗の危険は常にあった。仮に強ごう盗とう殺人が起こったとしても、目もく撃げき者しやと死体が出なければ、当然『神隠し』と捉とらえられる場合が多くなるだろう。しかしそれには当て嵌はまらない記録が複数残されていた。それは『神隠し』から帰って来た者達たちの記録だ。帰って来た者達は口を揃そろえてこう言ったという。吉祥山―――現在は吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうが建っている小さな山の事だ―――にある古い祠ほこらで、女め神がみと出会い、願いを叶えて貰もらった、と。










　早太郎は女神という言葉を口にすると、背後にかかっている古い絵画を指し示した。そこには墨すみの濃のう淡たんだけで女性の姿が描えがかれている。特とく徴ちよう的てきなのは女性の背後にある太陽と虹にじで、墨の黒単色で描かれたとは思えないほど鮮やかに描き出されていた。この絵もまた、古くから東本願家に伝えられてきたものだった。

「この近辺では大昔から太陽を司つかさどる女神様が信しん仰こうされてきた。何なにを隠かくそう、我わが東本願神社もその女神様―――オオヒメ様をお祀まつりしているんだよ」

　この水すい墨ぼく画がの女性は、オオヒメという名の女神を描いたものだった。その名前を聞いた時、孝太郎には一つ思い出した事があった。

　―――オオヒメって、確か埴はに輪わ達たちの宇宙船の名前だよな………って事は、早苗の家は最低でも大地の民たみと交流があったって事になるよな？

　孝太郎達がフォルトーゼでの戦いに利用した、まるで宇宙船のような、埴輪達の強化武装システム。それに与えられていた名前がオオヒメであり、その名は大地の民の神話に出てくる女神から取られたものだった。それと同じ名前の女神で、しかも同じ太陽を司っている事からすると、東本願神社に祀られた女神と、キリハ達が信仰している女神は同一のものである可能性が高い。そうなると最低でも文化の交流があり、場合によってはどこかで血が繋がっている可能性も出てくる。驚おどろきの情報だった。

　―――しかし今は関係ないよな。大事なのは神隠しの方だ………。

　思わぬところから早苗の実家と大地の民の関係が飛び出してきた訳だが、知りたいのはそこではない。孝太郎は驚きと疑問を一いつ旦たん脇わきに置くと、早太郎の話に意識を戻した。

「んじゃパパ、『神隠し』から帰って来た人達は、その女神様に会ったって事？」

「ああ。爺さんが言うには、一緒に『神隠し』に遭あった者達のうち、利己的な願いを言った者は消え、あえて願いを言わなかった者や、多くの人間の幸せを願った者は無事に帰って来たんだって」

　女神は祠を訪おとずれた者の願いを叶える。だが自分の欲望を満たそうとした者は消え、そうしなかった者達は帰って来た。つまり心正しき者は、女神に願いを叶えて貰って幸せになった。そして心卑いやしき者は消え、それが真の『神隠し』となる。オオヒメという女神は心正しき者の願いしか叶えなかったのだ。

「欲張るとダメなんだねー」

「爺さんは、聞く者にそういう教訓を与える為に、創作された説話なんじゃないかって言っていたよ」

「じゃー、ウソなの？」

「嘘うそも色々だよ。何分昔の事だからね、単純な嘘だけでなく、伝言ゲームみたいな勘かん違ちがいも起こる。だから意図しなくても嘘というか、作られた物語のようになってしまう場合もあるんだよ」

　早太郎とその祖父は、伝えられている物語を真実だとは考えていなかった。だが悪意ある嘘というよりは、道徳の教科書に載のせる為に作られた物語のように捉えている。あるいは噂うわさ話ばなしが意図せずにその形へまとまっていったか。どちらにせよ、事実ではない可能性が高いというのが早太郎達の考え方だった。

「神社の跡あと取とりの言葉とは思えませんなぁ」

「厳しいね、早苗。でも僕は神々が存在しないと思っている訳じゃないんだよ。いずこかにおわすだろうと思っている。ただ、この件に関しては創作された教訓話なんじゃないかって気がしているだけさ」

「けーすばいけーす？」

「そうだよ。例を挙げるなら………そうだな、早苗、お前が僕らの所に生まれて来てくれたのは、間ま違ちがいなく神々のお力だよ」

「ないすふぃーりんぐ。あいしんくそーとぅ」

「うぇーい」

　ぽこん

　話を終えると、早太郎は早苗と軽く拳こぶしを合わせた。その時の二人の空気感と笑顔は本当に良く似ていた。だから孝太郎は『早苗ちゃん』の元気で前向きな性格は早太郎譲ゆずりだろうと思った。その考え方からすると、しっかり者の『早苗さん』は佳苗譲りという事になるだろう。そして孝太郎は、それらの事から家族の強い絆きずなを感じ取り、少しだけ羨ましく思った。










　話を聞き終えた孝太郎と早苗は、すぐに東本願家を出た。早太郎の邪魔になるのはもちろんなのだが、聞かれたくない話をする必要もあったから。

「孝太郎、パパの話どう思った？」

「俺おれは親父おやじさんの考え方で合ってるような気がするよ。あれは実際に『神隠し』があったかどうかとは関係なく、教育の為の物語だと思う。心正しく生きろっていう」

　孝太郎は藁をも掴む思いで話を訊きに行った訳なのだが、終わってみれば空から振ぶりだったらしいと感じていた。だが空振りだった事そのものには余り落ち込んでいない。元々それほど可能性が高いとは思っていなかったのだ。孝太郎が落ち込んでいるのは、これまで通りの事が原因だった。

「………そうかなぁ………」

　ここで早苗の声のトーンが僅かに落ちた。その変化を感じ取り、孝太郎は隣となりを歩いている早苗を見る。彼女にしては珍めずらしく、難しい顔で何事かを考え込んでいた。

「何か気になる事があるのか？」

「うん………笑わないで聞いて欲しいんだけど………」

　早苗は大おお真ま面じ目めだった。そして窺うかがうような視線で孝太郎を見る。そんな顔をされては、孝太郎も意地悪をする気にはなれない。だから大きく頷いてやった。

「ああ、約束だ」

「だったら言うけど………最近たまーにね、あたしだけにしか聞こえない声がする時があるの」

「『あたしだけ』って事は、幽霊って事か？」

「んー………そこがよく分かんないんだよね。声が聞こえてる距きよ離りなんだから、幽霊なら姿が見える筈なのにさ、何も見えないの」

「じゃあ誰かが霊波で喋しやべってた、くらいの感じか」

　早苗だけが聞こえる声となると、霊力の波動、つまり霊波を介した会話だと考えるのが妥だ当とうだろう。普ふ通つうの声なら五感に優すぐれるティアが気付いていないとおかしい。加えて孝太郎にも多少霊波の声は聞こえるので、孝太郎には聞こえないが早苗なら聞こえるくらい、相当微び弱じやくな声だと解かい釈しやくできる。弱った霊か、遠くに居る霊、あるいは霊ではなく早苗同様の霊れい能のう力りよく者しやかもしれない。姿が見えない以上、分かるのはこの程度までだった。

「あと、女の人の声だった」

「女の？　知ってる声か？」

「分かんない。知ってるような気もするんだけど………」

　早苗は謎なぞの女性の声に聞き覚えがあるような気がしていた。しかし時間をかけて考えてみても、それらしい人物が思い当たらない。もうちょっとで思い出せそうなのに、薄いヴェールの向こう側に、答えが隠されてしまっているかのような感覚だった。

「あと内容もよく分かんない」

「なんて言ってたんだ？」

「確か………約束の時が来たとか、最大の試練だとか言ってた気がする」

「約束の時………最大の試練………？」

　言葉通りなら、以前から予定されていた大事件が起こる、という意味だろう。だが試練が何を指しているのかは分からないから、話はそこまで。孝太郎としては首を傾げるしかなかった。

「………不思議な話だな」

「でも怖こわい感じじゃなかったんだ。だから、あの声の主がパパの昔話の女神だったりしないかなぁ、って思ったの」

「なるほど、試練を失しつ踪そうだと思ったんだな。………うん、悪くない発想だ」

「でしょ？」

　早苗も当初は孝太郎と同じ考え方だったのだが、父親の話を聞いた後からは自分達に起こっている事こそが『最大の試練』なのではないかと考えるようになっていた。昔話と自分に起こっている事件、そして少女達の失踪をリンクさせて考えているので、多少近視眼的な発想ではあるかもしれない。しかし藁にも縋るような現状においては、今後の方針を考える根こん拠きよとなってくれる。言葉通り、悪くない発想だった。

「ただ、仮にそうだとして、なんで俺おれ達たちなんだ？」

「そっかー、そうだよねー」

　とはいえ問題もあった。少女達の失踪が女神の『神隠し』であると考える場合、女神は何故なぜ少女達を『神隠し』の対象に選んだのかという事が問題になる。また問題は他にもあった。

「それにさっきの話の女神なら、あいつらが帰ってこれない訳ないんじゃないか？」

「あー、絶対すぐ帰ってくるよねー」

　早太郎が語った昔話によれば、利己的な願いを言った者は帰ってこず、多くの幸せを願った者達は帰って来たという。その条件に照らすと、少女達は帰って来ている筈だ。消えたどの少女も、自分の幸せだけを求めるタイプではなかったから。

「ちょっと強引だったかなー」

「かもな。でも悪くない考えだったぞ。今はどんな小さな手掛かりでも欲しい」

「うん………みんなどこ行ったのかなぁ………」

　残念ながら早苗の考えには破は綻たんがあった。しかしそこで考えるのを止やめてしまえば、消えた少女達は見付からなくなる。これに懲こりず、なおも新しい考え方を模も索さくする姿勢が必要だった。だから早苗はよく頑がん張ばったと褒ほめられるべきだろう。

　―――それにしても女神か………なんだろうな、気になる言葉だ………。

　孝太郎が早苗の話を肯こう定てい的てきに捉えた事には、もう一つ理由があった。それは孝太郎自身が、女神という単語に引っ掛かりを覚えていた事だった。

「ね、孝太郎、止まって」

　だがやはり根拠のある話ではない。単に気になるだけであったから、早苗に呼び止められた段階で、孝太郎はその事を考えるのを止めた。

「どうした？」

「よいしょっ、もういいよ」

「………ああ」

　早苗は孝太郎を呼び止めると、その背中によじ登った。消えた少女達の事を思うと、心配だし寂しい。またそれだけでなく、いつ自分が消えるかもしれないという不安と恐きよう怖ふもあった。孝太郎にも早苗の気持ちはよく分かる。だから孝太郎は余計な事は言わず、早苗のやりたいようにさせてやった。直接口に出したりはしなかったが、正直なところ孝太郎もこの状態の方が気分は楽だった。

「次はどこいこっか？」

「まだ行ってない場所で、誘ゆう拐かい犯はんがアジトに使い易やすい場所、かなぁ」

「映画とかだと、そーゆーのって大きい倉庫がいっぱいのトコじゃない？」

「港の倉庫街か………よし、行ってみるか」

　真希を捜している時に行った場所だが、まだ全体を捜し尽つくした訳では無い。孝太郎は早苗を背せ負おったまま海の方へ足を向けた。公共交通機関は使わない。今歩いている道の周辺も捜そう索さくの対象なのだ。孝太郎は長い距離を歩く事になるが、早苗は孝太郎に霊力を供給しつつ自分の身体を霊能力で持ち上げて体重を打ち消しているので、孝太郎の負担は殆ほとんど無い。孝太郎はしっかりとした足取りで街道を進んでいった。

「ねー、孝太郎」

　しばらく時間が流れ、孝太郎達が海沿いの道へ入った頃ころ。早苗は手足に力を入れ、孝太郎に身体を密着させた。すると孝太郎の背中に、早苗の心臓が脈打つ微かすかな音が伝わってくるようになった。

「なんだ？」

「やっぱり、なんでもない」
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「なんでもなくはないだろ」

「………」

「言っても良いんだぞ」

「うん………」

　孝太郎には早苗が何を言いたいのか、大まかには分かっていた。早苗の行動を見れば自然と分かってくるのだ。だがそれでも、言葉にした方が良い事もある。今の早苗がまさにそうだった。

「あのね？　その………怖くない？　急に消えちゃうの」

「怖いな」

「孝太郎でも怖いの？」

「そりゃそうだ。訳も分からず人が消えていく。みんなの記憶からも。しかも次は俺かもしれないんだ。怖くないって言ったら嘘だろう」

　キリハは孝太郎と出会った順の逆に消えていっていると推理した。だが単に偶ぐう然ぜんそうなっている場合も十分に考えられる。その場合、次が誰だれなのかと推理しても意味がない。たった今、孝太郎が消えてなくなる可能性も十分にあった。

「じゃあ………あたしが怖いって言っても怒らない？」

　早苗は軽く身を乗り出だすようにして孝太郎と顔を見合わせる。すると孝太郎は早苗に大きく頷いてやった。

「ああ」

　孝太郎が頷くのを確かく認にんした早苗は安あん堵どの息を吐はき出した。しかしそれでもかなり遠えん慮りよがちに、早苗は孝太郎の耳元で囁ささやいた。

「………凄すごく怖い」

「それで良いんだ。さっきも言ったが、俺だって怖いんだ」

　孝太郎は早苗の頭に手を伸のばし、何度か撫でてやった。怒る必要などない。誰だって怖くて当たり前なのだから。すると早苗は小さく苦笑した。

「それもそうなんだけど………あたしが一番怖いのは、最後の一人になる事なんだ」

「早苗………」

「………みんなが居なくなって、一〇六号室にあたしだけになってさ………みんなが帰ってくるのを一人でずっと待ってるの、すっごくヤなんだ………」

　早苗が恐おそれていた事は、孝太郎が考えていた事よりも、もう一歩奥おくの方にあった。早苗が恐れていたのは、二年前の自分に戻る事。一人ぼっちで大切な人が帰ってくるのを待ち続ける事だった。

「だからさ、孝太郎。もしあんたが消える時は、ちゃんとあたしも連れてってね？」

　それ故に早苗は願うのだ。孝太郎が消える時に一いつ緒しよに連れて行って欲しいと。早苗も消える事は恐ろしいが、二年前の自分に戻るよりはましだと思っている。早苗は孤こ独どくが何よりも恐ろしいのだった。

「そんなの駄だ目めだ」

「どうせあたしじゃどうにもならないだろうし、あんたと一緒が良いな。消えるのはヤだけど、一人だけになって悲しむのはもっとヤなんだもん」

「早苗………」

　孝太郎が母親を失った時の、心と身体の一部が無む理り矢や理り引き千切られるかのような、あの感覚。最後の一人になった者は、恐らくあれと同じものを味わう事になるだろう。それぐらいなら、一緒に消えてしまいたい。そんな早苗の気持ちは、孝太郎にも痛いほどよく分かった。

「………やり方は分からんが、そうなるように努力しよう」

「約束だよ？」

「ああ」

　孝太郎も最後の一人になる事が恐ろしくて仕方がなかった。だから早苗に駄目だとは言えなかった。もし孝太郎自身が最後に残された時、一人きりで生きていく勇気は無かったから。

「えへへ、ずっと孝太郎と一緒だ。えへへへ」

　孝太郎の答えを聞くと、早苗は完全に力を抜ぬいて孝太郎にぐったりと身体を預けた。この時早苗は、本当に嬉しそうに笑っていた。

「馬ば鹿か者もの、二人とも無事なまま、消えたみんなを見付けられるように頑張るんだよ。今の話はあくまで最悪の場合の話だ」

「そうなんだけどさ、最悪でも孝太郎と一緒なら怖くないもん」

「だからって手を抜くんじゃないぞ」

「当たり前だよ、そんなの。愛する早苗ちゃんをむじょーけんに信用しなさい」

「お前は当たり前が出来たためしがないだろ。勉強とか」

「ウッ、そ、それでも信じるのが愛なの！」

「都合の良い愛だなぁ、オイ………」

「いいの！　愛が全すべてなの！」

　自分が消え、忘れられてしまうのは怖い。しかしどんな怖い事でも、孝太郎が一緒なら怖くはない。早苗が一番怖いのは孤独に戻もどる事。その最後の一線を最愛の人が守ってくれるというのなら、早苗はもう何も怖くなかった。頑張って消えた仲間達を見付けて、元の暮らしへ戻ろう、今はその事に集中出来るようになっていた。

「よぉしっ、早苗ちゃんスーパーウルトラグレートハイパー霊れい力りよく感知マックス―――」

　そして気合が入った早苗が、消えた仲間達を捜さがそうとかつてない程ほどに霊力を高めた、その瞬しゆん間かんだった。早苗の身体が紫むらさき色いろの光に包まれた。

「―――あれ、これって」

「早苗っ!?」

「負けるぅぅぅっ、もぉんかああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　自分が消えそうになっている―――それをいち早く察した早苗は、高まっていた霊力をそのまま転用して紫色の光を跳はね除よけようとした。

　―――駄目だよ！　置いてけないっ！　孝太郎を置いてっちゃいけない!!

　孝太郎との約束は一方的なものではない。早苗もまた孝太郎を置いていくつもりはなかった。だから霊力を高め、紫色の光に抵てい抗こうしようとした。それでまずは時間を稼かせぎ、次の手を打つつもりだった。

「えっ!?　な、なんでっ!?」

　だがここで驚くべき事が起こった。早苗が高めた筈はずの霊力は何処どこかへ消えてしまい、代わりに紫色の光が急激に強まっていく。これではまるで紫色の光が早苗の霊力であるかのようだった。

「この光、あたしの中から出て来てる!?　そ、そっか、そういう事だったの!?」

　早苗が紫色の光の出所に気付いたその時、光は早苗の全身を覆おおい尽くした。すると光は早苗の考えが間違っていなかった事を彼かの女じよに教えてくれた。またそれと一緒に、この事件の全ぜん貌ぼうも。

「孝太郎っ、あたし達すっごい勘違いしてた!!」

　早苗は一いつ旦たん孝太郎から離はなれると、慌あわてた様子で孝太郎に訴うつたえた。既すでに早苗の身体は薄うすれ始めている。だが他の少女達と違ちがっていたのは、早苗が霊力を操れる事だった。だから早苗は霊れい波はの声で孝太郎に話しかける事が出来る。おかげで他の少女達よりも少しだけ多くの時間が残されていた。

『神隠しにあったのは真希やメガネっ子達じゃないんだよ！』

「なんだってっ!?」

『神隠しにあったのはあんたなの！』

　早苗は大きな身み振ぶり手て振ぶりで必死に訴え、分かった事を孝太郎に伝えようとした。しかしそれでも、全てを伝えるには至らなかった。

『だか………これは誰………の攻こう撃げきじゃない！　あたし達………んたの―――』

　身体だけでなく、早苗の霊力自体が紫色の光の中に消えていこうとしていた。おかげで声が薄れてしまい、もはや複雑な話を伝えられるレベルではなかった。限界はもうすぐそこ。だから早苗はここで伝えるものを変えた。それこそが全てであり、そして解決方法であると信じたから。

『………こう………ろ………す………き………』

「うわああぁぁあぁぁっ、早苗ぇえぇぇぇぇぇっ!!」

　今まさに消えんとしていた早苗が、最後の最後に伝えようとしたもの。それは今日までの毎日で少しずつ拾い集めた、早苗の素す直なおな気持ちだった。
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　孝こう太た郎ろうは、早さ苗なえが消えた後の事を覚えていなかった。早苗が消えた後に何をしたのか、何処へ行ったのか、何も思い出せない。それぐらい早苗が消しよう滅めつした事のショックが大きかったのだ。気が付いた時、孝太郎は見慣れた天てん井じようを見つめていた。少し変色して茶色がかった板張りの天井。そこから吊つり下さげられた蛍けい光こう灯とうの照明。それはころな荘そう一〇六号室の天井だった。視線を動かすと、壁かべにかかった時計の針が十二時半を指しているのが見える。早苗が消えてから、既に十数時間が経過していた。

「おはよう、里さと見み君。目が覚めたのね」

　次に孝太郎の視界に入って来たのは微笑ほほえむ静しず香かだった。静香は普ふ段だん着ぎの上からエプロンを着け、手には布ふ巾きんを持っている。彼女は台所で家事をしていたのだが、孝太郎が目覚めた事に気付いて様子を見にやって来たのだ。その顔を見た瞬間、孝太郎は大きく息を吐き出した。

「むっ、女の子の顔を見た途と端たんに溜ため息いきをつくのは感心しませんなぁ」

　静香は孝太郎の反応に軽く頬ほおを膨ふくらませながら、枕まくら元もとに腰こしを下ろした。そして優やさしさと不満を半分ずつ宿した瞳ひとみで孝太郎を見つめた。

「………よかった、まだいてくれましたね、大家さん」

　静香は孝太郎が大きく息を吐き出した事を良い方には取らなかったのだが、実態はその真逆で、孝太郎は静香の顔を見て大きく安堵していたのだ。

「えっ？　どういう事？」

　静香の頬から空気が抜ける。それを見た孝太郎は自じ嘲ちよう気味に力なく笑った。

「正直に言うと………眠ねむって目覚めたら誰も居なくなっていたらって、それが怖くて仕方なかったんです」

　真ま希きから始まり、クラン、ティア、ルース、ゆりか、そして早苗。消えた少女は既に六人に及およぶ。もし眠っている間に、残りの三人が居なくなっていたら―――それは孝太郎にとってとても恐ろしい事だった。早くに母親を亡なくし、父との葛かつ藤とうを経験したからこそ、孤独が怖いと言った早苗の言葉は、孝太郎にとっても真実だった。

「………それでずっと眠れなかったのね」

　だから孝太郎は不ふ眠みん不ふ休きゆうに近い状態で消えた少女達を捜し続けた。眠ってしまうのが恐ろしかったから、捜し続けて早さつ急きゆうに解決するしかなかったのだ。疲ひ労ろうが限界を迎むかえる、その時まで。そして早苗が消えた時が、疲労のピークだった。だからようやく孝太郎は眠る事が出来たのだった。

「情けないでしょう？」

　孝太郎は力なく笑い続ける。既に頭では分かっていた、少女達の重要性。そんな彼かの女じよ達が消えていく事で、それを嫌という程思い知らされた。眠る事が出来ず、休もうという発想さえ出なくなるくらいに。自分の生活がどれだけ少女達に支えられていたのか、今の孝太郎にはそれが頭ではなく、心ではっきりと感じ取れるようになっていた。

「それが人間よ、里見君。あなたは伝説の英えい雄ゆうかもしれないけど、普通の人間なのよ」

　静香は孝太郎の本音を情けないとは思わなかった。静香自身も両親を亡くしている。孝太郎の思いは静香の思いでもあるのだ。実際、静香もあまり眠れていなかった。

「それに………そうじゃないと、私達は寂さびしいわ。里見君が私達を必要としてくれていないなんて………」

　もしこの状じよう況きようでも孝太郎が全く辛つらそうな素そ振ぶりを見せていなかったら、それは自分達の存在が孝太郎にとって軽いものである証明となってしまうだろう。だから静香は孝太郎が辛そうにしている事を批判しようとは思わない。それは自分達の事をもっと軽く見て欲ほしいと、訴えるに等しいから。

　―――ありがとう、大家さん………。俺もしっかりしなきゃ！

　しかし静香がそれを許してくれるからこそ、孝太郎は弱い自分を晒さらし続ける事を良い事だとは思わない。一方的に支え続けて貰う事は、孝太郎の本意ではないのだ。自身も怖いだろうに懸けん命めいに笑いかけてくれている静香の為ためにも、孝太郎は気合を入れ直す。幸い眠れた事もあって、この試みは上手うまくいってくれた。

「そうだ、キリハさんと桜さくら庭ば先せん輩ぱいは？」

　静香が『私達』という表現を使った事で、孝太郎は残る二人の事を思い出した。二人がまだ健在なのか、それは孝太郎にとって非常に重大な問題だった。

「大だい丈じよう夫ぶよ、まだ二人は消えたりしてないわ。キリハさんの装置が届いたから、埴はに輪わちゃん達と一緒に組み立てている筈よ」

　静香は小さく微笑むと、自身のスマートフォンを操作してキリハを呼び出した。そして通話モードを切きり替かえてスピーカーとマイクの感度を上げ、一つのスマートフォンで孝太郎と静香の両方がキリハと話が出来るようにした。

『どうした静香』

　スマートフォンのスピーカーからはキリハの落ち着いた声が聞こえてくる。電話用の音声を大きくしたものなので多少雑音が混じっていたが、彼女の声を聞けた事で孝太郎は大きく安堵した。

「里見君が起きたの。だからそっちの声を聞かせてあげようと思って。ほら、里見君」

「キリハさん」

『元気がないな、孝太郎。大丈夫なのか？』

「起きてすぐなんだ」

『それなら仕方が無いな』

　孝太郎には、キリハの声の調子が普ふ段だんと変わらないように感じられた。だが、彼女の場合はそれだけでは安心出来ない。クラノ＝キリハという少女は、本当に良く出来た少女であったから。

「そっちはどうなんだ？」

『観測機器の組み立てを始めたところだ』

「訊ききたいのはそういう事じゃない」

『………大丈夫だ、泣なき崩くずれている余よ裕ゆうはない』

　キリハは少女達の中で一番精神年ねん齢れいが高く、自分の感情を抑おさえ込む事にも長たけている。平静に見えても、安心は出来なかった。

「あんまり我が慢まんしすぎるなよ？」

『そう思うなら、後で胸を貸してくれ』

「それぐらいなら構わんぞ」

『期待したリアクションとは違うのだが』

「こんな時だ、冗じよう談だんめかしても無む駄だだぞ」

『ふふふ………では素直に胸を借りるとしよう』

　結局キリハは遠回しにショックが大きい事を認めた。孝太郎の考えでは、一番危あやういのはキリハだ。キリハは誰にも弱音を吐かずに我慢してしまう。しかも多くの場合はそれで大丈夫だったりするので、本当に駄目な時が分かり難にくい。今回は恐らく本当に駄目な時の筈なので、孝太郎は注意が必要だった。

『そろそろ晴はる海みに代わる』

『晴海です。里見君、大丈夫ですか？』

　話が一段落したので、キリハは晴海と交代した。晴海はキリハの後ろで自分の番が来るのを黙だまって待っていたので、この時の彼女の声は普段よりも少し勢いがあった。

「さっきも言いましたけれど、単に起きてすぐなんで元気はありません」

『それを差し引いたら、元気ですか？』

　先さき程ほど孝太郎がキリハを心配していたのと全く同じ事について、晴海は孝太郎を心配していた。我慢してしまうのは孝太郎も同じなのだ。

「大家さんが気を遣つかってくれたので大丈夫です」

「桜庭先輩、里見君の事は心配しないで下さい。こっちで何とかしますから」

『お願いね、笠かさ置ぎさん』

「はい」

　本当は晴海が自分で孝太郎の世話を焼きたいであろう事は明らかだ。だがキリハの手伝いは晴海がしなければならない。晴海は魔ま法ほうが使えるので、キリハの観測の手伝いが出来る。静香の中のアルゥナイアは戦せん闘とうに特化した魔ま力りよくの使い手なので、観測の手伝いには向いておらず、この配置は必然だった。晴海は静香に託たくすしかなかったのだ。だから静香はこの時、晴海達の為にも自分がしっかり役目を果たそうと心に決めた。

「桜庭先輩は身体の調子はどうですか？」

『大丈夫です。元気になってきたところですし』

「油断しちゃ駄目ですよ。そういう時が危ないんですから」

『はい。気を付けます』

　シグナルティンの契けい約やくが書かき換かえられた事で、晴海の健康問題は大きく改善していた。しかし目的の為なら際限なく無む茶ちやをするのが晴海、そしてアライアの気質だ。キリハとはまた別の意味で、孝太郎は彼女の事が心配だった。

「飯を食ったら、そっちへ行きますから」

『はい、お待ちしています』

『焦あせらずゆっくり来ていいぞ。機器の設置で力が要いるから、ちゃんと食事をして元気を付けて来てくれ』

「了りよう解かいだ。じゃあな」

　とりあえず二人の無事は確認出来たが、やはり直接顔を見ない事には落ち着かない。声を聞いた事で、孝太郎が二人に会いたいという気持ちは、むしろ強まっていた。










　孝太郎の朝食は静香が作った。メニューはビーフシチューとサラダ、軽く焼いたロールパンと、あまり朝食向きのメニューではない。だが既に時刻は昼を回っていたから、別段問題にはならなかった。

「絶対昨日食べた方が美味おいしかったと思うわよ」

　このビーフシチューは静香が昨夜の夕食の為に用意したものだった。だが昨日の孝太郎は食事どころではなく、また沢たく山さん食べる早苗が消えた事もあって、それなりの量が残っていた。そんな訳で孝太郎の朝食、そして静香の昼食として再登場となったのだった。

「味が染しみてて美味しいですけど」

「私はじゃがいもが煮に崩くずれるのが許せないのよ」

　ビーフシチューもカレー同様に二日目以降の方が美味しかったりするのだが、お料理研究会に所属している静香は見た目にもこだわるタイプなので、孝太郎には昨日の時点で食べて欲しかった。今のビーフシチューは何度か温め直したせいでじゃがいもの形が崩れかけており、見た目の美しさが若じやつ干かん損そこなわれていた。

「煮崩れないように途と中ちゆうで取り出して別にしておいたりした努力が水の泡あわよ」

「その努力が分かるメンバーは少な………」

「………そうね………」

　不意に会話が途と切ぎれ、二人の間に流れる空気が重くなる。残っている顔かお触ぶれは孝太郎と静香と晴海、キリハの四人。この四人は全員、じゃがいもが煮崩れていない事に気付くタイプだ。早苗を始めとする煮崩れに気付かないタイプは、既に全員消えていなくなってしまっていた。

「………早苗にも食わせてやりたかったな………大好きだったもんな………」

　孝太郎の視線がすぐ隣にある空っぽの座ざ布ぶ団とんに注がれる。ビーフシチューは、つい昨日消えたばかりの早苗の大好物だ。早苗はにんじんが大だい嫌きらいなので最初に全て取り除いて孝太郎やゆりかの器うつわに移す必要があるのだが、その手間を差し引いてもビーフシチューが大好きだった。そしてにんじんを移す兼かね合あいで、ビーフシチューの時は早苗は必ず孝太郎の隣に座すわる。今は空っぽの、隣の座布団に。

『にんじん自分で食えよ。バランスが悪い食生活だと早死にするぞ』

『あたしは死んでも幽ゆう霊れいになるだけだからいいの。孝太郎が長生きしてくれれば』

『お前そういう霊能力を前提とした投なげ遣やりな人生は良くないぞ』

『食べ物でも何でも、物に執しゆう着ちやくした人生は貧しいってパパが言ってた』

『それはそういう意味じゃない！』

　孝太郎は隣の座布団を見ているだけで、そこに座る早苗の姿が目に浮うかぶ。そしてだからこそ、実際には彼女がそこに居ない事が間違っていると感じられる。もちろんそれは早苗に限った話ではない。本当なら十人の人間が、食しよく卓たくを囲んでいる筈だったから。

「………いつの間にか、あれが当たり前になっていたんだな………」

　当初は邪じや魔まで仕方がなかった、侵しん略りやく者しやの少女達たち。それが今になると、居なくなった事に違い和わ感かんを覚える。孝太郎はいつの間にか、今日までの日々が、明日以降も続くと思うようになっていたのだ。

「二年前に里見君と出会った時には、こんな風になるだなんて思ってもみなかったわ」

　静香も同じだった。孝太郎と初めて出で逢あった時には、幽霊の噂うわさに負けずに、長く住んでくれれば良いなぐらいに思っていた。当然幽霊―――早苗には迷めい惑わくだな、ぐらいの感情しか持っていなかった。なのに今はその逆。居なくなった早苗に帰って来て欲しいと思っている。他の少女達についても、大おお騒さわぎするわ、窓ガラスが割れるわ、部屋が火事になりそうになるわと、最初は最悪の印象だった。だが今はそれぐらいで帰って来てくれるなら、是ぜ非ひそうして欲しいと思うようになっていた。

「俺は………もっとこう、淡たん々たんと高校生活を送るもんだと」

「私もよ。だからみんながいなくなって、強く感じるの。ああ、私の二年間は幸せだったんだなって」

　もし少女達が一〇六号室を侵略しなければ、当然彼女らとの深い繋つながりは生まれなかった。また孝太郎と静香の関係も、クラスメイトで大家、という枠わくの中に納まったままだっただろう。それは向かい合っていると気持ちが安らぐ人達が存在しなくなるという事。その場合は、静香は今も一人きりで寂しい高校生活を送っていた筈。だからこそ、分かるのだ。多くの大切な人々を得た事で、静香は幸せだったのだと。

「………みんなには言えませんけど、俺もです」

「何で言えないのよぉ、もぉ………」

「そこは男としての諸事情と言いますか」

「仕方のない人ねぇ………ふふふ、私達じゃなきゃ、愛あい想そつかされてるわよ？」

「自覚はあります」

　孝太郎も静香と同じ事を感じていた。年とし頃ごろの少年としての立場があるのではっきりと表明する事は出来ないものの、彼女達の存在が自分の高校生活を明るく楽しいものにしてくれている事はもはや疑いようがない。居なくなっていい筈はないし、絶対に取とり戻さなければならない人々だった。










　食事が済むと、静香は孝太郎を連れて地下へと降りて行った。一〇六号室の畳をひっくり返すと、そこにはぽっかりと穴が空いている。それは埴はに輪わ達たちが掘ほった通路で、その先にはキリハ用の地下室がある。二人はその地下室に用があった。そこでキリハ達が失踪を観測する為の装置を準備していたのだ。
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「初めの頃はね、この通路や地下室にも腹が立って仕方がなかったわ」

「気持ちは分かります。お父さんやお母さんの形見に穴が空いた訳ですからね」

「でもね、最近は特に何も思わないの。お役所にバレたらまずいわね、ぐらいかしら」

「建物を建てる時の何かの書類に違い反はんしてそうですね」

「建物の床ゆか面めん積せきが大きくなってるから、間ま違ちがいなく怒られるわよ」

「それを我慢したくなるぐらい、キリハさん達の事が大事なんですね」

「うん。キリハさん達が遊びに来てくれるなら、これぐらい大目に見るわ。ちゃんと上にあるころな荘に配はい慮りよして穴を掘ったみたいだし」

　孝太郎と静香の声が通路に反はん響きようしていた。キリハの地下室へ続く通路には、それなりの長さがある。また通路の天井はコンクリートの柱で支えられ、壁は同じくコンクリートで覆われている。後付けで地下室をころな荘のすぐ下に造れば基き礎そ工事の部分に悪あく影えい響きようがあるし、騒そう音おんなどの問題も出る。だからキリハは通路を延ばして影えい響きようが少ない場所に地下室を造った。二人はその通路を並んで歩いていた。

「だから今は父さんと母さんには感謝しているの。一〇六号室………というか、ころな荘があったから、里見君やみんなに逢あえたんだもの」

　かつての静香は形見に地下道を掘られた事に腹を立てていたが、今では形見のおかげでキリハ達に逢えたと考えている。もちろん孝太郎や、他の少女達に対しても。大切な人達に逢えた事に比べれば、ちょっとぐらい建物に傷が付いたり地下道が出来るぐらいどうという事もなかった。

「それなら俺おれは大家さんにも感謝しないと」

「あら、どうして？」

「大家さんがころな荘を大切にしてきたからこそ、ここで大家さんやみんなに逢えたんですから」

「さとみくん………」

　両親を亡くした静香が、ころな荘を相続してから既に数年が経過している。その間も静香がころな荘を大切に守って来たから、孝太郎も入居しようと考えた。綺き麗れいなアパートだったからこそ、幽霊くらいは目を瞑つぶろうと考える事も出来たのだ。そうでなければ他の物件に決めていただろう。静香とその両親の双そう方ほうが、ころな荘を大切にしてきた結果として今がある。だから孝太郎は、静香にも感謝をするべきだと思うのだった。

　―――ああ、やっぱりこの人が………里見君が私の特別な人なんだな………。

　孝太郎の言葉を聞いた事で、静香は自分の胸の奥が温かくなるのを感じていた。静香はこれまで、自分の事を比ひ較かく的てき現実的な考えの女の子だと思ってきた。しかしここ最近は不思議と非現実的な考えに傾けい倒とうし始めていた。

　自分達は運命に導かれ、出逢うべくして出逢った。静香は今、そう思っている。怖こわい事も悲しい事も沢山あったけれど、嬉うれしい事や楽しい事はその何十倍、何百倍とあった。その全てが今この瞬間の為にあった―――静香にはそんな風に思えてならなかった。

　そして静香はこれからもこの場所で、この世界で、孝太郎や他の少女達と生きていきたいと思っている。それは他人にとってはどうという事のない普ふ通つうの毎日かもしれないが、自分達にとっては特別な毎日だ。そんなありふれた特別な毎日を、共に生きていきたいと願っているのだった。

「ねぇ、里見君」

「はい？」

「私はあなたが帰ってくる場所を守るわ。これまでみたいに、これからもずっと」

　それこそが静香が辿たどり着ついた答えだった。答えは至ってシンプルで、しかも最初から目の前にあった。だがそういうものほど見えにくいものだ。だから結論に至るまでに、多くの遠回りを必要としてしまった。

「あなたは普通の男の子よ。たとえ宇宙に住む全ての人間が、あなたを伝説の英雄と呼ぼうとも。だから私が守るの。あなたが帰ってくる場所を………」

　しかし静香はもう迷わない。静香が望むのは平へい凡ぼんな世界。伝説の英雄が帰ってきたくなるような、そこへ帰ればごく普通の男の子に戻れるような、そんなちっぽけで穏おだやかな世界だ。静香は一〇六号室を、ころな荘を、この町を、あるいは孝太郎の世界と言うべきものを、守ろうと決めたのだった。

「大家さんは………」

　孝太郎は何かを言おうと思った。だが上手く言葉にならない。孝太郎が伝えようとした事が一つではないからだろう。その全てを一度に伝えられる言葉がなかったのだ。むしろ行動で伝える方が簡単だったかもしれない。彼女を引き寄せて、思いきり抱だき締しめてやれば、伝えたい事を勘かん違ちがいなしで完全に伝える事が出来ただろう。

「よーし、着いたわ！」

　しかし孝太郎が考え込んでいる間に、二人は地下道の終わりまで辿り着いてしまった。そこには金属製のしっかりとしたドアがはめ込まれている。キリハの地下室だった。

　コンコン、ガチャッ

　静香はドアを開けると、軽い足取りで中へ入っていく。既に何度か来た事があるので、その様子に迷いはなかった。

「桜庭先輩、キリハさん、里見君連れてきましたよ！」

「里見君、もう少し寝ねていても良かったのに」

「だが良いところに来てくれた。少しばかり力仕事が必要になってな」

「ほら、なにボーッとしてるの！　いこっ、里見君！」

「ああ、うん………」

　そして静香は自分を見つめたまま立たち尽くしている孝太郎の右手を両手で掴つかむと、キリハと晴海が待つ部屋の中へ引き入れた。既に少女達の多くが姿を消してしまっている。それでも残された少女達が集まる場所こそが孝太郎の帰るべき場所。静香は分かっている。それが全てであるのだと。自分がそれを守るのだと。

「笠置さんっ、それっ！」

「カラマッ、コラマッ、観測機を強制起動！　間に合ってくれっ！」

「えっ………」

　それ故ゆえに、始まってしまった。突とつ然ぜん、静香の周囲を黒い光が取り巻いた。黒い光という言葉は矛む盾じゆんして聞こえるだろうが、それに包まれた静香は、闇やみに包まれた時とは違って姿が見えなくなったりはしていない。むしろその存在をくっきりと浮かび上あがらせ、そしてその黒い光のせいで孝太郎や周囲の物体の背後に影かげが出来ていた。文字通りの意味で、それは黒い光であった。

「どうして!?　まだ駄目よ！　私は里見君の世界を守らなきゃいけないのに!!」

　もちろん静香は大きく戸と惑まどっていた。自分の真の願いを明確に意識し、目標を定めた直後であったから。だが、それは一いつ瞬しゆんの事だった。

　―――嘘うそっ、そういう事だったの!?　私の役目は私達の世界を守る事!!　そうよ、最初からそうだったのよ!!　そしてそれが答え!!

　黒い光は静香に事実を伝えた。おかげで静香の戸惑いは消え去り、現在の状況をはっきりと認にん識しきする事が出来た。静香は確信した。自分が自力でこの結論に辿り着いたからこそ、光は現れたのだと。

『電磁波、重力波、共に増大！　ものすごいエネルギーだホー！』

『霊子力、魔力、共に針が振ふり切れたホー！』

「おかしい！　これだけのエネルギーが集中して、我々に悪影響がないとは！」

　キリハは静香以上に戸惑っていた。部屋に設置された観測機器が吐き出す各種のデータは、静香を強力なエネルギーが取り巻いている事を示していた。しかしそれだけのエネルギーが集中しているにもかかわらず、周囲に悪影響が出ていない。熱が発生したり、空間が歪ゆがんだりしてもおかしくない規模だというのに。唯ゆい一いつ、静香を取り巻く黒い光だけが、エネルギーの存在を示していた。

　―――しかしこれで痕こん跡せきが無い理由が分かった！　最初から周囲に何の影響も与あたえていなかったのだ！

　痕跡が残るという事は、つまり人間一人が消えていくプロセスの中で、周囲に何らかの影響を与えたという事。しかし静香は光っている以外、周囲に対して全く影響を与えていない。最初から何も影響を与えていないのだから、痕跡など残ろう筈もなかったのだ。

「里見君っ、シグナルティンを！」

「そうかっ、あの剣けんなら!!」

　代々フォルトーゼ皇家に伝わる、神しん託たくの宝ほう剣けんシグナルティン。その特とく殊しゆな能力の一つに魔力を無効化するというものがある。光と共に魔力が高まっているなら、シグナルティンで無効化すれば静香の消滅を防げるのではないか。晴海と孝太郎はそこに気付いた。

「こいっ、シグナルティン!!」

　孝太郎は腕うでを前に突つき出し、手を広げた。するとその先に切っ先を上に向けたシグナルティンが、白い光と共に出現する。通常は宇宙戦せん艦かんの『青あお騎き士し』に保管されているこの剣は、時空を超こえて孝太郎の元へやってくる力を持っていた。

「里見君、おかしいわ！　シグナルティンが働かない！」

　孝太郎が剣を手にした直後、晴海が悲鳴にも似た声を上げた。彼女が予想していなかった異常な事態が進行しつつあったのだ。

「なんですって!?」

「魔力がコントロール出来ないの!!　これはどういう事なの!?」

　晴海は思わず唇くちびるを噛かむようにして表情を歪めた。シグナルティンはこの場所に出現した瞬間から、ただの剣に成り下がっていた。しかし剣の魔力が消えたという訳では無い。晴海の額に刻まれている紋もん章しようはなおも健在で、剣との繋がり、孝太郎との繋がりは依い然ぜんとして感じられる。しかし今までと同様に剣をコントロールしようとしても、シグナルティンは言う事を聞いてくれない。まるで晴海を無視しているかのようだった。

「桜庭先輩が剣を操あやつれないだなんて、そんな事が有り得るのか!?」

　孝太郎は沈ちん黙もくしたシグナルティンを見つめる。これまで晴海とシグナルティンの繋がりは強固だった。まるで自分の身体の一部であるかのように、晴海には自在にその力を操る事が出来た。それは契約が書き換えられた後も同じだった。それだけに孝太郎にもこの状況は信じられなかった。

「………仕方ないのよ、里見君」

　混乱する孝太郎達たちに、静香は労わる様な視線を向けた。静香はもう、自身が消えてしまうのだという現実を受け入れていた。そして実際にその身体は実体を失い、黒い光の中へ消えていこうとしていた。

「大家さん！　しかし！」

「私は消えるべくして消えるの。何者にもその運命は変えられない」

「そんな！　嘘だ！」

　だが孝太郎はそうではない。静香が消えてしまうなど、受け入れられる筈もない。孝太郎は咄とつ嗟さに左手を静香に向かって伸のばす。彼女を繋ぎ止とめんが為に。

「あの小さな世界を守る事こそが、私の役目だった。その為に私は存在していたの。そして里見君、私達はあの場所で出会う事が出来て幸せだったのよ。それが全て。それを絶対に忘れないで―――」

　静香は孝太郎が伸ばした手に自身の頬を寄せる。既に実体を殆ほとんど失っていた静香には、孝太郎の手のぬくもりは伝わらない。だがそれでも十分に伝わってくる。孝太郎がどれだけ自分を大切にしてくれているのか。そしてこの時、どれだけ苦しんでいるのか。そんな孝太郎だからこそ、静香は信じられるのだ。孝太郎ならきっと、奇き跡せきを起こしてくれるだろうと。










　地下室に備え付けられた観測機器は、静香が消えるその瞬間までは高い霊力や魔力を検知していた。だが彼女の消滅と同時に、全すべての数値が一気にゼロへと変わった。残存する魔力も歪んだ空間も検知されない。不自然なぐらいに完全なゼロだった。

『………何でここまでキレイにゼロになるんだホ？　こんなの有り得ないホー！』

『これじゃ完全に神かみ隠かくしだホー！』

　この結果は完全に予想外だった。機器の準備が完全には整っていなかったとはいえ、全く何も観測出来ないとはキリハも考えていなかった。これまでは感知出来なかった、微び小しような痕跡が観測される可能性が高いと思っていたのだ。これでは埴輪達の言う通り、神隠しとしか言いようがなかった。

「………こんな………俺は………また何も出来なかったのか………」

　孝太郎はその場に座り込んでいた。静香が消えた瞬間に、身体から力が抜ぬけてしまっていた。そして抜けた力の何倍もの苦しみが襲おそい掛かってくる。他の少女達と同じく、静香の存在も孝太郎の心に深く結びついている。それが失われた事で孝太郎の心は激しく締め付けられていた。そこに繰くり返かえされた喪失と、少女達を見付けられずにいる焦しよう燥そう感かんが拍はく車しやをかける。しかも残された二人、キリハと晴海を守る為の手て掛がかりさえないのだ。このままでは二人とも消える。あるいはその前に孝太郎が消えるのかもしれない。いや、順序などもはや関係ないのかもしれない。残された孝太郎達三人の運命は、もはや風前の灯ともし火びとなっていた。

　ガッ

　孝太郎の拳こぶしが床ゆかに叩たたき付つけられた。キリハの地下室はコンクリートで固められたしっかりとした造りなので、拳は床に跳はね返され皮ひ膚ふが裂さけ僅わずかに出血した。しかしこの時の激痛でさえ、孝太郎の心に蔓まん延えんする苦しみを忘れさせるには足りなかった。だから孝太郎は再び拳を振り上げる―――その時の事だった。

「………どうせならその拳は我に振り下おろして欲しい。そうすれば、幾いくらか我の気持ちが和やわらぐかもしれない」

　キリハが孝太郎の目の前に正座していた。彼女が座っているのは、今まさに孝太郎が拳を振り下ろそうとした場所。彼女はそこで軽く目を細め、自嘲気味に笑っていた。

　キリハが孝太郎の自傷行こう為いを止めたかったのは間違いないだろう。だがキリハも孝太郎同様に耐たえ難がたい心の痛みを味わっていたから、仮に止められなくても拳に身を晒せばお互いの為になるだろう、彼かの女じよはそんな少し悲しい事を考えていた。

「俺には………君を殴なぐれそうにない」

　孝太郎には苛いら立だち紛まぎれにキリハを傷付ける事など出来はしなかった。キリハはかつて、孝太郎の弱さを知り、受け入れてくれた少女なのだ。その彼女を殴るぐらいなら、孝太郎は苦痛に身を晒す事を選ぶ。振り上げた拳は、ゆっくりと下ろされた。

「どうやらお互たがいに耐えるしかないようだ」

「………ああ」

　キリハは下りていく拳を目で追いながら、もう一度自嘲気味に笑う。キリハとしては殴って貰もらった方が良かった。自分に厳しい彼女であるから、事件を解決出来ずにいる自分には罰ばつが必要だと思うから。それに孝太郎の苦痛の一部を受け持つという意味でも、この行為には意味があった。しかし結局はそうはならなかった。孝太郎もキリハも、一人で耐えるしかないのだった。

「違ちがいますよ、二人とも」

　だが晴海は二人とは少しだけ違った意見を持っていた。彼女は孝太郎とキリハに近付くと、二人の首に腕を回してそっと引き寄せた。

「三人で支え合うんです」

「桜庭先輩………」

　一人で耐える必要などない。辛い気持ちを持ち寄って、お互いに支え合う。心の重荷が変わる訳では無いが、傍そばに人のぬくもりがある事には大きな意味がある。それがきっと、両足で立ち上がる力をくれる筈はずだった。

　―――これが晴海の力。そしてアライア皇女の、二千年分の想おもいの力………こういう時には敵かなわないな………。

　孝太郎は単純に晴海の言葉から元気を貰ったのだが、キリハの場合はそれだけではなかった。この状況においても周囲を思おもい遣れる晴海の―――そして彼女と一つになったアライアの―――強さを目まの当あたりにし、自身の弱さを認めずにはいられなかった。

「それと………これからはなるべく三人一いつ緒しよに行動しましょう。一人きりの時に消えてしまうのは、誰だれにとっても良い事ではない筈です」

　三人一緒では捜そう索さくの効率が悪いように見えるが、実はそうではない。静香が消える時の観測データからすると、徒歩で歩き回って消えた少女達を見付けるのは現実的ではないのだ。少女達が消えた時と同じレベルで隠かくされていれば、見付けられない可能性が極きわめて高くなる。そうなると未設置だった観測機器をきちんと全て設置し、再度の観測に挑いどむ方が合理的だと言える。つまり三人一緒に作業をすべきなのだった。

　しかしこれはあくまで建前だ。本当は心細いし、恐おそろしいからだ。特に大切な人が、知らないうちに消えている事が。流石さすがの晴海でも、こればかりはどうしようもなかった。










　静香が消えた時、観測機器は全てが設置されていたという訳では無かった。時間的に間に合わなかったので、一部が設置されないまま強制的にシステムを立ち上げて彼女が消えていく様子を記録したのだ。結果は芳かんばしくなかった訳だが、全ての機器が設置されていなかった上に、静香が消えた時の位置も想定していた範はん囲いではなかったので、観測の精度には疑ぎ問もん符ふが残る。また科学的な分ぶん析せきには複数回の観測が不可欠だ。全てを設置した上で再度の観測が必要だった。

「キリハさん、赤の太い線を繋いだぞ」

「ありがとう。カラマ、コラマ、頼たのむ」

『物理接続を確かく認にんしたホー！』

『システムをリンクするホー！』

　設置が遅おくれていた機器は、基本的に移動に力が要る大きく重いものだった。地下室担当がキリハと晴海だったので、自然とそうした動かすのが難しいものが残ってしまっていたのだ。孝太郎の場合は霊れい能のう力りよくの助けもあり、動かせないものは殆ど無い。機器の設置作業は急ピッチで進んでいた。

「皆みなさん、そろそろご飯にしませんか？」

　晴海も当初は作業の手伝いをしていたのだが、少し前から地下室の台所で食事の準備にあたっていた。それが今、出来上がったところだった。

「もうそんな時間か………キリハさん」

「うむ、先へ行っていてくれ。少し私用の通信がある」

「………ああ、分かった」

　この状況で私用の通信となれば、可能性はかなり絞しぼられる。キリハの事情を察した孝太郎は、特に何も言わずに台所へ向かった。それを見送ったキリハは元から部屋に設置されていた大型のコンピューターを操作して通信用のアプリケーションを起動、ある人物を呼び出した。

「族長」

『おう、キリハか』

　通信の相手はキリハの実の父親、大地の民たみの族長を務めるクラノ＝ダイハだった。ダイハは大おお真ま面じ目めで厳しい表情をしていたのだが、通信の相手が娘むすめのキリハである事に気付くと表情を和らげた。族長の顔から、娘を甘あまやかしたい父親の顔へ。初めて見る者なら驚おどろくようなダイナミックな変化だった。

「お元気そうで何よりです」

『正直、あまり元気ではないな。お前が大地の民が抱かかえていた最大の謎なぞを解いてしまったおかげで、こっちは大騒ぎだ。休む間もない』

　大地の民の謎、それは何処どこから来たのか、というものだった。伝承だけではいまいちはっきりとしなかったその謎は、キリハとその仲間達の冒ぼう険けんによって解かれた。孝太郎によってフォルトーゼから追放されたマクスファーンの錬れん金きん術じゆつ師し団が、大地の民の祖先。それが判明した時から、大地の民では大論争が巻き起こった。真の祖国であるフォルトーゼへ移住しよう、何言ってんだ移住ならこれまで通り地上だろ、ちょっと待った急に決めるのは拙せつ速そくだ―――大地の民は大まかにこの三つの考え方に分かれて意見を戦わせていた。どの意見も間違っていないので早々に決着させるのは難しく、族長のダイハの舵かじ取とりは困難を極め、この日も朝から三者の話し合いの調整に走り回っていた。

「指導者としては喜ばしい事では？」

『それが救いだな。大変ではあるが、この問題の解決は長く誇ほこれよう』

「期待しております」

　キリハは笑う。ダイハは大変そうではあったが、追おい詰つめられているような雰ふん囲い気きはない。キリハが大好きないつもの父親の姿がそこにあった。

『期待と言えば………汝なんじの方はどうなのだ？』

　ダイハも笑う。その笑え顔がおは昔からキリハと遊んでやる時にしばしば見せていた子供のような顔だった。キリハはその顔を見て、ダイハは自分をからかおうとしているのだろうと感じた。

「どう、とは？」

『隠すな隠すな、お前の男の事だ』

　ダイハはキリハの事を目の中に入れても痛くないくらいに可愛かわいがっているので、普通なら交際相手の登場など許せないところだ。だがキリハから相手の人物像やこれまでの経けい緯いを聞かされ、しかもその人物が大地の民を救った事などから、ダイハは例外的にキリハの交際を応おう援えんするようになっていた。

「後一歩というところまで来ているかと思います」

『………そろそろ名前を考え始めた方が良いな』

「名前？　何のですか？」

『孫の名前に決まっておろうが！　女であればあいつの名前を貰えば良いが、問題は男の場合だ！　勇ましくも指導者に相応ふさわしい、高貴な名前が必要だ！』

　交際相手に問題が無いのなら、娘が可愛いという感情はそのまま孫が可愛いという感情にシフトしていく。それは現段階ではさっさと結けつ婚こんしろという気持ちになる。期待に満ち満ちた視線が画面の向こう側からキリハに送られていた。

「相手側の意見も取り入れる必要がありますので、決定は尚しよう早そうかと」

『それを忘れて楽しむのが良いのではないか』

「分かっておられるのならそのまま続けて下さい」

『汝はだんだんあいつに似て来たな。厳しい所なんかが特にそっくりだ』

「喜ばしい事です」

『まったく………ところで、何か用事があったのではないのか？』

　娘の顔が見られて少し興奮気味だったダイハは、ここで少し冷静になり、キリハが直接連れん絡らくしてきたのは何か用事があっての事ではないかと考えた。この親子はお互いに忙いそがしい身なのだ。

「いえ、こちらの用事はあらかた済みました。そちらの様子を知りたかったので」

『ふむ………そうだな、娘と呑のん気きに語らっている余よ裕ゆうはある状じよう況きようだ』

「安心しました」

　族長を務めている事もあって、ダイハも頭の回転は速い方だ。キリハの少ない言葉で彼女の意図を読み取った。フォルトーゼからの移民の提案を受け、大地の民の混乱はどの程度なのか―――キリハはそれを知りたかった。だが幸い、ダイハには笑って話すだけの余裕がある。キリハとしても一安心で、ダイハ同様に笑顔を作った。

『お前は大事無いか？』

「はい。族ちょ―――いえ、父さまと呑気に語らっている余裕はあります」

　対するキリハは、笑顔のままダイハに嘘をついた。本当は大事の真っ最中だった。仲間達が次々と消え、いずれはキリハも消えてしまう。その前に事件を解決したいが、残念ながら上手うまくいっていない。しかしキリハはそれをダイハには言えなかった。高い確率でダイハに悲しみを与える事になるからだ。いずれキリハが消えた事実も忘れていくなら、わざわざ教えて悲しませる意味はなかった。

『余裕があるなら、早く孫をだな』

「不幸な結婚がお望みなら強行しますが」

『それはまずい。あいつに怒られる』

　それからキリハはしばらくダイハと他た愛あいのない会話を続けた。だが実は、それこそがキリハの望みだった。キリハはただ、父親の顔が見たかったのだ。そして父親に自分を見て欲ほしかったのだ。キリハが消えてしまう前に。もう二度と、会う事は出来ないかもしれないのだから。










　キリハが通信していたのは十分程ほどのごく短い時間だった。やはりお互いに忙しい身なのだ。それが上手く働いたのか、キリハが地下室の台所へやって来ると、丁度食事の準備が整ったところだった。

「丁度いい所へ来たようだ」

「座って下さい、キリハさん」

　直前まで味み噌そ汁しるをよそうのに使っていたおたまを手に、晴海が笑顔で出で迎むかえる。キリハは軽く頷うなずきながら、晴海が指し示した席に腰こしを下ろした。その隣となりには孝太郎の姿がある。孝太郎はキリハが座るのを待って口を開いた。

「………もっと話をしていても良かったのに」

「父さまも忙しい身だ。娘をかまってばかりもいられない」

「それもそうか」

　孝太郎はキリハの話を盗ぬすみ聞ぎきした訳では無かったが、その相手が父親であろう事は想像がついていた。たった一人の肉親の声を聞き、顔が見たいという思いは孝太郎にもよく分かる。次が自分だと分かっていれば、自分もそうしただろうと思うからだ。そう、キリハは次が自分だと確信しているのだった。

「………キリハさんには後で御ご褒ほう美びが必要だな」

「汝にしては気が利きいているな」

「俺も多少は成長したぞ」

「そうだな………期待しておこう」

　次は自分が消えると分かっていながら、冷静さを保ち、観測装置の設置を主導しているというのは中々出来る事ではない。自分が消えるのと引き換かえに、何とか情報を残そうと必死なのだ。消えた少女達を救いだせる保証などない。そもそも手掛かりさえない。だがキリハの必死な想いを分かっていると伝えたい。孝太郎も必死だった。

「さ、食べましょうか」

　そこへキッチンユニットの方から晴海が戻もどってきた。彼女は二人と向かい合うように座る。この場所に置かれているテーブルは円形のものなので、等とう間かん隔かくで座るとお互いの顔が見やすかった。

「それにしても思ったよりちゃんとした夕食が出てきましたね」

　孝太郎の前に並んでいるのはごはんに味噌汁、肉じゃがに冷ややっこと、典型的な日本の夕食だった。この状況でこのメニューが出てくるあたりに、晴海の食へのこだわりと強い意志が感じられた。

「こういう時だからこそ、いつも通りにしたいんです。私は認めませんから」

　仲間達は消えたが、絶対に取り返す。このまま終わっていくなど認められない。だから焦あせらず、いつも通りの暮らしをするべきだ―――それが晴海の考えだった。

「同感だ。ちゃんと食べねば、出来る事も出来なくなる。身体が資本だ」

「そうだな。では早さつ速そく、いただきます」

「いただきます」

「はい、召めし上がれ」

　晴海の前向きな考えは他の二人にも好ましいものだった。また必死に笑顔を浮かべてくれている晴海の頑がん張ばりを無にしたくもない。だから孝太郎もキリハも可能な限り明るい表情を作り、晴海の作った夕食を食べ始めた。

「あれ、これって………桜庭先せん輩ぱい、上手く煮にましたね、この肉じゃが」

「分かりますか？」

「はい。美味おいしいのに形が綺麗だなって」

「じゃがいもとたまねぎは調理に必要な時間が違う。だが両方とも軟やわらかくなって味が染しみているというのに、全く煮に崩くずれていない。かなりの工く夫ふうがある筈だ」

「ふふふ、昨日のビーフシチューの真ま似ねをして、頑張ってみました」

　本当は三人共限界が近い。状況は笑顔どころではないのだ。しかしもしここで誰かの表情が崩くずれたら、きっと全員がそうなってしまうだろう。それが分かるから、みんなの為ためにも笑顔でいよう、三人はその一心だった。それが晴海が言った、三人で支え合うという事。三人はお互いの存在で、自分達の折れそうな心を支え合っていた。

「どうやったんですか？」

「煮てる途と中ちゆうで鍋なべを二つに分けました」

「それで双方の時間に合わせて煮た後、元に戻した訳か」

「はい。上手くいって良かったです」

「実際の味はもちろんですけど、見た目からして美味しそうですね」

　三人の会話は特定の内容を避さけて進んでいる為、夕食そのものの話題に偏かたよりがちだ。油断するとつい口に出してしまうのだ。消えてしまった、仲間達の事を。三人が地下室で食事を取るのも同じだ。一〇六号室には想い出でが多過ぎる。三人だけで笑顔を保つには辛つらい場所だった。

「あっ………」

　笑顔の晴海の頬ほおを、一粒つぶの涙なみだが零こぼれ落おちていく。晴海は泣いてしまわないように、極力仲間達たちの事は考えないようにしていた。しかし晴海は二人から『美味しい』と言って貰えた瞬しゆん間かんに、他の少女達の事を思い出してしまった。目を輝かがやかせて食べる早苗。おかわりを差し出だすゆりか。調理方法を訊たずねてくる静香。初めて見る料理を恐る恐る食べるティア。レシピを知りたがるルース。真希は普通の女の子にはこのレベルの技術が必要なのかと心配し。クランは味覚センサーで味のデータを取っていた。そんな彼かの女じよ達たちの姿が今はどこにもない。だから晴海は涙を堪こらえきれなかった。

「桜庭先輩………」

「ご、ごめんなさいっ、ちょっと目にゴミが入っちゃって！」

　晴海は大おお慌あわてで涙を拭ぬぐうと、笑顔を取り繕つくろう。だがそれが誤ご魔ま化かしである事はキリハだけでなく、孝太郎にも分かっていた。

「あんまりゴシゴシ擦こすらない方が良いですよ」

「どれ、目を見てやろう」

　しかし二人はそれに気付かなかった振りをした。そうしないと二人の笑顔まで崩れてしまいそうだったから。二人は晴海に笑いかける。先程晴海にそうして貰ったように、今は二人が彼女を支える番だった。










　三人が眠ねむる場所は必然的に地下室になった。観測機器の観測範囲の真ん中で眠っていれば、眠っていてもデータが取れるからだ。孝太郎は一〇六号室から運んできた布ふ団とんをそこへ敷しいていく。力仕事はやはり孝太郎の仕事だった。それが済むと孝太郎は少女達と入いれ替かわりで風ふ呂ろへ向かったのだが、帰って来てみると部屋の雰囲気が少し変わっている事に気が付いた。

「キリハさん、何でこうなってるんだ？」

　孝太郎は観測範囲を広く使って、布団同士の距きよ離りを放して敷いた。あまり近いと隣の人間の寝ね返がえりで目が覚めてしまう事もあるだろうし、孝太郎の寝ね相ぞうの問題もあった。だが風呂から上がって部屋へ戻ってみると、何故なぜか布団がぴったりとくっついていた。まるで一つの大きな布団のようだった。

「理由はない。単なる我らの希望だ」

「なるべく気配の感じられる距離が良いかなって………」

「俺の寝相の悪さは先輩も知ってるでしょう？」

「その事を差し引いても、そうしたいなって」

「それに今いま更さら汝なんじの寝相に巻き込まれて怒るような我らではないぞ」

「そういう事なら………」

　いいように言い包くるめられた気がしなくもなかったが、確かに晴海とキリハの言い分は孝太郎にも良く分かった。突然消えてしまう恐きよう怖ふがあるから、常に気配を、存在を感じていたいという気持ちは孝太郎にもある。大きく反対する気持ちは起こらなかった。

「俺は何処どこに寝れば良いんだ？」

「真ん中だ」

「端はしの方が良くないか？　二人とも被ひ害がいに遭あうぞ？」

「里見君は真ん中です。それがいいんです」

「………はい」

　意図はよく分からなかったが、孝太郎は素す直なおに二人の言葉に従って真ん中の布団で横になった。心身共に疲つかれているのだが、眠くはない。気になる事が多過ぎた。だが横になって目を瞑つぶっているだけでも大分違うだろう。明日の為にも、そうしておくべきだった。

「では我らも」

「そうしましょう」

　孝太郎に続き、二人も自分の布団で横になる。だが孝太郎とは違って、二人はすぐに目を閉じたりはしなかった。

「失礼するぞ」

「おじゃまします」

「ん？　………って、おわあっ!?」

　二人が何かごそごそとしている気配を感じ、孝太郎は目を開けた。するとその目に思いもよらない光景が飛び込んで来た。

「これでよし、と」

「やっぱり、こうするのが一番安心しますね」

「うむ」

　晴海とキリハは左右から孝太郎に抱き着くようにして横になっていた。そして彼女らの手が、孝太郎の胸の上で組み合わされている。結局、布団は中央の一つしか使われていなかった。

「これは一体………？」

「済まない。非常識なのは分かっているのだが………」

「こうしていないと、その………眠るどころでは………ごめんなさい、里見君」

「ええと………」

　当初は驚いた孝太郎だったが、すぐにこれは拒きよ絶ぜつ出来ない事に気が付いた。孝太郎とは違って霊れい力りよくを感じ取れない二人だから、他人の気配は至近距離でないと感じ取れない。二人にはこうするしかなかったのだ。

「………さっさと寝よう、二人とも」

　この状況で彼女らにだけ我が慢まんしろとは言えない。孝太郎は早々に白旗を揚あげ、再び目を閉じた。

「ありがとう、里見孝太郎」

「良かった………ごめんなさい、里見君………」

　キリハと晴海が互いの手を握にぎり合いながら、孝太郎に身体を寄せる。これは今の二人にとって一番安心出来る形だった。だからこそ孝太郎の寝相には目を瞑る。孝太郎に捕つかまってしまうのは、この状況においてはむしろ望ましい事だったから。

「カラマ、コラマ、後は頼む」

『姐あねさん、絶対に異常は見み逃のがさないホー』

『でも、出来れば異常は起きて欲しくないホー』

　二体の埴はに輪わはこれから朝まで見張りを担当する。異常があればすぐに観測機器を使ってデータを取得するのだ。そうする為に昼間ずっと寝ていたので、夜中になっても埴輪達は体力十分だった。

「信しん頼らいしている。おやすみ、二人とも」

『はいだホー』

『お休みだホー、姉あね御ご………』

　だが埴輪達の声にはいつもの元気がなかった。主人達が眠ろうとしていたので声を小さくするのは当たり前なのだが、理由はそれだけではなかった。埴輪達は知っているのだ。次に消えるのが、キリハである事を。キリハが推論を立てる上で詳しよう細さいな計算や検けん索さくが必要であったので、埴輪達はその手伝いをした。だからキリハの結論も知っていた。埴輪達にはキリハが今どんな気持ちでいるのかが痛いほど分かる。埴輪達は自分達が涙を流せない事が、これほど辛かった事はなかった。










　キリハが今のキリハになったのは、十一年前に悪の魔ま法ほう少女―――真ま耶やに誘ゆう拐かいされた事件と、その前後に起こった出来事に起因している。その中心に居るのは、少し惚とぼけた顔をした一人の少年だ。その少年との出会いと別れがキリハの心に愛を詰め込み、今の彼女の人格の礎いしずえを築いたのだった。

「………そのあなたと、今は共に生きている………」

　時刻は朝の六時を回ったところ。習慣通りの時間に目覚めたキリハは、まず真っ先に他の二人の無事を確認した。幸い二人とも消えたりはしておらず、彼女はホッと胸を撫なで下ろした。

「………こんなに、こんなに素す晴ばらしい事はない………キィは………幸せです………」

　それからキリハは少しだけ身体を起こし、傍かたわらで眠る孝太郎を見下ろした。そうしているとまるでキスでもしようとしているかのようで、あまりの近さに孝太郎の寝ね息いきがキリハの前まえ髪がみを揺ゆらした。孝太郎は無防備だった。キリハが本当にキスをしようと思えば、簡単に出来るだろう。しかしキリハはそうしない。心の伴ともなわない行為に、キリハは価値を見み出いだしていない。人形にキスをしたい訳ではないのだ。唇の向こう側に、最愛の人の気持ちを感じたい。簡単に言うと真ま面じ目めだからなのだが、友人のティアの考え方だとロマンを求めているという事になるだろう。

「………ずっと、眺めていたいけど………おそらく、残り時間は殆ど………」

　キリハの頬を涙が一筋流れていく。これまでの事からすると、少女達は孝太郎と出で逢あった逆の順に消えていく。例外は同時に消えたティアとルースだが、二人は同時に孝太郎と出逢ったから、一緒に消えたのだろうと思われた。この場合、次に消えるのはキリハである可能性が高い。キリハが孝太郎と出逢ったのは十一年前で、晴海は二千年前だからだ。そして一度誰かが消えると、次に誰かが消えるのは翌日になる。静香が消えてから既すでに日が変わっており、時間にして十七時間余りが経過。これらの事を総合すると、キリハに残された時間はそう多くはない筈だった。

「………この時が無限に続いてくれれば………どんなに………」

　キリハは涙を拭う時間さえ惜おしんで、孝太郎の顔を見つめていた。その顔を心にはっきりと刻み込みたい、その一心だった。キリハは自分が消える事に関しては、受け入れたつもりでいた。自分が消える時のデータがあれば、孝太郎はこの事件の真相に辿たどり着つけるかもしれないからだ。それが消えた仲間達の為であるとすれば、選せん択たくの余地などなかった。だがいざその時が近付いてくると、受け入れたつもりの事が心を掻かき乱みだし始める。手に入れた幸せがどれだけ大きかったのか、それが今になって圧あつ倒とう的てきな存在感を伴ってキリハに迫せまってくる。自分はこれから、この幸せを失う。取とり戻せる保証はない。それは凄すさまじい恐怖だ。魂たましいが端から少しずつ削けずり取られるような、そんな絶望的な恐怖だった。見苦しくあがいてでも、この幸せにしがみつきたいと思ってしまう程に。

「………こんなに弱くなってしまった………キィは再会するまでの不確かな十年を耐えたというのに………今は、一いつ瞬しゆんでも離はなれたくないだなんて………」

　キリハの涙が孝太郎の頬に零れ落ちる。幼い頃ころのキリハは、想い出の人との再会を疑っていなかった。大人になって、素す敵てきな女性になって、その人を支えて共に生きるのだと確信していたのだ。しかし今のキリハにはそれが出来ない。事件は孝太郎達が解決してくれると信じているのに、近付く別れが恐ろしくてならない。この二年程の間に手に入れた幸せが大き過ぎたのだ。一瞬でも手放す事には耐えられないと、思えてしまう程に。

「………泣いてるのか、キィちゃん………」

　そんな時だった。キリハの頭の上に、孝太郎の大きな手が乗った。キリハはもう子供ではなかったから、キリハの頭の大きさは孝太郎の手に余る。だがそこから伝わってくるものは十一年前と同じだった。

「………また悪い奴やつが来たのか？　大だい丈じよう夫ぶだ………俺おれが何とかしてやる………」

「うん………信じてる………」

　寝ね惚ぼけている孝太郎は、目の前で泣いているキリハを十一年前の彼女と勘かん違ちがいしていた。しかしキリハはそれで構わなかった。でないと彼女も思い切った事が出来そうになかったから。

「………でもね、信じてるけど、怖こわいんだ………」

　キリハは孝太郎に覆おおいかぶさるように抱だき着いた。この時、キリハの身体はぶるぶると震ふるえていた。すると孝太郎は一瞬の躊ちゆう躇ちよもなくキリハの事を抱き返した。両りよう腕うででしっかりと。キリハの身体の震えを、抑おさえ込まんとするかのように。

「………怖くて良いんだぞ………今度は俺の番だから………」

「えっ？」

「………君は俺の弱さを受け入れてくれた………今度は俺がそうする番だ………」

「………おにいちゃん………うん、へへへっ………おねがいします………」

　いつの間にか、キリハの身体の震えは止まっていた。怖いのは今も変わらない。けれど怖がる自分を、弱い自分を、受け入れてくれる人がいる。それが嬉うれしかった。その感情が少しだけ怖さを和らげてくれていた。だからこそキリハは思う。やはり自分にはこの人しかいないのだ、と。










　孝太郎が目覚めた時、目の前には黒い塊かたまりがあった。それがキリハの頭なのだと理解するのに大分時間がかかった。そして自分の両腕が、彼女をしっかりと抱き締しめている事も。状況を理解した孝太郎は、自然と自分が寝ねている間にやらかしたのだろうと考えた。

「起きてるか、キリハさん」

「………ん？　目が覚めたようだな、孝太郎」

　キリハは顔を上げ、孝太郎に笑いかける。孝太郎はこの時、彼女の手に古ぼけたカードが握られている事に気が付いた。年月の経過で輝きを失ってしまった、ヒーローのトレーディングカード。キリハの宝物だった。

「まだ大事にしてくれてるんだな」

　懐なつかしくなり、孝太郎も笑顔になった。目覚めたばかりだったのも良かったのだろう。この時だけは辛い状況を忘れていた。

「これを見ていると勇気が湧わいてくる。どんなに困難な事でも、絶対に出来るのだと」

「そういう事を真顔で言われると、どう反応したらいいやら」

「遠回りに言うのは止よそう。………愛している」

「こ、こら」

「ふふふ………」

　このカードはキリハが幼い頃に孝太郎から貰った大切なもので、それ以来お守りにしてきた。だからカードには二人が真の意味で再会するまでの、十一年分の彼女の想いが蓄ちく積せきされている。それはひたすら真しん摯しに想い続けた、形を持った愛情だ。それをじっと見つめているという事は、想いの再確認に他ほかならない。しかし目を覚ました本物が目の前にいる状態で、カードを見ている意味はないだろう。キリハはカードを胸むな元もとにしまうと、両腕でしっかりと孝太郎に抱き着いた。

「孝太郎は我の首くび飾かざりを眺めてくれたりはしないのか？」

「男はそういうものを持ち歩かないんだよ」

「知っている。想い出の品が沢たく山さん詰つまった、あの引き出しの中だ」

　キリハの言葉や行動は、いつになく積極性があった。だが不思議と孝太郎が困ってしまうような事はしない。抱き着くにしても胸元であったり、からかうにしても女性的な魅み力りよくを用いない。孝太郎はそれが不思議で、胸元にあるキリハの顔をじっと見つめていた。

「持ち歩くと落としそうで危ないんだよ」

「ふふふ、それなら仕方がない。許そう」
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「ちなみに………時々は見る」

「そうしてくれると嬉しい」

　やがて孝太郎は気付いた。キリハの笑顔の向こう側に、別の感情が存在している事に。楽しげな瞳ひとみの奥おくに、必死な想いが隠れている事に。

　―――そうか………次は………。

　それに気付いた孝太郎は思わず両腕に力が入った。するとキリハの身体が幾いくらか上にずれ、二人は間近で向かい合うようになった。上から見下ろすキリハ。下から見上げる孝太郎。それはまるで恋こい人びと同士のような距離感だった。

「おや、珍めずらしい事もあるものだ」

「ちょっと若者らしい下心が出た」

「嬉しい事を言ってくれる」

　ちゅっ

　キリハは優やさしげに目を細め、孝太郎の額に口付ける。彼女には分かっていた。言葉とは裏腹に、孝太郎のこの行こう為いには、ひとかけらも下心が混じっていないという事が。年とし頃ごろの女性としてはそれが少し寂さびしくはある。しかし女性かどうかとは関係なく、ただ純じゆん粋すいに存在を求められているという事が嬉しかった。

　―――考えてみれば、あの日のキィは、この感覚を求めていた………。そしてそれからの十年も………。

　キリハはこの時、自分が真に満たされていると感じていた。孝太郎に救われた日、傷付いた孝太郎を救うと決めた。支え合って共に幸せになると誓ちかった。そこには男女間の感情はなく、ただ純粋に孝太郎という人間を求めていた。二年前に再び出逢ってからは、そこに男女間の感情が加わったが、キリハが真に求めていたのはこういう気持ちのやり取りだったのだ。

　―――ただ………これからはそれだけではないぞ、里見孝太郎。ここにはキィだけでなく、キリハもいる。キィは好こう奇き心しんに満みち溢あふれ、キリハは年頃の女の子なのだからな。ふふふ………。

　真に求める人間への感情と、女性としての感情が一いつ致ちするのは幸福な事だ。自分の選択を愚ぐ直ちよくに信じていられるから。残念ながらキリハにはもう、時間は残されていない。それでも胸を張って言えるだろう。自分はこの人の為に存在しているのだ、と。

「………なんだか楽しそうですね、お二人とも」

「おはよう、晴海」

「起きてたんですか、桜庭先輩」

「耳元であれだけ楽しそうにされたら流石さすがに起きます」

「拗すねているのか、晴海」

「違ちがいま―――キリハさんっ!!」

　晴海の可愛らしい抗こう議ぎは、途中で悲鳴に代わった。終わりは突とつ然ぜんやってきた。キリハが膨ふくれっ面つらをしている晴海に笑いかけた時、彼かの女じよの豊かな胸の辺りに緑色の光が現れた。その光は大きく強くなり、胸から身体全体へと広がっていった。

「カラマ、コラマ！」

『システムは安定動作中だホー！』

『三十秒前からの観測データを保存、解かい析せきを始めるホー！』

　静香の時とは違い、今回の準備は万ばん全ぜんだった。観測機器は昨夜から起動状態にあり、常に観測データを出力し続けていた。埴輪達はキリハが光り始める三十秒前からのデータを記録装置に保存、並行して解析を始めた。

　―――やはりこの方向で正しかったか！　予測は完全ではないが、それでも観測データが得られればあるいは！

　緑色の光に包まれた時、キリハは自分の予測が大おお枠わくで間ま違ちがっていなかった事を悟さとった。光の向こう側から伝わってくるのだ。この事件を起こした者の心の内が。キリハにはこの時に知った情報の全すべてを伝えるだけの時間的な余裕はない。しかし彼女には知性という大きな武器があった。

「孝太郎、汝の想おもい出の品の引き出しだ！　そこにある封ふう筒とうの九番を開けるのだ！」

　少女達は消える時に何かを伝えようとしていたがその時間が足りなかった―――その事を踏ふまえ、キリハは自分が消える時に備えて、現在の状況と今後の事について予測を立てた。予測は全部で九つ。自分が消える時に、そのうちのどれに近いかを伝えれば、より多くの情報を残す事が出来るという寸法だった。

　九つの予測は別々の封筒に納められ、孝太郎の想い出の品が入れてある引き出しにしまわれた。その九番目、最後に立てた予測が、キリハが光の向こう側から感じ取った真実に最も近い。完全ではないが、キリハが消える時のデータさえ得られれば、大分解決に近付く事が出来る筈はずだった。

「キリハさんっ!!　くそっ、また俺は!!」

「悲しむ事はない、孝太郎。この事件を解決するには、どうしても必要な事なのだ。後は汝らに任せる」

　キリハは消える。それはもう避けられない。全ては孝太郎と晴海に託たくされた。キリハに出来る事はもう何も残されていなかった。

「キリハさんっ、私達二人で一体どうすれば!?」

「大丈夫だ晴海。運命は汝らの味方だ。だが、それでも―――」

　孝太郎も晴海も、三人のうちの誰だれかが消える事は覚かく悟ごしていた。また、そうでなければ事件が進展しないだろうという事も。それでも実際に消えるとなれば取り乱しもする。孝太郎にとっても晴海にとっても、キリハは大切な人であったから。

「―――済まない孝太郎、あの約束を破る事になってしまって」

　キリハには一つだけ心残りがあった。それはずっと前に孝太郎と交かわした約束。結果的にその約束を破ってしまう事が、悲しくて仕方がなかった。それは心の底からの、本気の約束であったから。

「済まない、汝を置いて行く事になってしまって」

「そんな事は良いんだっ！　しばらく姿が見えなくなるぐらい、どうだってんだ！」

　孝太郎も約束は良く覚えていた。孝太郎にとってはそれほど昔に交わした約束ではなかったから。お兄ちゃんを一人にしない、ずっと一いつ緒しよにいる―――それが幼いキリハが孝太郎と交わした約束だ。だが消えてしまう事で、キリハはその約束を果たせなくなってしまう。しかし孝太郎は思うのだ。その約束は物理的な出来事を意味してはいないと。身体が消えるぐらいでは、約束を破った事にはならないと。

「そうだな………心は常に汝と共にある」

「絶対に連つれ戻すぞ！　君も、みんなも！」

「分かっている………我とキィは、いつまでもいつまでも、汝を信じている………」

　そしてキリハは緑色の光の中へと消えていった。キリハは孝太郎を信じているから、いずれまた会えると信じた。それでも別れるのは辛い。孝太郎を置き去りに消えていく事が耐たえ難がたい苦痛だった。キリハは泣いていた。孝太郎がかつて出逢った幼い少女が、別わかれ際ぎわに見せた姿と同じように。







刻と道程の彼方で　四月四日（月）







　覚悟はあっても、必要な事であっても、キリハが消えた事が悲しくないという事にはならない。孝こう太た郎ろうと晴はる海みはしばらく身動きが取れなかった。二人だけになってしまったショックは想像を絶するものがある。二人はその場に呆ぼう然ぜんと座すわり込んだまま、長い時間を過ごす事になった。

　それから多くの時間が経過してショックが和やわらいだ頃、二人はようやく感情が働き始めた。そしてキリハが去った事、二人きりになってしまった事に涙する事になった。二人は抱き合あうようにしてお互たがいの身体を支えながら、声を隠かくそうともせずに泣いた。もはや周囲には誰も居ない。埴輪達もキリハの消失と共に消え去った。涙を隠す必要はもう何処にもなかった。

『計算が終わったホー！』

『大きいブラザー、こっちへ来て欲しいホ！』

「カラマ、コラマ!?」

「里さと見み君、あっち！　コンピューターです！」

　そんな二人が辛かろうじて立ち上がる事が出来たのは、キリハ達が姿を消してから何時間か後に地下室へ響ひびき渡わたった埴輪達の声のおかげだった。消えた筈の埴輪達の声を耳にした孝太郎と晴海は、弾はじかれたような勢いで立ち上がると、地下室のメインコンピューターへ駆かけ寄よっていった。

「お前達、無事だったのか!?」

『無事とは言えないホー』

『今のおいら達はこのコンピューターが作った対話用のモデルだホ』

「埴輪達をコピーした、ＡＩみたいなものって事か？」

『そう考えて貰もらって差さし支つかえないホ。そしておいら達が出て来たという事は、おいら達のオリジナルが消えたという事だホ』

『大きいブラザー、おいら達の残り時間も少ないから、よく聞いて欲しいホ！』

　メインモニターには二体の埴輪の姿が映し出されていた。しかし彼かれらはデフォルメされていていつもより愛あい嬌きようのある、アニメのキャラクターの様な姿をしていた。それらは非常事態に備えて用意されていた対話用のインターフェイスで、埴輪達の人格や記き憶おくをベースにした人工知能だった。残念ながらそれらはカラマとコラマそのものではなかった。

『まず、姐さんが消えた時の観測データの事だホ！』

『そのデータを詳細に分ぶん析せきした結果、多少の痕こん跡せきを発見する事が出来たホ！』

　この二人が出て来たのは、オリジナルの埴輪達が消える間ま際ぎわに最後の力を振ふり絞しぼってコンピューターに命じた分析が終わった為だった。

「やりましたね、里見君！」

「ああ！」

　埴輪達の報告を聞いた事で、孝太郎と晴海の表情に生気が戻った。これまでは絶望感漂ただよう表情をしていたので、埴輪達の報告がそれをひっくり返した格好だ。それはしばらくぶりの朗報だった。

『この地下室に設置されている観測機器は―――』

　埴輪達はすぐに分析結果の報告を始めた。孝太郎と晴海の方もすぐに笑え顔がおを引っ込め、話を聞く体勢に移る。お互いに、のんびりしている時間はなかった。










　観測の出発点は、六畳間の少女達であっても消しよう滅めつの痕跡を見出せなかった、という事実からだった。少女達は科学、魔法、霊力のエキスパートなので、仮に痕跡が残っているとしても、少女達でさえ感知出来ない程ほどの微び弱じやくな痕跡であると仮定する必要があった。

　そうした微弱な痕跡を見付けるには、本来なら大きな観測装置が必要となる。別の銀河を観測する為の電波望遠鏡が巨きよ大だいになるのと理り屈くつは同じだ。そこでキリハは電波望遠鏡と同じ考え方で観測装置を作る事に決めた。

　電波望遠鏡を作る時には、二つの考え方がある。一つは巨大なパラボラアンテナを用意する事。もう一つは小さなパラボラアンテナを沢たく山さん並べる事。キリハが選択したのは後者の考え方だった。同じ仕様のセンサーを沢山用意して、一斉に観測。その多くのデータを解析して痕跡を探そうというのだ。仮に一つのセンサーではノイズだと考えるしかない痕跡であっても、複数のセンサーで同時に観測されればデータとしての価値が出てくる。静しず香かの時は設置が途中であった為に、データの数が少なく信頼性が得られなかった。しかし今回は違う。正しく設置された十分な数のセンサーが、辛うじて微弱な痕跡を拾い上げる事に成功したのだ。

　このやり方は設置と解析に時間がかかるという弱点があったが、結果としては成功と言えるだろう。キリハと埴輪達は、自らの消滅と引き換かえに、孝太郎達たちに貴重な手て掛がかりを残す事が出来たのだった。










　埴輪達は軽く概要を説明した後、画面いっぱいに地図を表示した。そして解析の結果を基もとにして地図の上に大きな円を描えがいた。

『姐さんが消える時、この範はん囲い内のどこかの地点とこの地下室とで、微弱な霊れい波はのやり取りがあったホ』

『その前提で電磁波や魔ま力りよくのデータを見直すと、同じような傾けい向こうが出ているように見えるホ。でもこちらは断言できないホー』

「高校とここ、駅を囲むような感じか………」

「大分絞れましたね」

　ころな荘そうと最寄り駅、そして吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうは、それぞれを頂点とする正三角形を描くような位置関係にあった。地図上の円は、その正三角形を上手うまく内側に収めるようにして描かれている。その円の内側に少女達を消した者、ないし物が存在している筈だった。

『ただし信頼度は九十五パーセントしか確保できていないホ』

『少し外側である可能性も否定できないホ。この円に固執し過ぎないで欲ほしいホ！』

「分かった、よくやってくれた二人とも」

　それはかなり広い範囲であったが、市内全域を調べていたこれまでと比べると格段に楽になった。この範囲であれば二日、頑張れば一日で調べる事も不可能ではない。これは大きな前進だった。

『お礼は本物のおいら達に言ってあげて欲しいホ』

『おいら達はこのコンピューターが作った虚像だホ』

　孝太郎にお礼を言われた二人は、どこか寂しげだった。自分達が偽物である事、そして本物が既に消えてしまった事を知っているからだった。

「ああ、必ず伝える」

『この円と、姐さんが残した手紙を合わせれば、相当状じよう況きようが見えてくる筈だホ』

『姐さんが指定した手紙は九番だホ。早く帰って読むと良いホ！』

「里見君、すぐにキリハさんの手紙を取りに行きましょう。ここでこの埴輪ちゃん達と相談しながら―――」

　キリハの手紙の内容を埴輪達に解説して貰えればこの先の助けになる、晴海はそう考えた。だが、当の埴輪達は首を横に振った。

『それは止めた方が良いホ。ここに戻もどってくるのは危険だホ』

「えっ？」

「どういう事だ？」

『この地下室は姐さんが存在しなくても造られる可能性があったから、まだここに存在できているホ。おいら達もインターフェイスとしては可能性があるんだホ。でも………』

『消えたみんなに関する記憶が他の人達から消えてしまったように、いずれ低い可能性は淘汰されていくホ。この部屋も、いつまで存在しているか分からないんだホ』

　これもキリハの予測の一つだった。人が消え、縁えんの薄うすい人達の記憶からも消え、初めから居なかった事になるなら、周囲の環境についても同様の変化があっても不思議はない。世界は、消えた者が居たからこそ起きた出来事を全て訂正していくかもしれないのだ。実際、人工物である着ていた服や埴輪達まで一緒に消えてしまっているのだから、可能性は極きわめて高いと言わざるを得なかった。

『既に上空の「朧ろう月げつ」と通信が繋がらなくなっているホ』

「そうかっ、クランが居ないと『朧ろう月げつ』が地球へ来ないから!?」

『そうなるホ。だからここに居ては危険だホ。上に、ころな荘に戻るホ』

『同じ理由で、姐さんが残した手紙も消えてしまう可能性があるホ！』

『だから急いだ方が良いホ！』

『お別れだホ、大きいブラザー、晴海ちゃん』

　これが埴輪達が話を急いでいた理由だった。時間が経てばこの部屋が消えてしまうかもしれないから、出来るだけ急いで解析結果を知らせる必要があったのだ。埴輪達は画面の中で横に並び、寂しそうに微笑ほほえむ。別れの時がやって来たのだ。

『頑張れ大きいブラザー！　晴海ちゃん！』

『おいら達たちに出来る事はここまでだホ！　健闘を祈るホ！』

「ちょっと待て、お前達はどうなる!?」

『この部屋と一緒に消えるホ』

『そういう運命だホ』

「里見君、この辺の運べるコンピューターに埴輪ちゃん達を移せば!?」

「それだ、そうしよう！」

『無む駄だだホ。姐さんがおいら達を用意した事実が消えるのだから、おいら達の消滅は避さけられないホ』

『それよりも一刻も早く上へ。事件を解決して、おいら達を戻してくれればいいホ。それからオリジナルと記憶データを統合すれば、今の記憶も戻るホ』

「カラマ、コラマ………分かった、またな、二人とも」

「埴輪ちゃん、みんなによろしく。すぐに助けるからって」

『承ったホ！　みんなに伝えておくホ！』

『大きいブラザー、晴海ちゃん、おいら達は結果とは関係なく、二人が大好きだホ！』

「ありがとう………埴輪ちゃん」

「絶対に助け出だす。結果は一つだ」

『信じてるホー！　ばいばい、二人とも！』

『またねーだホー！』

　こうして孝太郎と晴海は地下室を去って行った。もちろん不完全なコピーとはいえ、埴輪達を置いていくのは辛つらい。それでもそうしない事には事件が解決しない。苦渋の決断だった。埴輪達はもちろんそれをよく分かっている。だから孝太郎と晴海の姿が部屋から消えても、しばらくの間、その小さな手を振り続けた。










　親愛なる里見孝太郎様




　孝太郎、汝なんじがこの手紙を読んでいるのは、我われが消えた後になる筈だ。我の消滅から何らかのデータの取得に成功していると良いが、そうでない場合もこの手紙をよく読んで、行動の指針として欲しい。




　現在我々を困こん惑わくさせている消滅事件に関して、我は九つの予測を立てた。この手紙にはその最後の一つ、一番可能性が低いであろうと思われる内容を記した。予測があまりに荒唐無稽な内容になってしまうので、放ほう棄きも考えた程だ。しかしそれでも放棄は出来なかった。我ながら珍しいと思うが、捨てない方が良いのではと勘が働いたのだ。汝に運命を感じたのと同じようなものとでも言えばいいだろうか。だからこの先の内容は、理解しにくいと思う。それを踏まえた上で、読み進めて欲しい。




　もし我が消えたのが最後から二番目であれば、今から言う事はかなり可能性が高いだろう。我々を襲ったこの消滅事件は、汝が我らと出逢った順番の逆の順番で発生している。これが単なる偶ぐう然ぜんであるなら、凄まじい偶然の積み重ねとなり、現実として受け入れる事が難しくなる。自然現象であるという可能性も、同じ理由から除外されるだろう。そこにはどうしても、汝と我らの出逢いをなかった事にすると決めた、何者かの意思が存在していると考えざるを得なくなる。




　だがそう考えた場合はそう考えた場合で、別の問題にぶつかる。人が消え、他人の記憶からも消えた。また『朧ろう月げつ』との通信が途絶えた事からすると、関連する事実も改変されていくようだ。つまり完全な意味で、存在が消されるという事になる。しかし存在を消すなどという事が、果たして何者に出来るだろうか？　一見タイムスリップで出来そうにも思えるが、クラン殿どのの話では歴史を変えても並行宇宙が生み出されるだけで現在の世界には影えい響きようがないという。そうなるとタイムスリップによる現実の改変は有り得ないという事になってしまう。それなしに現実を別の形へ修正するなど、おおよそ考えられない事だ。手段は何通りか考えられるが、そのどれであっても、文字通りの意味で神のような存在がやっているとしか思えない。

　例外は我ら十人全員が、かなり前の時点から大規模な幻術の魔法に囚われて抜ぬけ出せなくなっている場合ぐらいだろう。しかし真ま希きやゆりかに気付かれず、真なる王権の剣けんの保護下にある我々全員を一度に、それも長期間幻術に捕らえるとなると、やはり必要な力が人の枠わくを超こえてしまう。

　神の如き力の持ち主―――などというものを議論に乗せようとすると、自然と常識が働いてもっと単純な理由があるのではないかと考えたくなってしまう。かく言う我もその一人だ。しかしあえてその視点を受け入れれば、これまで奇妙に感じていた幾つかの疑問に答えが出る。




　そもそもの疑問は、何故なぜ我々は同じようなタイミングで一〇六号室を手に入れようとしたのだろうか、というものだ。タイミングが合い過ぎてはいないだろうか？　まるで図ったかのように一日毎に侵しん略りやくを始めた。そこに作さく為い的てきなものは感じないだろうか？

　また一〇六号室に集った我ら全員が、ことごとく孝太郎を必要だと感じてしまうのは何故なのか？　個人個人の視点では当然だろう。自分に欠けているものを持っていたのが孝太郎なのだから。同じ事は孝太郎についても言える。何故、我々全員と気持ちを通わせる事が出来たのか。やはり個々に見て行けば、単に欠けているものを我らが持っていたからだろう。また、その生い立ち故に無視出来ないという事情もあったろう。だがこの問題を大きく見た場合、全体像は実に奇き妙みようだ。九人もの人間が同じ人間に想いを寄せてしまう確率は極めて低い。しかもその相手の方も既に、許される範囲でその気持ちを受け入れようとしてくれているとなると、確率は低いどころの騒ぎではない。だとすると最初から、運命の赤い糸が繋つながっている九人が、孝太郎の所に送られたとは考えられないだろうか？

　更さらに視点を大きくしてみよう。根本的に、我々の周りでは世界を揺るがすような事件が連続して起こり過ぎている。何故我々の周りでばかり事件が起こるのだろうか？　その起点となるのが、この宇宙に地球人類とフォルトーゼ人類がほぼ同時に発生した事だ。しかも両者の間では子供を作る事が出来る。だからこそ多くの問題が生じた。交配可能という極めて稀な性質を備えた生物が、全くの同時期に宇宙に存在している。これは宇宙的に見てもあり得ない偶然だと言える。こんな偶然は何度も宇宙の歴史を繰くり返かえしても起こりはしないだろう。

　我にはまるでこの世界が最初からこうなるべく作られたのではないかとさえ思える。それぐらい多くの疑問と、その裏側に何者かの意思を感じる。では、その何者かとは一体誰なのか？




　実は我には一つだけ心当たりがある。フォルサリアでの決戦において、ゆりかは自分の魔力不足を補う為に一つの賭けに出た。それは仲間達と合体して一人の人間になり、魔力を一つにまとめるというものだった。この時、本来であれば合体した者達を思わせるような外見と、その能力を受け継ぐ者が現れる筈だった。しかしあの時出現したのは誰とも似ておらず、誰の能力とも違う強力な力を備えた何者かだった。あの時の存在が我らを導いたのかどうか、それは分からない。しかし間違いなく言えるのは、この世界には我々を導く事が可能である者が最低でも一人、存在しているという事だ。




　そうなるとこの状況を作った存在―――超越者の目的は何なのか、それを知る事が重要になる。その目的の為に我らが消えていっているという事になるからだ。そして消えていく順番が孝太郎と知り合った順番の逆順である以上、超越者の目的は消滅の基準となっている孝太郎の周辺に存在していると考えるべきだろう。

　だが可能性は数多く存在し、現時点ではこれが目的だと断定する事は出来ない。多層化した推論も結論を見えなくしている。しかし分かっている事もある。これまでの出来事が孝太郎の存在と密接に結びついているなら、発ほつ端たんは孝太郎である筈だ。恐おそらく最初に何かがあった。我々はその発端を見落としているのだ。




　一番初めがどうであったのか、我々はそれを知る必要がある。里見孝太郎、よく思い出して欲しい。あるいはよく捜さがして欲しい。汝が一〇六号室へやってくる前後の時期に何か変わった事が起こっている筈だ。その何かが汝と我らの運命を定めた。それを捜し当てる事が出来れば、事件の真相に辿たどり着つけるかもしれない。汝のタイムスリップの影響で多少原因と結果が前後している可能性もある。出来れば入居以前の時期に対しても記憶の手を伸のばしてみて欲しい。

　漠ばく然ぜんとした事しか助言する事が出来ず、申し訳なく思っている。だが上手くいけば我はもう一つのヒントを残す事が出来るだろう。我が消滅した時に何らかのデータが得られているならば、この手紙の内容と組み合わせて可能性を絞り込んで欲しい。




　この手紙の予測が正しい場合、事件の解決は困難を極める。そもそも解決法があるかどうかさえ分からないのだ。それでも我は信じてみようと思う。汝らと我らとの間にある絆きずなは、このくらいでは切れたりはしないと。出来れば、汝もそうしてくれると嬉しい。




クラノ＝キリハ、そしてキィという少女から、愛を込めて　










　キリハが残した手紙は極力分かり易く書かれていたが、それでも内容は難解だった。加えて想像し難い内容も含ふくまれており、孝太郎と晴海がその意味を理解するまでには多くの時間を要した。二人が全てを理解した頃ころには、既すでに日は暮れてしまっていた。だから孝太郎と晴海は、夕食を取りながら手紙の内容を話し合っていた。

「このキリハさんが言っている超越者ですけど………実は私にも覚えがあります」

「本当ですか!?」

「ダークネスレインボゥが攻こう撃げきしてきた時、私が負った大怪我を治す為に、ゆりかさんが合体を。怪我をした私と無傷のゆりかさんが合体すれば、傷が半分になるって。その時に合体した私達の代わりに出て来たようなんです。私達じゃない、何者かが」

「そういえば、確かに言ってましたね、そんな事」

　夕食は晴海が用意したオムライスと野菜のスープ。有り合わせの材料で作ったにしては非常に美味おいしい料理だったのだが、今の二人には料理の味を気にしている余よ裕ゆうはない。キリハの手紙の内容を議論するのが最優先で、料理の味など意識の外だった。

「それに早さ苗なえも、以前から誰かの声がするって言っていたんです」

「声？　誰のですか？」

「俺おれも誰なのかを訊いたんですけど、女の人の声だっていう事以外は、あいつにも分からなかったようで………」

「もしその女の人が、私やキリハさんが言っている人と同じであれば………」

「キリハさんの手紙の信憑性が高まりますね」

　当初は手紙の記述に困惑していた二人も、これまでの自分達の経験と照らし合わせていくうちに、徐々にその考えを変えつつあった。今の二人は、合っている前提で行動しても損はないと思えるくらいに、手紙の内容を信じるようになっていた。

「里見君、もしかしたら埴はに輪わちゃん達が教えてくれた円の中に、その人が居るんじゃありませんか？」

「そうかもしれませんね。桜さくら庭ば先せん輩ぱい、これで大分、方針が見えてきましたね」

　そして手紙の内容と埴輪達が示した地図上の地点の事を考え合わせると、孝太郎達がやるべき事が見えて来る。地図上の円の中で、キリハが言う『超越者』か、消えた仲間達に関する手掛かりを―――あるいはそのものを―――見付け出すのだ。

「やる事は今までとそう変わりませんけど」

　結局のところ、やる事はこれまでと同じで、心当たりの場所を捜して回るだけだ。大きく進展したように見えないのは辛いところだった。

「正しい事をやっているという確信は大きな力になります。決してこれまでと同じではありませんよ、里見君」

　しかし晴海は笑顔で首を横に振った。彼女は孝太郎とは違う考えを持っている。やる事が同じでも、これまでのように目隠し手探さぐりであるのとは違う。明確にここでこれをやるというはっきりとした指針があるのだ。やる事が同じなのは単なる偶然の一致だった。

　―――やっぱり、そこに居るんですね、アライア陛下………。

　孝太郎はそんな晴海の笑顔の向こう側に、アライアの意思を感じ取っていた。それはただ、晴海がもともと備えていた隠れた一面であったのかもしれない。しかしそれを晴海から感じられる事を孝太郎は嬉うれしく思った。勘かん違ちがいかもしれないと分かっていても、信じたい事はあるのだ。

「どうしたの、里見君？」

　晴海は孝太郎の視線に不思議なものを感じ、軽く首を傾かしげた。

「桜庭先輩は強いなぁって、そう思ったんです」

　孝太郎は晴海の疑問に曖昧に答えた。この状況では消えたアライアの名前は出し難い。だが嘘うそを言った訳では無い。大きくは、同じ意味だった。

「頑がん張ばりましょう、里見君。まだ希望はあります」

「………桜庭先輩が一緒で良かった」

「私達九人なら、誰でも一緒でしたよ。里見君と手を取り合って、立ち上がるんです」

　晴海は強い、孝太郎は本当にそう思う。

　―――誰でも一緒だと言い切れるのは桜庭先輩ぐらいですよ………あるいは………。

　希望を呼び起こし、他人に目的を、やり遂げる意志を与あたえる。それは人の意思の先頭に立つ力、王者の資質とでもいうべきもの。それが晴海の中で強く輝かがやいていた。ただ惜おしいのは、彼女はそれを今だけで構わないと考えている事だった。










　夕食と僅わずかな仮眠を挟み、孝太郎と晴海は町へ出た。それはキリハの手紙の指示に従って、孝太郎がころな荘へ引っ越してくる前後に立ち寄った場所を調べていく為だった。時刻は深夜に差し掛かりつつあるので、調べられる場所は屋外に限られる。それでも調べなければならない場所は多く、しかも時間は限られている。日が変われば晴海が消える可能性が出てくる。急がなければならなかった。

「里見君、こっち！」

「わっ!?」

　ガサササッ

　突然、晴海が近くの茂みの中へ孝太郎を引っ張り込んだ。それは彼女にしては珍めずらしい強ごう引いんな行動だった。驚おどろいた孝太郎は慌あわてて事情を尋たずねた。

「どうしたんですか、桜庭先輩!?」

「少し黙だまって！」

　晴海は引っ張り込んだ時の流れで孝太郎の事をぎゅっと抱だき締しめたまま、茂みの外の様子に注目している。孝太郎も同じように意識を外へ向けてみると、晴海が何故こんな行動に出たのかが分かった。

『先輩、四月になったってのに、夜中は寒いっすねぇ………』

『愚痴るな愚痴るな。交番に戻ったらラーメンでも食おう』

　茂みの近くを二人の警官が歩いていた。二人は孝太郎と晴海の存在に気付いている訳では無かったが、警邏中なのか周囲の様子をしきりに見回していた。晴海はこの二人の存在に気付き、孝太郎を茂みの中へ引っ張り込んだのだった。

『良いっすねぇ、先輩の奢りですか？』

『分かった分かった、仕方ねえなあ………』

　孝太郎と晴海が息を潜めて見守っていると、二人の警官は茂みの前を通り過ぎ、そのまま先の角を曲がって姿を消した。幸いな事に、彼らは茂みの中の孝太郎と晴海に気付く事は無かった。

「………助かりました、桜庭先輩」

「夜が明けるまでは、私が周りを見ます。里見君は霊視に集中して下さい」

「分かりました、頼たのみます」

　時刻は深夜に差し掛かっているので、高校生が出歩くには問題がある時間帯だった。この時間になると条例で使えない店が多くなるし、警官の声掛けの対象になる。特に周囲をきょろきょろ見回しながら歩き回っている人間には、警官は声を掛けたくなる。警官との遭そう遇ぐうは避けなければならなかった。孝太郎が警官に気付かなかったのは霊視に集中していた為だ。そこに人間がいる事までは分かっていたのだが、職業までは分からない。この状況では、晴海が目で見て周囲を警けい戒かいする事が不可欠だった。










　駅と高校、ころな荘の三ヶ所を頂点とする正三角形、それを内側に収める事が出来る円が、埴輪達が教えてくれた捜そう索さくの範囲だった。直線距きよ離りで言えば、この円の直径は二キロもない。歩いて三十分弱といったところだろう。だがそこには縦横に細かく道が走っている。その中で孝太郎が通った事がある道に限っても、全てを歩き尽くすには何時間もかかる。大半が片付いた頃には完全に夜が明けてしまっていた。

「桜庭先輩、身体は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい。大分体力が付いてきましたから、これぐらいは」

「そうですか。でも、しばらくここで休きゆう憩けいしましょう」

「本当に、心配しなくて大丈夫ですよ？」

「確かにそれも無くはないんですが、もうすぐ店が開き始めますから」

　孝太郎と晴海は今、二十四時間営業のファミリーレストランで休憩を取っていた。これには食事も含めて少し身体を休める必要があったのと、各種のお店の開店を待つ意味があった。深夜と早朝は屋外を歩く事しか出来なかったが、これで屋内の店などにも行く事が出来るようになる。多少調べ終えていない道もあるのだが、これは店を巡っていく過程で調べられるだろう。焦あせりは禁物だった。

「もうそんな時間でしたね。里見君、お店に関して心当たりは？」

「不動産屋さんやホームセンター、スーパーや商店街なんかは行く必要がありますね」

　問題の円の中にあり、かつ引っ越しの前や後に孝太郎が行った場所。それは二年前の事なので、記憶には曖昧な点が多い。だから少しでも気になる場所には、全すべて行くくらいの覚悟が必要だった。

「私と里見君が初めて逢ったのは、合格発表の日でしたよね？」

「そうでしたね………あれがみんなに出で逢あった最初のケース、になるのかな？」

「学校にも行く必要がありますね」

「山の方だから後回しにしましょう」

「はい」

　記憶とスマートフォンの地図を参考に、孝太郎と晴海は今後の捜索ルートを検討していく。現在二人は駅前にいるので、駅前から商店街を抜け、ころな荘の方へ向かい、最後に高校へ向かう事に決めた。

「私と出逢った日は、何かおかしな事はなかったですか？」

「先輩と逢った以上のおかしな事はないです」

「私、おかしかったですか？」

「おかしかった………というか、放っておけない人でした」

「それは私もです。今にして思うと、あれは一目惚れだったんじゃないかなって」

　それから二人は時間まで、お喋りをして過ごした。一応は事件との関連性を探る為であったのだが、傍はた目めには想おもい出で話をしているようにしか見えない。ただそのおかげで、二人の心は自然と休まった。大きな収穫はなかったが、結果的には良かったのだろう。










　ファミリーレストランを出た二人は、まず駅前の捜索から始めた。この辺りは既に道の捜索が済んでいたので、開店したばかりの店が主な捜索の対象だった。今はスーパーマーケットの捜索を終えて出て来たところ。引っ越しの前後に限らず、孝太郎が繰り返し利用していた店だった。

「先輩、次はどっちに行けば良いんでしたっけ？」

　孝太郎は霊視担当なので、現在位置は把握し辛い。時々こうして地図担当の晴海と話をしながら捜索を進めていた。

「………」

「先輩？」

　晴海からの返事がなかったので、不思議に思った孝太郎は、霊視を弱めて通常の視界も見えるように調整した。すると孝太郎には立ち尽くす晴海の姿と、そして彼かの女じよの意識が何に向いているのかが見えた。

「あ、ご、ごめんなさい！」

　孝太郎の視線が自分に向いている事に気付き、晴海は慌てて手元のスマートフォンに視線を落とし、地図を見始める。孝太郎はそんな晴海の様子に小さく微笑んだ。

「やっぱり桜庭先輩もああいうのに憧れますか？」

　晴海が見ていたのは一組の男女だった。その男女は同じような年ねん齢れいで、腕うでを組んで寄り添うようにして歩いている。そこから伝わってくる穏やかで楽しげな霊波は、明らかにカップルのそれだった。

「………え、えと、はい………」

　晴海は顔を上げられなかった。照てれ臭くさくて仕方なく、今の真っ赤に染まった自分の顔を見られたくなかった。また、顔を上げても何を話せばいいのかが分からない。そして何より、消えた仲間達に申し訳ないという想いが強かった。

　―――このままでいいの？　また眺めているだけ？　横に立って、一いつ緒しよに歩いていくんじゃなかったの？

　だが不意に、そんな想いが湧き起こる。それはアライアの想いにも感じられたし、晴海自身の想いであるようにも感じられた。そのどちらであるのか、晴海には分からない。けれどその想いが正しい事だけは、晴海にも分かった。

「………里見君、みんなが帰ってきた後の話ですけど………時々、私とああいう風にして歩いて貰っても、いいですか？」

　晴海は強い決意と共に顔を上げ、なけなしの勇気を全てつぎ込んでそう言った。もちろん状じよう況きよう的てきに、今すぐカップルのように腕を組んで欲しいとは思っていない。そういう気分ではなかったし、居なくなった仲間達に申し訳ないという想いが強かった。それでも今言ったのは、現状に対する不安が大きいからだ。晴海は将来に対する希望が欲しかったのだ。そうした絡からみ合った複雑な感情のおかげで、結果的に晴海は大きな一歩を踏み出す事が出来た。その一歩は早苗やキリハにとっては些細な一歩であっただろう。けれど晴海にとっては、天地がひっくり返るような一歩。生き方を変える、大きな決断だった。

「桜庭先輩………」

　この時孝太郎は、晴海らしからぬ言葉に戸と惑まどっていた。

　―――いや、どちらかと言えば、これまで俺は桜庭先輩に我が慢まんさせ過ぎていたのかもしれないな………。

　だがすぐに孝太郎は思い直した。晴海とアライアは、孝太郎の為に様々な事をしてくれた。にもかかわらず、彼女はこれまで見返りを何も求めなかった。そんな彼女がようやく見せた、女の子としての願望。『らしからぬ』等という言葉で片付けて良い筈はずはない。それにこの状況下で、晴海が強い不安を感じているのは間ま違ちがいなかったから。

「………次は何処どこへ行けば良いんでしたっけ？」

　孝太郎は直接の返答を避けた。やはり言葉にするのは照れ臭かった。だがその代わり、行動で示す事にした。孝太郎は晴海に向かって左手を伸ばすと、彼女の右手を取りそっと握にぎり締める。孝太郎も晴海同様、この状況でさっきのカップルのように歩く事には抵てい抗こう感かんがあった。だがその反面、晴海の不安もよく分かった。孝太郎自身も同じ不安を感じていたから。そこで手を繋いで歩く事にした。感情と状況が、その辺りなら釣り合うように思えたのだ。

「え、えっとですね、つ、次は商店街の方へ向かいましょう。あの………えと………」

　この時、晴海は大だい胆たん過ぎたのではないかと後こう悔かいしていた。だが既に自分の右手と孝太郎の左手は繋がっていたから、後悔しつつも離れようとは思わなかった。晴海にはもう、そこから伝わってくるぬくもりを手放す事は出来なかった。以前晴海は孝太郎の頬ほおにキスをしようとした事がある。それに比べれば手を繋ぐぐらい何ともない筈だが、その時とは何かが決定的に違っているような気がして、気持ちが落ち着かない。晴海は孝太郎に言われるまま左手のスマートフォンで地図を調べていたが、自分が何をしているのか、何を喋しやべっているのか、よく分かっていなかった。晴海の頭の中は真っ白だった。
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　この日は四月五日であったので、辛かろうじて春休みは終わっていなかった。吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しでは一般的に四月六日が始業式の日になっているのだ。だから平日の午前中であっても商店街には多くの人の姿がある。休きゆう暇かの最終日を楽しもうという、子供や学生達だった。この事は孝太郎達にとっても有利に働いている。もし春休みが終わっていたら、孝太郎達は平日の昼間に商店街を歩く事になる。そうなれば昨夜同様に、警官達は孝太郎達に興味を持っただろう。

「あー！　だんしゃくー！　おねえさーん！」

　そんな訳で、孝太郎と晴海に興味を持ったのは警官ではなく、一人の幼稚園児だった。彼女はかつて孝太郎と晴海が出たヒーローショーを見た事があり、その時の事をよく覚えていた。

「やっぱりだんしゃくとおねえさん、なかよしなんだね！」

　つんつん

　駆かけ寄よって来た少女は、孝太郎と晴海が手を繋いでいる事に気付き、笑え顔がおで二人の繋いだ手を繰り返し突いた。

「フハハハハハハッ、バレてしまっては仕方ない。そうとも、実は俺とお姉さんはお友達なのだぁ！」

　孝太郎は幼稚園児の少女の調子に合わせてやった。実はヒーローショーの手伝いは一度きりではなかったので、時折こういう事が起こる。そんな時は子供の夢を壊さない為に、孝太郎は悪魔男爵に変身するのだった。

「おねーさんびじんだもんねー。まだおよめさんにしようとしてるの？」

「もちろんそうだ。その機会を虎視眈々と狙っているのだが、毎回ハルカゼマンに邪じや魔まをされてしまうのだ」

「ありゃー、たいへんだねー」

「ふふふっ」

　孝太郎と少女のほのぼのとしたやりとりに、晴海の口から思わず笑いがこぼれた。それは小さくはあったが久しぶりの心からの笑いで、晴海はほんの少しだけ心が軽くなったのを感じていた。そしてその笑い声を聞きつけ、少女の興味は孝太郎から晴海へ移った。

「おねーさんはやっぱりあのメガネのヒトより、だんしゃくのほうがこのみなの？」

　メガネのヒトというのは、一緒にショーに出た賢けん治じの事だ。今はそういう流れではないが、当初の設定では賢治と晴海は恋こい人びと同士の役だったのだ。

「秘密ですけど、実はそうなの」

「わかるー。わるいおとこのほうにひかれちゃうのよねー！」

「服のトゲトゲも大事です」

「かっこいいよね、あのトゲトゲ！」

　晴海も孝太郎と同様に、少女の話に合わせてやる。実は最初にショーに出た時は演技に失敗して、つい顔に本音が出てしまっただけなのだが、今ではそれが公式の設定になっている。少女の夢は守らねばならなかった。

「でもさ、でもさ、おねーさんたいへんだよ！　さんかくかんけいで！」

「三角関係？　難しい言葉を知っているんですね？」

「ウン！　あのくろいおんなのひとから―――えと、あれ？」

　不意に少女の表情が曇る。この時、彼女はこう言おうとした。『あのくろいおんなのひとからだんしゃくをまもらなきゃいけないね！』と。だがその『くろいおんなのひと』が思い出せない。彼女の記き憶おくからは『くろいおんなのひと』―――悪の女幹部ブラックローズの記憶が、すっぽりと抜け落ちていたのだ。

「えーと………あれれ？　なんだっけ？」

「どうしたの？」

「わかんない。なんか………へん。だんしゃく、おねえちゃん、わたしなんかとてもだいじなことわすれてるきがする」

　少女は困惑した様子で二人を見上げた。思い出したいのに思い出せない、とても大切な記憶であった事は覚えているのに。その瞳ひとみにはそんなもどかしい思いが滲にじんでいた。

　―――そうか、この子は元々キリハさんの知り合いだったから！

　孝太郎はそこで気付いた。くろいおんなのひと、ブラックローズはキリハの役だ。そしてこの少女は元々キリハの知り合いで普ふ通つうよりも繋がりが深かったから、記憶がまだ完全な消しよう滅めつには至っていない。だから混乱してしまっていたのだ。

「………それは済まない事をした、少女よ」

「あれ？　だんしゃくなにかやらかしたの？」

「うむ。じつは先程秘密兵器の工場がハルカゼマンにやられてな。開発中の脳みそうにうにガスが少し漏れた」

　事情を察した孝太郎は、少女の混乱を取り除いてやる事にした。この無邪気で心優やさしい少女が記憶の欠落に悩み続ける姿は見たくなかった。

「あー、やっちゃったねー」

「記憶はすぐに戻もどる。安心するが良い」

「なんだー。もうちょっとかっこよくわるいことしてよー」

「すまんすまん」

　幸いな事に、孝太郎の作り話を聞いた少女はすぐに笑顔に戻ってくれた。ハルカゼマンに敗戦続きの悪魔男爵という役柄が良かったのだろう。少女に笑顔が戻った事で、孝太郎はホッと胸を撫で下おろした。だが同時にこうも思った。キリハ達が消えた影響は、決して小さくはないと。また会いたいと思っている人達が、沢たく山さんいるのだろうと。










　孝太郎と晴海は、二人で並んで川の堤防の上を通る遊歩道を歩いていた。幼稚園児の少女と別れてから、二人は黙りがちになってしまっていた。それは仲間の少女達が消えてしまった事が、思ったよりも広こう範はん囲いに影響を与えている事に気付いたからだった。

「………みんなは、俺おれ達たちだけに必要な訳では無いんだな………今いま更さらだが………」

　気付いたのはキリハと幼稚園児の少女の事だったが、それらは恐らく他の侵しん略りやく者しやの少女達たちについても言える筈だ。早苗にとっての両親、ゆりかにとってのコス研、真希にとってのクリムゾン、といった具合だ。そうした人々は今頃、あの少女と同じく理由のない喪失感に悩んでいるだろう。そんな人達の為にも、何としても消えた侵略者の少女達を取とり戻さねばならない。孝太郎の胸には、これまでとはまた違った意味で、大きな使命感が芽生えていた。

「里見君、私が消えても、ああいう風に思ってくれる人がいるんでしょうか？」

　孝太郎の呟きは小さく、晴海に向けられたものではなかったが、晴海の耳にも辛うじて届いていた。そして気になった。自分にもそうしてくれる人が居るのかどうかが。晴海は自分が遠からず消えると感じていたから、その思いは強かった。

「そりゃあ居ますよ、沢山。病院の子供達や、演劇部の人達。去年までのクラスメイトはもちろん、さっきの子だって。お父さんやお母さんだってそうでしょう」

　孝太郎は晴海なら誰だれもがそう思うだろうと思っていた。晴海は小児病棟の子供達に絵本を読んであげる優しいお姉さんだった。文化祭の演劇ではヒロインを演じ、二年生の後半からは校内での注目度は急上昇していた。またヒーローショーを何度も見に来てくれた子供達なら、晴海の事も覚えているだろう。そして何より、家族の絆はそう安々とは切れないと思うから。

「里見君も覚えていて下さいますか？」

「当たり前です。他の誰が忘れても、俺は先輩やみんなを忘れたりしません」

　孝太郎はそう言いながら晴海の手を強く握り締めた。晴海達は孝太郎を何度となく救ってくれた。それは命の事だけではない。心や魂たましいといった部分に関してもだ。だから孝太郎は、自分が彼かの女じよ達たちを忘れるとは思えなかった。

　―――やっぱりこの人なんだ………私達にはこの人が必要で、この人には私達が必要なんだもの。絶対に置いてはいけない。消えるなんてとんでもない。一緒に居なきゃ、ずっと、ずっと………。

　孝太郎の言葉と手のぬくもりが、晴海に教えてくれる。晴海にとって、孝太郎は世界の構成要素。しかも最大の構成要素だ。だがそれは晴海と孝太郎だけに限った話ではない。孝太郎と九人の少女達は、それぞれが他の九人にとって必要な構成要素なのだ。他の九人が存在してこそ、世界を感じ取れる。そう思えるくらい孝太郎達は互たがいに深く繋がり合っていたのだ。そしてそう信じるが故に、晴海は孝太郎の手をしっかりと握り返した。

「………ありがとう、里見君」

「行きましょう、早くみんなを見付けないと」

「はいっ！」

　晴海は大きく頷うなずき、孝太郎の隣となりを歩き始める。その手をしっかりと握り締めたまま。

　―――これで良いんですよね、アライアさん………これが貴女の願い。そしてこれは私の願いでもある。里見君の、レイオス様の隣を、ずっと………みんなで………。

　晴海はこの時、ようやく全てが納まるべき場所に納まったような気がしていた。晴海の願いも、アライアの願いも叶った。それだけではない。他の少女達の願いも全て叶ったように思うのだ。残る問題はただ一つ。少女達の不在。それさえ解決出来れば、全ては元通りになる。そうすれば、これからも辛つらい事件は起こるだろうが、孝太郎と少女達は支え合って立ち向かい、笑顔で生きていけると思うから。

「あっ………」

　だから晴海の身体は輝き始めた。そして晴海は自身の身体を包つつむ純白の光に気付いた瞬しゆん間かん、それが何故現れたのかを理解した。何の事はない、光は彼女らの内側からやってきたものだったのだ。

「私達の願いが全て叶ったから、試練が始まったのね！　私達がそれが全てだと、信じられるようになったから!!」

　この光は他の誰かが作り出しているものではない。光は内側からやってきている。この光は晴海の光。満たすべき道を全て満たしたから、溢れ出した光だった。

「先輩っ、一体何の話をしているんですか!?」

　しかしそれはあくまで晴海が感じ取ったものであり、隣にいる孝太郎には分からない事だった。孝太郎はただ、晴海にもその時が来てしまったと大きく動どう揺ようしていた。

「………レイオス様っ、後は貴方次し第だいです！　心の中にある本当の願いをどうか、どうか隠かくさないで！　里見君がそれを願ってくれれば、きっとまた逢えますから！」

　これまでの八人と同様に、一度輝きが現れてしまえば残された時間はごく僅かだ。晴海の身体は既に白い光の中で輪郭を失い始めている。晴海に残された時間は何秒もない。だから晴海は必死だった。

「全てはこの為にあったんです！」

「桜庭先輩っ!?」

「永遠とも思える、幾百億の刻と幾千億の道程を超え………貴方とわたくし達が、この結論へ至る為に！」

　孝太郎や他の少女達と出逢い、困難な事件にぶつかり、苦労を共にし、結果として分かり合い、互いを必要だと思うに至った。だから晴海達は消えてしまうのだ。そうしなくては見えてこない、真の想いがそこにあるから。

「どうか忘れないで下さい！　わたくし達は―――」

　その時ほんの一いつ瞬しゆんだけ、晴海の白い輝きの向こう側に他の八つの光が瞬いたように見えた。そして同じくほんの一瞬だけ、晴海の姿に他の八人の姿が重なって見えた。

「―――私達は、貴方を愛しています………」

　この言葉を最後に、晴海は孝太郎の前から姿を消した。そして晴海が最後の最後に見せたのは、晴海のようにもアライアのようにも見える、全てを包み込むような深い愛情を感じさせる優しい笑顔だった。










　全てを失った苦しみという表現があるが、この時の孝太郎は文字通りの意味でそれを味わっていた。それは晴海一人が消えた事で生み出だされる苦しみよりも、遥はるかに大きな苦しみだった。最後の一人であった晴海が消えた事で、これまでの八人分の苦しみが合わせて呼び起こされた。気をしっかり持って晴海を守らねばならないという思いが、八人の喪失による苦しみを抑おさえてくれていたのに、その抑えを失ったからだった。またそれに引き摺られるようにして、目の前で母親を亡なくした時の苦しみまでが現れていた。

「ぐぅあああぁああぁぁぁぁっ!!　がああぁあぁあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎が少女達を受け入れ、未来を信じてみる事にした矢先であったから、少女達を失った反動は大きい。それは立っている足場を失い、同時に魂がバラバラに砕け散るような苦しみだった。しかもそれは一瞬では終わらず、永遠とも思えるくらいに際限なく繰くり返かえされる。自分が何処にいるのか分からず、何処へ向かえば良いのかも見えず、どうやって呼吸をしていたのかさえ分からなくなるような、溺れる事にも似た苦しみが繰り返し押おし寄せてくる。その苦しみから逃れようとするかのように、孝太郎は繰り返し拳こぶしを地面に叩き付けた。

　ガッ、グシャアッ、ビキィッ

「あああぁああぁぁぁぁっ、うあわああぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　だが砕けんばかりに拳を地面に叩き付けても、それを何度繰り返そうとも、拳の痛みは心の苦しみを消してはくれなかった。だから皮ひ膚ふが破れ、拳が血塗れになっても、孝太郎は拳を振ふるうのを止める事が出来なかった。




『こちらへいらしてください！　にゅ、入部届が、ありますからっ！』

『この部屋、幽ゆう霊れいが出るってもっぱらの噂うわさなんです』

『さぁ、驚け鈍感男!!　怪奇現象だぞーっ!!』

『私は愛と勇気のプリンセス☆魔ま法ほう少女レインボーゆりか！　この街の平和は、私が守ります！』

『まずは汝なんじらに詫びなければならない。あのような場所から訪問する事になったのは大変申し訳なく思っている』

『わあぁぁぁっ、もっ、揉むなこの馬ば鹿かぁぁぁっ!!』

『そんな幼稚な喧嘩に宇宙用の広域破は壊かい兵器を持ち出す人間がありますかっ！』

『だから毎度言っていましてよ？　ティアミリスさんは単細胞だと！』

『いいえご心配なく。実は私も本格的なコスプレを始めようと思っているんです』




　身体の痛みでは心の苦しみを忘れる事は出来なかった。むしろ痛みは、消えた少女達の事を思い出させた。最初は出逢った頃の事。そして拳の一いち撃げき毎に、想い出は現在に向かって近付いていった。




『レイオス・ファトラ・ベルトリオン。皇こう帝てい不在という火急の事態にて、皇女クラリオーサが代わって申もうし渡わたす。勅ちよく命めいである。フォルトーゼの騎き士しとして、やるべき事を存分におやりなさい！』

『最初からおかしいと思っていたんです。何故なぜ、鎧のデータが全て消されていたのか………単に別の時空へ行っていただけなら、消す必要などないのですから』

『だからっ、だから教えてっ、孝太郎っ！　この首くび飾かざりの持ち主は、今も幸せにやっているの？　寂さびしい思いは………していないっ？』

『じゃ、言うね。おほんっ。………すきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすきすき―――』

『私、祈るわ。でも、あなたの勝利をじゃない。あなたの未来が………ずっとずっと、幸せでありますようにって………』

『………だから勝ってっ、里見君っ！　私が守るからっ！　どんな敵からもっ！　どんな辛い事からもぉっ！』

『そうじゃなくってぇっ!!　もう少しっ、もう少しだけぇっ、絆きずなや愛情の確かく認にんに時間を取っても良いんじゃないですかねぇっ!?　スキンシップって大事ですよぉっ!?』

『コータロー、ハルミ、ルース。そしてここに居ない者達も―――わらわと共に生きておくれ。繋つないだ手の、導くままに』

『あなたはたった今、私を救ってくれたわ。誰の力も借りずに、あなた自身の力で、私を救ってくれたの。あなたが、無力だなんて事はないわ。自信を持って。あなたは人を救える人よ』




　出逢った頃ころは対立し合っていた孝太郎達。だがカレンダーが一巡りする頃には手を取り合うようになっていた。そして二巡りする頃には、互いをかけがえのない相手だと想い合うようになっていた。かつては他人との繋がりを拒きよ絶ぜつしていた孝太郎でさえ、彼女達との未来を信じようとし始めていた。

「うああああぁあぁぁぁぁぁっ!!　ぐああぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　なのに孝太郎はその繋がりを突とつ然ぜん失ってしまった。信じようとした未来を失ったのだ。絶望などという言葉では足りないだろう。だからどれだけ繰り返しても、拳の痛みはその苦しみを忘れさせてくれない。それでも止める事は出来ない。何かをしていないと、苦しみに押し潰つぶされてしまいそうだったから。

「あああぁあぁぁぁっ、うああああぁあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　ガッ、ガシュッ

　誰も居ない。誰も応えない。孝太郎は上も下も分からぬ闇やみの中に、一人取り残されてしまった。あるのは傷だらけになって血に塗れた拳だけ。その手が支える筈だった人達は、もうどこにもいなかった。
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　柏かしわ木ぎ汐しお里りが遊歩道で孝太郎の姿を見付けたのは全くの偶ぐう然ぜんだった。だが丁度逢いたいと思っていた時に出逢ったものだから、彼女はそれを運命の導きだと考えた。しかし孝太郎の手が血塗れである事に気付いた瞬間、そんなロマンチックな考えは頭の中から消し飛んでいた。加えて普ふ段だんは顔を出してしまう控え目な性格も。汐里は孝太郎の過去を知っていたから、一目で一大事だと感じた。放っておく事は出来なかった。

「里見君！　駄だ目めよ、そんな事をしちゃあ！」

　駆け寄った汐里は、孝太郎が振り下ろそうとした腕にしがみついた。しかしそれはとても危険な行こう為いだった。周囲の事がまるで見えていない孝太郎は、汐里に気付かず拳を振り下ろした。

「きゃあっ!?」

　身体が大きく振り回され、汐里は跳はね飛ばされてしまう。地面で腰こしを打ち、息が詰つまった。だが汐里はそれで怯む事無く、素早く立ち上がると再び孝太郎へ向かっていった。

「止めて里見君っ！　それじゃあ手が壊れちゃう！」

　今度の汐里は捨て身だった。彼女は孝太郎の胴体にしがみつき、自分の身体で拳の進路を塞ぐようにする。

　ドンッ

「くぅっ!!」

　拳は汐里の脇わき腹ばらを打った。その痛みは先さき程ほど腰を打った時の比ではなかった。

　―――里見君はこんな勢いで地面を………止めないと!!　止めないとっ!!

　だが痛みをこらえ、汐里はそのまま孝太郎を押し倒した。このままでは孝太郎は大変な事になる。孝太郎の身を守りたい一心だった。

　ドサッ

　汐里は両目をぎゅっと瞑つぶったまま、しばらく身動きしないでいた。これは孝太郎と一緒に倒れ込んだ衝撃で身体に痛みがあったのと、孝太郎の拳がまた降って来る恐れがあったからだった。

「………」

　だが孝太郎もまた動きを止めていた。警戒していた拳も動いていない。だから汐里は恐おそる恐るといった調子で両目を開いた。

「………里見………君？」

　汐里は孝太郎に覆おおい被さるようにして倒たおれていた。すぐ目の前には孝太郎の顔があって、その目はじっと汐里を見つめている。だがすぐに汐里から興味を無くしたようで、その視線は空へ向けられた。孝太郎が見つめているのは青い空、白い雲。だが汐里には分かった。孝太郎は何も見ていない。その虚ろな瞳は、この世界を拒絶していた。

　―――小学校の頃に、戻ってしまったみたい………。

　汐里には今の孝太郎の様子に見覚えがあった。汐里の記憶の中にある、小学校低学年の頃の孝太郎の様子にそっくりだったのだ。

　―――何があったんだろう………また誰か大事な人が………？　ううん、今はそんな事は関係ない！　こういう時こそ私が頑張らないと！

　九人の侵略者の少女達が最初から居なかった事になっている世界においては、汐里と孝太郎の関係は少しばかり違うものとなっている。孝太郎の心の奥おくの方にある冷たい部分に気付いていた汐里は、高校生になったのを機に積極的な行動を開始した。これは侵略者の少女達が居なかった事で、汐里は自分がやるしかないと覚かく悟ごを決める事が出来たから起こった事だった。そしてこの二年余りの間、汐里は孝太郎との想い出を積み重ねてきた。もちろんここにいる孝太郎の方にはその記憶はなかったが、この汐里はそうやって生きて来たから、傷付いている孝太郎を放ってはおけなかった。

「駄目だよ里見君、こんな風にしちゃ………みんなが困っちゃうよ？」

　汐里は鞄の中から部活で使う筈だったタオルを取り出すと、血で汚れてしまうのも厭わず孝太郎の右手を拭っていく。そして血や泥がなくなったのを確認すると、ハンカチを包帯代わりにして孝太郎の右手を包んだ。

「………柏木、みんなって誰だ？　みんな、消えてしまったんだ………困る奴やつなんていないさ………」

　孝太郎は汐里の手当てを受ける間、ずっと沈ちん黙もくしたままでいた。孝太郎は汐里の存在にもその治療行為にも意識を向けていなかった。しかし彼女が口にしたある言葉にだけは、強く反応した。それは『みんな』という言葉だった。

「何言ってるの、里見君！　この間みんなと約束したじゃない！　今年こそみんなで甲子園へ行くって！」

　汐里が口にした『みんな』とは、野球部の仲間達の事だった。侵略者の少女達がいない世界においては、孝太郎は野球部に所属していた。一年の頃、野球部のマネージャーになった汐里が、渋る孝太郎を口説き落としたのだ。

「一度や二度負けたからって何だ、次も同じとは限らん！　俺おれはお前らを信じてる！　お前らは俺達の未来を信じろ！　―――そう言ったのは里見君じゃないのっ!!　その里見君が右手を壊しちゃったら、誰が球を投げるのよぉっ!!」

「………柏木………そうか、あいつらが居ない場合の俺は………」

　この時の汐里の言葉のおかげで、孝太郎にも『この汐里』が何者であるのかが分かってきた。『この汐里』は、孝太郎が六畳じよう間まの少女達と出逢わなかった場合の世界を生きてきた汐里だ。かつてクランが言っていた、無数に存在する別の世界。六畳間の少女達が消えた事で、孝太郎は結果的にそのうちの一つへ紛まぎれ込んでしまっていたのだ。そして彼女が口にした、別の孝太郎の言葉。自分自身の言葉だからよく分かる。それは二年前の自分なら決して口にしない言葉だ。それでいて今の自分なら言うかもしれない言葉でもある。この言葉を言うには他人を受け入れ、未来を信じなければならない。それはつまり、汐里と八人のチームメイトが、この世界の孝太郎を救ったという事なのだった。

「………一度や二度、か………そうだな。それにあいつらは、俺達の未来を信じてる。座すわり込んでる場合じゃないよな………」

　そしてこの世界を生きてきた自分の言葉が、孝太郎の両足に力を吹き込んだ。まだ終わっていない。次も同じとは限らない。そして何より、孝太郎を信じ、幸福な未来を信じてくれている人達がいる。その人達を裏切る訳にはいかない。孝太郎は立ち上がった。

「ありがとう柏木、君のおかげで大事な事を思い出した」

　立ち上がった孝太郎は汐里に向かって頭を下げた。この先、自分に何が起こるのかは分からない。だから孝太郎は、汐里と別れる前にきちんと礼を言っておきたかった。

「お礼なんかいいわよ。里見君の右手は里見君だけのものじゃないんだから。みんなの夢の一部なのよ？」

「そうだな、本当にそうだ。俺が馬鹿だった」

「里見君は時々繊細な部分が出ちゃうから、気が抜ぬけないわ」

「………柏木、君は俺の事をよく知っているんだな？」

「ずっと見てたもの。良い事も、悪い事も。ふふふ………」

　目に意志の力を取り戻した孝太郎を見て、汐里は満足げに微笑んだ。その笑顔はこれまでの孝太郎が見たどの汐里の笑顔とも違う。この世界の孝太郎と積み上げてきた日々が作り上げた笑顔だった。

　―――そうかっ、もしかしたらこの柏木ならっ!!

　汐里の笑顔を見た瞬間、孝太郎に天啓がひらめいた。そして孝太郎は慌あわててそれを汐里に尋たずねた。

「柏木！　俺が高校に入学した前後で、何か変わった事がなかったか!?」

　六畳間の少女達がいる世界は、タイムスリップのループのせいで始まりが分かりにくくなってしまっている。だが、この世界では違うかもしれない。そしてこの世界の孝太郎と生きて来た汐里なら、それを覚えているかもしれなかった。

「変わった事？　えっと、入学前後って言ったら………」

　汐里は右手を頬に当てるようにして考え込む。その少し後、汐里は申し訳なさそうな顔で答えた。

「あれぐらいしか思い付かないなぁ」

「心当たりがあるのか!?」

「うん、大した事じゃないんだけど………。入学式の前の日、だったかな？　里見君、マッケンジー君達と高校の裏山の広場で野球をやって………その時に頭を打って病院に担ぎ込まれたの。里見君も覚えてるでしょ？」

「入学式の前の日って言ったら、確か俺は!?」

　孝太郎の記憶にも、病院に担ぎ込まれた記憶が残っていた。だが、その理由が違う。孝太郎は遺跡の発掘のアルバイトの最中に頭を打って病院に担ぎ込まれた筈なのだ。

　―――そうかっ、あの遺跡は俺がフォルトーゼに行くから出来る！　俺が追放した錬れん金きん術じゆつ師し団の生活の跡なんだからな！　だがこの世界の俺はフォルトーゼに行かないから、遺跡はない！　恐らく俺とマッケンジーのアルバイト先も違う！　なのに俺はその場所で頭を打って、病院に運び込まれている!!

　それは奇妙な一いつ致ちだった。理由が違うのに、全く同じ日に頭を打って病院へ担ぎ込まれている。恐らくキリハならこう言うだろう。偶然が重なり過ぎていると。そしてそれは、何者かの意思の現れであると。孝太郎には裏山で頭を打って、病院に担ぎ込まれる必然があるのだろうと。

「里見君？」

「柏木、本当にありがとう。君のおかげで希望が出て来た」

　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの裏山は埴はに輪わ達たちが指定した円のエリアの僅わずかに外側だったから、これまでは調査の対象になっていなかった。だが埴輪達は精度の問題で円にこだわり過ぎるなと言っていた。可能性は大いにある。孝太郎はそこへ行くつもりだった。

「そう？　役に立てて良かった」

「悪いがちょっと用事が出来た。柏木、ここでお別れだ。また明日な？」

「明日？　あ、そっか、始業式明日だよね。うん、また明日」

「それじゃな」

「ばいばい、里見君」

　孝太郎は汐里に背を向けて歩き始める。目指すはもちろん高校の裏山。だが孝太郎は数歩行きかけたところで一いつ旦たん足を止め、後ろを振り返った。

「そうだ、柏木」

「うん？」

　汐里は話をしていた場所から動いておらず、そのまま立ち去る孝太郎の背中を見つめていた。だから二人は十歩ほどの距きよ離りを置いて、再び向かい合った。

「俺、明日になったら妙な事を言うかもしれない。今日は君と会ってないとかさ。でもそれは明日の俺がおかしいんじゃない。今日の俺がおかしいんだ。だから君の事が嫌きらいになったりとか、そういう事じゃないから。俺が変な事を言っても、気にせずこれまで通りに接してやってくれ」

　この孝太郎と汐里の出会いは、本来なら有り得ないものだろう。だから孝太郎は、この出会いがこの世界に妙な影えい響きようを与あたえてしまう事は避けなければならないと考えた。クランと過去の世界へ行った時と、事情は同じだった。

「………やっぱり、里見君は私の里見君とは違う里見君なんだね………」

　それに対する汐里の答えは、驚おどろくべきものだった。汐里は目の前の孝太郎が、別の孝太郎である事に気付いていたのだ。

「柏木、気付いていたのか!?」

「うん。目が違ったの、私を見る目が………」

「なるほど、それは仕方ないな」

　孝太郎の汐里に関する記憶は、修学旅行の時からの物だ。だがこの世界の孝太郎と汐里は既すでに二年も友達として過ごしている。見る目が違うのは当然だった。

「それにね、里見君は私を『柏木』って呼んだでしょ？」

「それが君の名前だ」

「それはそうなんだけど………ふふふ、実はね里見君、去年の夏の大会の後から、私の里見君は私を『汐里』って呼ぶようになったの」

　汐里はまるで悪戯の種を明かすかのように楽しそうに笑っていた。不思議そうにしている孝太郎の姿がおかしくて仕方がなかった。

「そいつは………そりゃあ気付いて当然だな」

　孝太郎も笑う。汐里の言葉の意味は少女達に鈍感だと言われ続けている孝太郎にも分かる。この汐里が生きて来た世界では、彼かの女じよと孝太郎は恋人同士になっていたのだ。

「だが、それならどうして俺が言っている事をそのまま受け入れた？　得体の知れない相手だって、分かっていたんだろう？」

「そこが難しい所なのよ。里見君は里見君。あなたは私の里見君じゃないけれど、やっぱり里見君なの」

　汐里は困ったように笑う。汐里の感覚では、絶対に恋人の孝太郎ではなかったが、間ま違ちがいなく孝太郎ではあった。だからどうしたものかと困こん惑わくしていたのだ。だが幸いにして、その謎なぞは解けた。汐里は孝太郎の言う事なら信じられる。恋人ではなくても、大事な時に嘘うそを言わない人間である事は誰よりもよく知っていたから。

「それで信じてくれたのか」

「うん………そうだ、私にも訊ききたい事があるんだけど」

「言ってくれ。何でも答えるぞ」

　孝太郎はこの世界の自分が汐里を選んだというのなら、その判断を信じる。何でも隠さずに答えるつもりだった。

「………あなたは『誰の里見君』なの？」

　それは直球ど真ん中、単純かつ答え難にくい質問だった。だが確かにそれはこの世界の汐里には気になる事だろう。孝太郎は苦く笑しようすると質問に答えた。

「誰の………か。そこが難しい所なんだ。俺を助けようとしてくれた子は、一人じゃないんだ。だから誰もがとても大切で………決めかねてる。マッケンジーには早く決めろって急かされてるよ」

「そうなんだ。じゃあ、その人達を助けに行くのね？」

「ああ………本当に君は俺の事をよく知っているんだな」

「そんなの当たり前でしょ。ふふふ………」

　汐里が孝太郎を見付けた時の様子はただ事ではなかった。あれは何かとても大切なものを失った時の姿だった。その後の孝太郎の言動も、それを裏付けている。そして何より、汐里は孝太郎を愛しているから。

「じゃあ………今度こそ本当に行く」

「うん、また明日ね、里見君」

　この時、汐里は感じていた。結末がどうあれ、この孝太郎には、もう二度と逢えないのだろうと。明日会う孝太郎は、汐里の恋人の孝太郎なのだろうと。当たり前の事なのだが、少し寂しい。だから汐里は言うのだ。また明日、と。

「おう、また明日な！」

　同じ事は孝太郎も感じていた。だから同じように答えた。結果がどうあれ、そう信じる方が楽しい筈はずだった。

「頑がん張ばってね！　絶対にその人達を助けてあげて！」

「お前らも絶対に行けよ、甲子園！　俺の夢でもあるんだからさ！」

「うん！　あなたのお尻ひっぱたいておく！」

　目指すのは明日。あるいは明るい未来。そしてこの不思議な出で逢あいには、悲しい事など何もなかったから。だから二人は、笑え顔がおで別れた。







はじまりにしておわりなるもの　四月五日（火）







　もう一人の汐しお里りとの出逢いは、完全に折れていた孝こう太た郎ろうの心を呼び覚ました。正確にはもう一人の孝太郎の言葉が、孝太郎と侵略者の少女達の願いを思い出させたのだ。孝太郎を信じる、明るい未来を信じる―――孝太郎には信じて待ってくれている人達がいる。それをほったらかしにして、自分だけ諦めてしまう訳にはいかなかった。

「………やっぱりこうなってるのか………」

　汐里と別れた孝太郎は、大急ぎでアルバイト先の遺跡へ向かった。だが息を切らせて高校の裏山を登り切った孝太郎の目に飛び込んで来たのは、ただ土が剥き出しになっている荒れた広場だった。そこには同僚の作業員の姿もなければ、重機やプレハブ小屋もない。少女達が最初から居なかった事になっているので、遺跡そのものがこの場所に存在しなくなってしまっているのだった。

「………だが、ここに何かある筈だ………」

　にもかかわらず、孝太郎は強い確信を持って遺跡―――広場へ入っていく。バイト先の遺跡でも、この無人の広場でも、二つの世界の孝太郎は共に頭を打って怪我をしている。冷静になって思い返してみれば、早さ苗なえの姿を初めて見たのはそのすぐ後だった。この場所には何かがある。孝太郎はそう確信していた。

「………それにこの感じ………」

　広場に入った時から、孝太郎の霊れい感かんに触れるものがあった。それが何で、何処どこにあるのかは分からない。そのつもりで捜さないと分からないぐらい、微かすかな感覚だった。その感覚が孝太郎の確信を強めていた。

「………あの頃の俺の担当エリアは………」

　孝太郎は二年前の記き憶おくを呼び起こしながら、慎しん重ちように歩を進めていく。何かがあるのだとしたら、アルバイトで自分が担当していたエリアの近くであると考えるのが妥だ当とうだろう。だが既に発掘されているエリアではない。そうなら何かが見付かっている筈だからだ。だからエリアの近くだがまだ手付かずの場所、そう考えるべきだった。

「………それと野球だ………ボールが当たったのか？　それともボールが茂みに飛び込んだのか………？」

　また汐里の証言によれば、この世界の孝太郎達はここで野球をやったという。この世界の孝太郎は、その中で頭を打ったらしい。だが又聞きの汐里は状じよう況きようまでは知らなかった。その先は推理する以外にはなかった。

　野球で頭を打つ状況は幾いくつも考えられる。ボールが当たったとか、スライディングを頑張り過ぎたなどというものだ。孝太郎はその中では、打球や暴投を追って茂みに飛び込んだ結果、という可能性が一番高いように思えた。上を見ながらボールを追い、足を取られて何かにぶつかったり転んだりというのはよくある事故なのだ。

「………そうなってくると、この辺りか………？」

　条件をまとめると、アルバイトの担当エリアの近くで、野球のボールが飛び込みそうな茂み、という事になる。野球で遊ぶ為ためには一定の広さが必要となる。守備の選手を配置するスペースが必要だからだ。特に重要なのはピッチャーとキャッチャーを含む、内野の守備位置だろう。孝太郎は頭の中で、自分のアルバイトの担当エリアで野球をやる場合の最適な守備の配置を考えていく。すると野球場なら一塁側のスタンドにあたる位置に雑木林がある事に気付いた。この場合、フライが上がってファーストかライトを守っていた孝太郎が雑木林に向かって走っていく姿が容易に想像出来る。またその雑木林は発掘していたエリアの外側にあたる位置でもあった。

「………この、向こう………」

　孝太郎は雑木林の前までやって来ると、その様子をじっと見つめる。まだ日が高いので雑木林は明るかったが、背の高い木だけでなく背の低い木や草花が生い茂っており、足元は殆ほとんど見えていない状態だった。もちろん雑木林の向こう側も見通せない。だが、この場所に立った時から、何かが霊感に触れる感覚が強まっている。孝太郎はこの先に何かがあるに違ちがいないと、はっきりと感じ始めていた。

　ブンッ

「剣けんが!?」

　そして孝太郎の考えを裏付けるかのように、孝太郎の目の前に突然二本の剣―――サグラティンとシグナルティンが出現する。孝太郎は呼んでいない。二本の剣は自らこの場所に出現したのだった。

「………剣が必要という事か………」

　これは奇妙な出来事だった。少女達たちが消えた事で、孝太郎はフォルトーゼに行かなかった事になっている筈だが、剣は変わらず存在していた。孝太郎はその事に強い疑問を感じつつも、二本の剣を手に取った。この状況で剣が自分からやって来たという事には、きっと何かの意味があると考えての事だった。

『孝太郎………』

　孝太郎が剣を手にした瞬間だった。孝太郎の脳のう裏りに何者かの声が響いた。それは誰だれかが話しかけて来た訳ではない。孝太郎の記憶の中から飛び出してきた声だった。

「そうだ！　確か俺はこの場所で、誰かの声を聞いたんだ！」

　孝太郎は失われていた記憶の一部を取とり戻もどしていた。二年前のあの日、アルバイトをしていた孝太郎はこの場所で何者かの声を聞いた。そしてその声に誘さそわれるようにして雑木林の中へ足を踏み入れたのだ。

『孝太郎………』

　記憶を辿って孝太郎が雑木林に目を向けた時、再び誰かの声が聞こえてきた。だが今度は蘇った記憶ではない。実際に誰かが呼よび掛けて来ている声で、しかも記憶の中の声と同じ声だった。

『こちらへ………』

「あの時と同じだ………俺はこの声を聞いて、雑木林へ入っていった………」

　孝太郎はかつての出来事をなぞるかのように、雑木林に踏み込んでいった。雑木林は大小の樹木や雑草類に覆われ、視界は極きわめて悪い。あの時の孝太郎は、完全に賢けん治じの悪戯だと思い込んでいた。そしてもう一人の孝太郎は恐らく、一塁側への打球を追ってこの雑木林へ飛び込んだのだろう。

「そして………俺はこの穴に落ちた！」

　やがて孝太郎は雑木林の中で見付けた。雑草や低い樹木に埋もれるようにして存在している、丁度人間一人が通り抜けられるくらいの大きさの穴を。孝太郎はこの穴に落ち、後頭部を強打したのだった。










　二度目という事もあって、孝太郎が穴に落ちるような事はなかった。孝太郎は滑らないように気を付けながら慎重に穴を降りていく。穴の中は暗かったが、二本の剣が光っているおかげで周囲の様子はきちんと見えている。穴に入ってからそう時間はかからずに、孝太郎は穴の底へ辿り着く事が出来た。

「これはなんだ!?」

　穴の底には光が満ちていた。その光は孝太郎の周囲を照らし出している。そこはおよそ十メートル四方の部屋で、壁かべと床ゆかは精巧な石造り。そしてそこには円を描くようにして九本の柱が立っている。柱は人の背丈ほどで、その天辺には透明な球体が載っている。球体はそれぞれ違う色で光っており、その色は虹にじの七色に白と黒を加えた九色。それらが混じり合う事で日の光に似た暖かい光が部屋を包んでいた。

「人が居る!?」

　柱が作る円の中央には一つの台が置かれていた。それはやはり石造りで、表面を丁てい寧ねいに削って仕上げられている。そしてその台の上に、一人の少女の姿があった。この少女は不思議な姿をしていた。周囲の光を反射して九つの色に輝かがやく長い髪かみ。巫女の装束のようにも和服のようにも見える、独特の雰ふん囲い気きを持った衣服。またよく見るとその足は地面についておらず、身体は僅かに宙に浮いている。そして何より印象的なのは彼女の瞳ひとみだ。それは深く澄すんだ美しい瞳で、まるで透明度の高い湖を覗き込んでいるかのようだった。彼女はその美しい瞳で、じっと孝太郎を見つめていた。

　―――おかしい………なんだろう、この感覚は………？

　この時、孝太郎は戸と惑まどっていた。だが孝太郎は、この不思議な少女の登場に戸惑っていた訳ではなかった。むしろその逆で、孝太郎は全く警けい戒かい心や恐きよう怖ふ心が湧かない事に戸惑っていた。この時の孝太郎は、少女をよく知っている人間のように感じていたのだ。

　―――逢った事はない………いや、フォルサリアで一度だけ見た事が………しかしあの時は四色だった筈………この子は一体………？

　孝太郎の記憶では、逢った事があったとしても一度きり。しかも見ただけで、言葉を交わした訳ではない。こんな風に感じる理由は、どこにも無い筈だった。

　シャリィィィン

「剣が!?」

　孝太郎が戸惑っていると、二本の剣が勝手に鞘から抜け出して、孝太郎の目の前に浮かび上がった。そして剣は一体となり、虹色の輝きを放ち始める。ナルファラウレーン。その刀身を包つつむ輝きは、目の前の少女と同じだった。

「………孝太郎、ずっと、あなたを待っていました………」

　少女はまるで剣が一つになるのを待っていたかのように話し始めた。彼女の声には聞き覚えがあった。地上で聞いたのと同じ、つまり二年前に聞いたのと同じ声だった。だが向かい合って改めて聞くと、それとは全く違う意味で、孝太郎はその声を知っているような気がしていた。まるでとても仲の良い友達の声を聞いているかのような。しかしそんな筈はないのだ。孝太郎には彼女と言葉を交わした覚えはなかったから。

「君は一体………？」

　感覚と記憶が一致せず、孝太郎は戸惑いながら一歩一歩少女へと近付いていった。やはり警戒心や恐怖心は湧かない。心は何故か、彼女には危険は無いと確信していた。それもまた孝太郎を戸惑わせていた。

「あなたという存在は無限の並行世界に数多く存在していますが、その剣に九色全すべてを宿して帰ってきたのは、ここにいるあなたが初めてです」

　孝太郎が近付いていくと、少女は台を降りて孝太郎と向かい合う。彼女の身体は宙に浮いていたから、二人は同じ高さで視線を交わす事になった。

「君は誰なんだ？　一体何の話をしている？」

　間近で視線を交かわした事で、孝太郎の戸惑いは更さらに強まった。少女の瞳の中にあるものを、やはりよく知っているような気がしたのだ。

「一つ目の願いは叶えました。願いはあと二つです」

　少女は孝太郎の疑問には答えず、逆に更に困惑させるような言葉を口にした。

「………あっ………」

　だが、それがきっかけだった。孝太郎の脳裏に二年前の記憶が蘇ってくる。それはまるでダムが決壊したかのような、怒涛の様な勢いだった。
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　二年前、穴に落ちた孝太郎はここで目の前の少女と出逢った。その経けい緯いは記憶を取り戻す前のやり取りと大して変わらない。違っていたのは、孝太郎にとって少女は見ず知らずの相手だったので、警戒をしていた事ぐらいだった。

『君は一体………？』

『私もその答えを探しています』

『ここで何を？』

『ずっと待っていました。あなたが訪ねて来るのを………』

　少女の話は抽象的で、孝太郎にはよく理解出来なかった。当時の孝太郎は、心の奥底では他人を拒絶していたという事情もある。擦れ違うだけの相手に期待をする意味はないと思っていたから、別に分からなくても構わなかったのだ。だが彼女は一つだけ気になる事を言った。それは孝太郎を待っていた、という言葉だった。

『俺を待っていた………？　どういう事なんだ？』

『あなたは無限の可能性。私を全知全能から解放してくれるかもしれない、唯ゆい一いつの希望。確率の特異点』

『よく分からないよ。もっと分かり易く言ってくれないか？』

　少女の言葉に孝太郎は混乱した。そこで彼女は多くの過程を省略し、必要な事だけを口にした。全てを伝える訳にもいかなかったから、それは必然でもあった。

『あなたの願いを三つ叶かなえましょう。どのような願いであっても、三つだけ』

『願いを………叶える？』

『はい』

『どんな願いでもって………本当にどんな願いでも？』

『はい』

　どんな願いでも叶える―――急にそんな事を言われても、孝太郎は混乱の度合いを増すばかりだった。そんな事を簡単に信じられる筈はない。仮に彼女が本気だとしても、孝太郎は比喩表現だと考えていた。孝太郎が彼女に不可能な事を願ったら、彼女のやれる範はん囲いで全力で叶えます、というくらいの事だと思っていたのだ。

『それじゃあ試ためしに………波は乱らん万ばん丈じようで楽しい高校生活を送りたい。でも、受験があるから二年生まででいいかな………こんな感じでどうだろう？』

　だから孝太郎は軽い気持ちで一つ目の願いを口にした。それは当たり障さわりのない、叶わなくても別に何の問題もない願いのつもりだった。彼女の意図は分からなかったが、この程度の願いなら現実的だと思える。ここで友達が一人出来るだけで、高校生活は少しばかり向上するだろうから。

『分かりました。では―――』

　その結果、今があった。確かに孝太郎は今日までの二年間、波乱万丈で楽しい高校生活を送ってきたのだった。










　完全に記憶を取り戻した孝太郎は大きく動どう揺ようした。かつて自分が何を願ったのか、それから何が起きたのか。それらは理解出来ても、受け入れるのは難しい。何故なぜならそれは世界の在り様が完全にひっくり返ってしまった、という事を意味していたからだった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　という事は、あいつらは君が送り込んだのか!?」

「はい。あなたが願った通りに、波乱万丈で楽しい高校生活になった筈です」

　少女はそう言ってきっぱりと頷うなずいた。孝太郎が言うあいつら―――侵しん略りやく者しやの少女達は、孝太郎の願いに応えた彼女によって一〇六号室へ送り込まれた。そして孝太郎は侵略者の少女達と出逢い、対立し、少しずつ互たがいを理解し、思い遣り、やがては手を取り合い、共に多くの困難を乗り越え、当たり前の平へい凡ぼんな日々を分かち合った。それらは全て孝太郎の願い通りに、高校生活をよりよくする為のものだったのだ。

「だったらどうしてだ!?　あれが全て君のやった事なら、どうして今になって急に取り止めたりしたんだ!?」

　少女達を送り込んだのが彼女であるなら、消したのも彼女である筈だ、孝太郎は自然とそのように考えた。分からないのは何故そうしたのかという事。孝太郎も少女達もそれ故ゆえに苦しんだ。放っておいてくれても良かっただろうに。

「あなたの願いは二年間だった。それが過ぎたので、元に戻しました」

　彼女が少女達を消した理由はシンプルだった。それが孝太郎の願いだったからだ。二年前の孝太郎は、高校三年生は受験だから別に楽しくなくて良いと考えていた。それ故に少女達は消える事になったのだ。それは孝太郎が抱かかえていた心理的な欠陥故である、と言い替かえる事も出来るだろう。当初孝太郎が考えていた『波乱万丈の楽しい高校生活』の中には、他人との強いかかわり合いが含ふくまれていなかった。だから二年間で構わなかった。しかしこの二年間で孝太郎の考え方が変化していたから、問題が生じたのだった。

「………そういう事だったのか………」

　キリハが指し摘てきしていた確率の偏かたより、その裏にはこんな真実が隠かくされていた。信じ難い話ではあるが、キリハの予測とこれまでの出来事が、結果的にこの少女の言葉が正しい事を証明している。孝太郎にはもう、否定の言葉は見付からなかった。

「………願いは後二つと言ったな？」

「はい。どんな願いでも、あと二つだけ」

　残る問題はただ一つ。これからどうするのか、という事だった。二年間を楽しく過ごしたのだから、当初の予定通り受験生に戻るのも良いだろう。あるいは受験の成功を願ってもいい。それと並行して新たな楽しい高校生活を願っても良いだろう。期限を区切れば、今回と同じように簡単に元に戻れる。可能性は無限にあった。

「だったら………俺にあいつらを返してくれ」

　だが孝太郎が願ったのは、消えてしまった侵略者の少女達を取り戻す事だけだった。孝太郎は他の願いを叶えようとは思わなかった。ほんの少しも。

「あいつらとは、九人全員を、という事ですか？」

「そうだ。それ以上も、それ以下も望まない」

　かつてクランと何度となくぶつかった、タイムスリップに関する悩み。孝太郎達たちには時間に限りがあるから、誰を救い、誰を救わないのか、それを決めるのはとても難しい。だからこう決めた。意図的にタイムスリップを利用したりはせず、しかし目の前にあるものは救うと。それが限りある命を持つ孝太郎達が考え出したルールだった。

　今回もそれと同じ考え方をした。どんな願いでも叶う、それはタイムスリップよりも巨きよ大だいな力だ。だからこそ、叶える願いは目の前の事件を解決する事に限る。消えた侵略者の少女達を取り戻す事だけに。神のように世界を変える気には、なれなかった。

「期限を付けずに彼女らを戻せば、あの世界があなたの現実として永久に定着する事になります。かつてのあなたが望んでいたような、普ふ通つうの生活には戻れなくなってしまいますよ？」

　少女達の存在を前提として、孝太郎の世界は非現実的な方向に変化した。だから再び彼女らを呼び戻せば世界はそのようになるという事。孝太郎がただの受験生として生きる世界は、永久に失われるだろう。

「構わん、やってくれ」

「………何故そう思うのですか？」

「理由なんかない。ただ俺の人生には、あいつら全員が必要なんだ。いつの間にか、それが俺にとっての普通になっちまってたんだ！」

　朝には太陽が昇り、夕方には沈しずむ。雨が降れば空には虹がかかる。そこには理由なんてない。世界はそういう風に出来ている。そして孝太郎の世界には侵略者の少女達がいる。そこには理由などない。それが今の孝太郎の世界なのだ。

「あいつらにとってもそうだ！　そう願ってくれていた！　そしてもちろん、あの世界であいつらと一いつ緒しよに生きてきた人達にとっても！」

　孝太郎はキリハの不在に心を乱されていた幼稚園児の少女を覚えている。彼女はある筈のものがない事を感じて苦しんでいた。そうした事は、きっと彼女以外にも起こっているだろう。早苗の両親、晴はる海みの元クラスメイト、ゆりかのコス研の仲間達。他にも沢たく山さん。そうした人達にも、太陽と虹を返してやらねばならない。たとえその始まりが、誰かに作り出だされたものだったとしても。それらはもう、十分に本物の輝きを備えていたから。

「………ああ………幾百億の昼と夜、幾千億の旅路を超え………無限に存在し、しかし閉ざされたこの世界の中で、一体幾度この時を夢見た事でしょう………」

　不思議な事に、孝太郎の願いを聞いた少女は、両の目から大おお粒つぶの涙なみだを流し始めた。その涙が途と切ぎれる事はなく、次から次へと生み出され頬ほおを伝う。やがてそれらは周囲の光を浴びて九色に輝く雫となって零こぼれ落おちていった。

「どうして君が泣く？　悲しいのか？」

　孝太郎には目の前の少女が泣く理由が分からなかった。孝太郎の願いは、彼女が泣くような話ではない筈なのだ。なのに彼女は大粒の涙を流している。孝太郎はそれが不思議でならなかった。

「いいえ、嬉うれしくて泣いているのです。あなたがそう願ってくれた事が、彼女達を望んでくれた事が、嬉しいのです」

　彼女が首を横に振ふると、涙の粒が輝きながら舞い散る。それに気付いて彼女は涙を拭ぬぐおうとした。だが幾ら拭っても、涙は後から後から溢れ出して来る。結局彼女は涙を拭うのを諦め、そのまま笑顔を作った。それは涙に濡ぬれていたが、彼女の言葉通り、紛まぎれもなく喜びの笑顔だった。

「………それをずっとずっと、待っていましたから………孝太郎、ようやくそれを願って下さいましたね………？」

　そうやって笑うのと同時に、彼女の全身が半透明に変化した。一いつ瞬しゆん、彼女も消えるのかと身を硬かたくした孝太郎だったが、すぐにそれが勘かん違ちがいである事に気が付いた。

「ヤッホー、孝太郎っ!!　寂しかった!?　あたしは寂しかった!!　だからすぐに慰めれ!!」

「やーっとはっきり言いよったぞ。こんなに簡単な事を認めるのに、どれだけ時間をかけておるのじゃ、まったくもぅ………」

「殿でん下か、おやかたさまを責めないで差し上げて下さい。殿との方がたにはわたくし達には窺い知れぬ事情がありますれば」

「ま、意地を張らずにちゃんと正直に言ったのは褒めて差し上げますわ」

「真ま希きちゃぁん、泣いてないで里さと見みさんに何か言った方が良いですよぉ？」

「だって………だって私、里見君にこんなに………うっ、うぅっ、嬉し、くて………」

「んー、桜さくら庭ば先せん輩ぱいは余よ裕ゆうですねぇ？　やっぱり最後の一人だから大だい胆たんにお別れのキスとかしたんですか？」

「してませんっ！　絶対にキスなんてしてませんからっ！　ちゃんと聞いてますか笠かさ置ぎさんっ!?」

　中央の少女が半透明になったのと時を同じくして、彼女の周囲を囲む柱の前に一人ずつ人ひと影かげが現れた。この人影は身体が半透明になっている侵略者の少女達だった。彼女達の現れ方は、孝太郎にはまるで中央にいる少女の存在が分け与えられたかのように見えた。

「みっ、みんなっ、無事だったのか!?」

「うん。無事とゆーか、最初っから危険はなかったとゆーか」

「そうか、よかっ―――いやいやいや、待て待て、待ってくれ！　という事は………まさかっ、お前ら全員がこの子の分身だったって事なのかっ!?」

　孝太郎が消えた少女達との再会に安あん堵どしていられたのは、ほんの束の間だった。問題の少女の姿が薄うすれるのと同時に、侵略者の少女達が姿を現した。孝太郎は少女達の顔を見て安堵した直後に、それが何を意味しているのかという事に思い至り、激しく混乱した。その混乱具合はこれまでの比ではない。全く意味が分からない、お手上げ状態だった。

「どうやらそうらしいのだ。我も流石さすがにここまでの事は想像していなかった。我ら九人はその娘むすめの分身―――というより、そのものなのだ」

　そしてキリハは少女に代わって話し始めた。

　このどうしようもなく孤こ独どくだった、少女の物語を。







六畳間の侵略者　四月五日（火）







　その存在が自我に目覚めた時、最初に感じたのは世界の狭せまさだった。時間がほぼ静止している無限に小さな世界に、自己の意思と無限のエネルギーだけが存在している。その事に対して、その存在は漠ばく然ぜんとした不満を感じていたのだ。

　だが狭いという概念はあくまで比較するものがあってこそ成立するものだ。実際にその存在が感じていたのは比較するものが存在していない事に対する不満だ。世界には自分しか存在しておらず、自分は漫然とそこに存在している事しか出来ない。世界の構造がそのようなものになっている事に対して、この存在は不満を持っていた。それを我々に分かるように言い替えるなら、孤独である事に耐たえ兼ねていた、という事になるだろう。




　だがある時、そんな状況に変化が起こった。それはエネルギーの揺らぎの中から出現した、一組の少年と少女だった。だが世界はあまりにも狭い。空間は極限まで圧縮されており、その二人は出現した直後にエネルギーに還元される運命にあった。しかし実際にはそうならなかった。この世界に単独で存在していた者が、二人に興味を持ったのだ。その存在は二人が消しよう滅めつしてしまわないように守ると、何であるのかを調べ始めた。




　この時の接せつ触しよくによって、この存在は自分が孤独である事を知った。少年の認にん識しきと記憶から孤独の概念を理解したのだ。自分―――その認識さえもこの時に生じた―――が何に苛立っていたのかを理解したこの存在は、そこから逃れる術を求めて更に少年を調べていった。その過程で、この存在は自己を定義する事が出来た。少年の認識と記憶の中から、自己を表現する概念を見付け出したのだ。

　驚おどろいた事に、少年は過去の時点で既にこの存在との邂逅を果たしていた。その時の情報を基もとに、この存在は自らを作り上げていった。九色に光り輝く髪、華きや奢しやな女性の身体、和服とも巫女の装束とも取れる独特の衣装―――その存在は、超時空反発弾によって宇宙から弾き出された孝こう太た郎ろうと出逢った事で、彼女になったのだった。




　孝太郎とクランを元の世界へ帰した彼女は、自分の世界を拡張し宇宙を生み出した。そうしなければ孝太郎とクランが困った事になるのは勿論だったが、そうする事で孤独を癒す事も目的の一つだった。

　しかしその試みはあまり上手うまくいっていなかった。宇宙の誕生から幾星霜、多くの文明が生まれては消えていった。そうした文明の中には、彼かの女じよを見付け出してくれる者も幾らか存在していた。だがそうした者達の中にも、彼女を孤独から救ってくれる者は現れなかった。やはり全知全能であるという事が足を引っ張っていた。邪悪な者は全知全能だけを求め、結局彼女を見ない。心正しき者は全知全能を拒きよ絶ぜつした。全知全能の力は世を乱す原因であり、人には過ぎたる物だと考えてしまうのだ。

　彼女に最も大きな希望を抱かせたのは、古代フォルトーゼ人だった。彼かれらは正義と優やさしさ、公正と愛情に溢れていたから、彼女は大きな期待を寄せていた。しかしそんな彼らでさえ、結局は自ら剣を封印して繋つながりを断ってしまった。その時ほど、彼女は自身が全知全能である事を悲しんだ事はなかった。誰も彼女の孤独を理解しない。ただ一緒に居てくれと望んではくれなかったのだ。




　孤独が生み出す絶え間ない苦痛、繰くり返かえされる落胆と絶望。一人でそれに耐え続ける彼女にも、一つだけ希望があった。それは孝太郎の存在だった。

　孝太郎はこの永遠の時間と無限の広さを持つ宇宙でただ一人、彼女を受け入れてくれる可能性がある知的生命体だった。孝太郎はタイムスリップに巻き込まれ、過去の世界へ行く運命にある。過去への移動はフィードバックを形成し、無限に現在が―――並行世界が生み出されていく。それは孝太郎という個人が無限の可能性を持つという事を意味する。そして無限に孝太郎が存在するなら、もしかしたら一人ぐらいは彼女を受け入れてくれるかもしれない―――彼女はそれに賭けたのだ。




　そして孝太郎にはタイムスリップ以外にも、もう一つ特別な資質があった。










　キリハが口にした特別な資質という言葉は、孝太郎を困こん惑わくさせた。

「特別な資質だって？　そんなものはない！　俺おれはただの人間だ。資質という意味なら、お前らの方がよっぽど特別なんじゃないか？」

　孝太郎は自分に特別な資質があるなどとは思ってもみなかった。いきなりそんな事を言われても、首を傾かしげる事しか出来ない。すると晴はる海みが孝太郎に小さく笑いかけ、キリハの話を引き継いだ。

「資質っていうのは、そういう意味ではないんです」

「じゃあ、どういう意味なんですか？」

　孝太郎が問い返すと、晴海は何故か笑顔を消した。そして真しん摯しな瞳と声とで、その続きを話した。

「里さと見み君は幼い頃ころの経験から………心の奥おく底そこでは他人を受け入れていませんでした。どんな人間もどうせいつかは居なくなってしまうと、諦めていたんです」

　孝太郎はかつて自分のミスで母親を失い、心に大きな傷を負った。流石にこの内容は、笑顔では話せない内容だった。

「受け入れる事が出来るとすれば、絶対に居なくならない人間だけでしょう」

　孝太郎には晴海の言葉が否定出来なかった。結果として今の孝太郎はその考えを間ま違ちがっていると考えている。九人の少女達との日々が、長い時間をかけて孝太郎に教えてくれたのだ。だが、かつてはそうだったのは間違いなかった。そして今も、本質的にはその考えを捨て切れてはいないだろう。人間はなかなか変われない。根っ子の部分に関しては、この先の日々が変えていくものだった。

「しかし現実には絶対に居なくならない人間なんて有り得ません。有り得るとすれば、それは唯一無二の絶対存在―――里見君、あなたは人間としての全能神を、必要としてくれていたんです」

　全知全能が必要であった訳ではない。ただの人で構わなかった。だが絶対に居なくならない為には全知全能が必要になる。目的ではなく、手段として。孝太郎には全知全能を受け入れるだけの資質が備わっていたのだ。

「それはタイムスリップが起こる人間の中では、あなただけが持っている、特別な資質でした」

　タイムスリップは人為的にも自然現象としても発生する。それに巻き込まれる人間は孝太郎一人ではない。宇宙全体の長い歴史を見れば、多くの人間が過去や未来への移動を経験する。だがそうした人間達の中で、孝太郎だけが備えていたのだ。全知全能を受け入れ得る、特別な資質を。

「俺がそんな………だが確かに………」

　孝太郎は大きく目を見開き、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。晴海の指摘は予想外だった。だが間違ってはいなかった。孝太郎は他人はいずれ居なくなるものだと思いながらも、他人との繋がりを完全には切れずにいた。孤独を恐れ、心のどこかで他人を求めていたのだ。そういう孝太郎の矛む盾じゆんした願望を満たせる存在、それは確かに晴海が言うような存在でしか有り得なかった。

「そう、だったかも、しれないな………」

　孝太郎は冷や水を浴びせられた気分だった。自分の隠された願望と向き合うのは辛つらい事だ。それが分かるから、晴海はただ優しい視線で孝太郎を見つめていた。だからその先の話は、ルースが引き継いだ。

「ですがおやかたさまが本質的に絶対に居なくならない人間を求めておられたとはいえ、いきなり全能神を受け入れるのは極めて困難です」

　孝太郎の願望がどうあれ、全知全能は人の手に余る。その問題は依い然ぜんとして存在していた。全能神と手を取り合う為のハードルはあまりに高い。

「そこで無理をせず、少しずつ理解をして、受け入れて頂く必要がありました。だからまずはちょっとした出来事。それに慣れたらより大きな出来事………少しずつ、おやかたさまが無理なく不思議な出来事を受け入れられるように、ステップアップしていく必要があったのです」

　スポーツでも同じだ。慣れない事は出来ない。いきなりトップアスリートのように試合は出来ないのだ。孝太郎にも練習が必要だった。全能神を受け入れる為の練習が。

「ちょ、ちょっと待ってくれっ!!」

　全ては全能神を受け入れる為の予行演習。だとしたらルースが言う『まずはちょっとした出来事』は一体何を示しているのか―――それに気付いた孝太郎は黙だまっていられなくなった。

「じゃあっ、その為にお前らが来たって言うのか!?　俺の心を広げる為にっ!?」

　孝太郎の心には―――というより、基本的に誰の心にも―――全能神を受け入れるだけの余裕がない。六畳間に宇宙を詰つめ込もうとするようなものだ。だから誰もが部屋に入れないという選せん択たくをする。そうならない為に、彼女は『まずはちょっとした出来事』を送り込んだ。それに慣れた頃に『より大きな出来事』を送り込む。彼女はそういった事を繰り返す事で、孝太郎の心を広くしようとした。自分の事だけで精せい一いつ杯ぱいだった六畳間サイズから、仲間の為に宇宙を駆け回る大だい冒ぼう険けんをしようと思える銀河サイズまで。そうなってくれればあるいは全能神をも―――彼女はそう考えたのだった。

「どうやらそのようじゃの」

　ティアが苦く笑しよう気味に肩を竦めた。派手好みのティアも、ここまで派手な事はやらない。我わが事ながら、ティアも驚いていた。

「またそれと並行して、こやつは自分がどのような存在なのかを九つに分割し、少しずつそなたに提示していったのじゃ」

　早さ苗なえのように莫大な霊れい力りよくを持ち、ゆりかのように魔ま法ほうで世界を改変し、キリハのように未来を見通す頭脳と、ティアのように優れた戦せん闘とう能力、ルースのような正確な情報の収集能力、クランのような先進的な科学技術、真ま希きのような逆らい難がたい心を操あやつる力、そして晴海と静しず香かのような創造と破は壊かい。つまり九人揃えば全知全能、という訳なのだった。

「それだけじゃないよ。このコはね、悩み事も九つに分割したの」

　珍めずらしく早苗も大おお真ま面じ目めだった。やはり自分と仲間の存在と運命にかかわる事なので、彼女も笑いながらは話せなかった。

「あたしはずっと一人だったし、キリハはあんたを捜してた。ゆりかは周りが何も分かってくれなかったし、ティアとルースには信じられる人なんていなかった。真希は誰かの温もりが欲ほしくて凍えてた。晴海はあんたを追って世界を飛び越え、メガネっ子はタイムスリップで神様の悩みにぶつかった。静香は一人で一〇六号室―――あたし達の世界を守ってた」

　悩み事も存在と同じで、九人揃えば彼女自身の悩みになる。彼女はこの九つの悩みから救われる日をずっと待っていたのだ。

「そして九人に分かれた事で私達は対立した。彼女が抱えている精神的な問題や葛かつ藤とうが実体化したのね。里見君はそこに放り込まれた」

　静香はどこか腹立たしそうにそう話した。能力、悩み、立場。九色に輝く少女の胸の中ではそれらが常に対立していた。それを分割して外へ出せば、当然対立は必至だ。だから少女達たちは争い合った。その結果として一〇六号室が燃えそうになったりしたものだから、今の静香は不機嫌になっていた。自分の事なので怒りのやり場が無いのも不機嫌になる理由の一つだった。

「それじゃあ、この子は………」

　孝太郎にも分かりかけて来た。少女の胸の内が。少女が何を求めていたのか。

「そう、ずっと待っていたのですわ。あなたがわたくし達全員を和解させる日を。そしてわたくし達全員を、受け入れてくれる日を」

　そして孝太郎の考えをクランの言葉が肯こう定ていしてくれた。それが少女の真実だった。

「タイムスリップがフィードバックを形成しますから、ベルトリオン、あなたには無限の可能性があった。あなたならいつかそれをしてくれるだろう―――そう願って、この方は無限の刻と無限の道程を歩き続けたのですわ」

　宇宙は一つではない。ここは最初の世界でもない。キリハの予測は正しかった。無限に存在している宇宙には、孝太郎が存在している宇宙も多い。その中の一人が辿たどり着ついてくれれば良かったのだ。孝太郎が九人の少女達を和解させ、抱えた問題を全て解決し、そのまま九人全員を受け入れてくれる世界に。そしてここにいる孝太郎は、その世界に辿り着いたのだ。

「じゃあこういう事なのか!?　これだけ大掛かりな事をやって、君は俺にこう尋ねていたのか!?　『私のどこが好き？』って!?」

　それは女の子がしばしば口にする、男の子を困らせる質問だった。その質問はどう答えても困った事になる小悪魔的な質問だ。だが彼女の場合はその度が過ぎている。孝太郎のこの二年間は、困るどころの騒ぎではなかったから。

「そうですそうですぅ。そして里見さんはぁ、全部好きって答えちゃったんですぅ！」

「俺の人生には全員が必要なんだ―――里見君はそう言ってくれたのよ。ふふふふっ」

　孝太郎はあまりの現実に呆然と立ち尽くしていた。そんな孝太郎に、二人の魔法少女が笑いかける。多くの孝太郎の中でただ一人、自分達の孝太郎が全てをやり遂げた。彼女らはそれが誇らしかった。

「今のおやかたさまはその方を恐おそれていない筈はずです」

「当たり前だろっ、この子からはお前らの気配しかしない!!　怖こわがる必要がどこにあるってんだっ!?」

　ここで九色に輝く少女と向かい合った時、知っている気配のように感じた理由。今の孝太郎にはそれがはっきりと分かる。彼女の気配は、侵略者の少女達の気配が混じり合ったものだったのだ。だから孝太郎には恐怖心も警戒心も湧かなかった。

「そうですよね。その剣けん………ナルファラウレーンを恐れなかったのと同じように」

「じゃあこの剣は!?」

　ルースの言葉を受け、孝太郎は近くで宙に浮うかんでいるナルファラウレーンに目を向けた。その剣から感じる気配も同じ。九人の少女達の気配だった。

「そうだ孝太郎。汝なんじはこの剣を恐れなかった。宇宙を揺るがす凄すさまじい力だというのに。迷わずこの剣を手に取り、受け入れた。それは我らを受け入れてくれたから出来た事だった」

　キリハが言うように、確かに奇き妙みようだった。この剣が持つ力は余りにも大きく、条件が揃えば星を斬る事さえ出来るかもしれない。だが孝太郎は少しも恐れなかった。それが少女達の一部だと知っていたからだった。

「そして汝はここへ帰って来た。九つの光を宿した剣を携えて。彼女と再び逢う為ために」

　この剣を受け入れたという事は、準備が出来たという事。だから少女達は姿を消し、孝太郎はこの場所へ導かれた。単に二年という制限時間が尽きたという以外にも、そういう真実が隠されていたのだ。

「何もかもこの時の為だったのか!?　ただ俺に君を、君の境遇と孤独を理解させ、恐れずに向かい合わせる為に!?」

「そーだよ孝太郎。このコはあんたの願いを叶えながら、その裏であんたがあたし達を望んでくれるように願い続けた。このコは最初で最後の侵略者。たった一人だけど九人の、六畳間の侵略者なの」

　それがこの二年余りの間に、孝太郎の周囲で事件が頻発した原因だった。全ては孝太郎と少女、二人の願いから生まれた。ただ他人との繋がりを持ちたい、そんなささやかな願いから。らぶいずおーる、それが全てだった。










　少女達の話を聞き、孝太郎はおおよその事情を理解した。しかしそのおかげで新たに湧わいた疑問もあった。

「分からない事がある。君は全知全能なんだろう？　こんな回りくどい事をしないで、最初から望みの世界を作れば良かったんじゃないのか？」

　孝太郎が感じた疑問は、効率の悪さだった。あまりに時間がかかり過ぎているような気がするのだ。孝太郎のタイムスリップの一度のループは二千年。それが際限なく繰り返されているのは、孝太郎には無む駄だが多いように思えてならなかった。

「私は、あなたの形をした人形が欲しかった訳ではありません。あなたの自由な意思で、私―――私達を受け入れて欲しかったのです」

　少女の答えは真希の考えと似ていた。人の心さえ簡単に操れる彼女だから、望む環境は簡単に作れる。だがそれでは人形が手に入るだけだ。本当に欲しいものは繋がりであったから、そうする訳にはいかなかったのだ。

「それにしたってもっと介入すればよかっただろう。効率が悪過ぎる」

「過去へ行ったあなたと同じです。時間にも空間にも縛られない私の介入は、ただただ並行世界を増やしてしまう。そして同時に反作用の混沌を生む」

「混沌だって？」

「あなたも既すでに何度か見ている筈です。悪意を吸って異常な力を生み出す巨大な渦うずを。あれは私が世界を作った反作用。それがまだ世界に燻っているのです」

　何も無い場所に世界を創造するという事は、漠然と存在するエネルギーに秩序を与あたえるという事だ。だから同時に反作用の混沌が生じる。混沌は秩序と接触すると対消滅を起こし、エネルギーに還元される。混沌の渦はそうやって、世界を何もない状態へと戻もどそうとしているのだった。

　そして彼女が世界を強ごう引いんに改変しようとすれば、その時にも混沌が生じる。混沌を生み出すようなやり方は賢いとは言えない。もっと小さな力で、可能な限り手を加えずに世界の変化を待たねばならなかったのだ。

「………人形を作る意味はない。混沌は増やせない。だから最小限の介入に留めて見ているしかない。結果的に過去へ行った俺おれ達たちと同じ悩みを抱える事になる………文字通りの意味においての神の悩みか………」

　意図的に全知全能を行使しない。どうしても介入しなければならない場合は、目の前のほんの小さな事に限る。そうしなければ面めん倒どう事ごとが増殖していく事になる。ただでさえ世界を作った時の反作用の混沌が存在しているので、これ以上の増殖は避けねばならない。それは確かに孝太郎とクランが決めた、歴史への介入の条件とよく似ていた。

「しかし俺がここで何と言うのか、どう行動するのか、君は知っている筈だ。全知全能なんだからな。結局それじゃあ人形遊びになっちまうんじゃないか？」

　孝太郎の疑問はまだあった。少女は人形遊びを避けたいと考えている。だが全知全能たる力が、それを妨ぼう害がいするのではないか。少女は既に孝太郎の言動を予知出来ているのではないか。それでは結局少女の望みは叶わない。救われない。筋書きが分かっている人形劇になってしまうから。

「いいえ、私にはあなたの未来は予知出来ません」

　不思議な事に、少女は首を横に振った。そして軽く目を細め、微笑ほほえむ。それはまるで眩しい物でも見ているかのようだった。

「何だって!?」

「その剣には私の力の一部が宿っていますから、それがあなたを守っているのです」

「でも君の方が力は強いんだろう？」

「そうです。しかし暗号をかけるのと解くのとでは解く方が桁けた違ちがいに難しい。私には未来のあなたは勿論、今のあなたの心でさえ知る術がないのです」

「その為の剣でもあるんだな。君にさえ見通せない未来を生み出す為に」

「はい」

　ナルファラウレーンに宿っている力は、少女の力のほんの一部に過ぎない。少女が本気を出せば防御を突破して孝太郎の未来や心を読む事は容た易やすいだろう。だがそれには幾いくらか時間がかかる。だからその間に暗号のキーを変へん更こうすれば、少女の試みを阻止できる。もちろん剣を取り上げればその限りではないが、彼女にはそのつもりがない。剣はこの少女にとっても、孝太郎との繋がりだ。それを取り上げるなど論外だった。

「君は………なんというか、律儀で真面目な女め神がみ様なんだな。絶対に他の神様より損をしているぞ。………と言っても、他の神様は知らないんだけど………」

　拍子抜ぬけ、と表現するべきだろうか。孝太郎は事情を知れば知るほど、彼女に親しみを覚えるようになっていた。少女は神話や伝説で語られる神や女神とは明らかに違う。人間臭くて、明らかに損をしていた。彼女は九人の少女の集合体であるのだから、当たり前なのかもしれないのだが。

「私も他の神様は知りませんけれど………私にはあなたしかいませんから、酷ひどい事はしたくないんです」

　そして彼女に親しみを感じ始めた事で、孝太郎はある事に気が付いていた。

　―――そうなんだよ、普通は女神様っていう事が壁かべになって、こういう事が相手に伝わらない。思い込みがこの子を苦しめてた。だから………。

　今の孝太郎には、自分の分厚い先入観の向こう側にあったものが分かる。矛盾して聞こえるかもしれないが、彼女は全能神だがただの女の子だったらしいのだ。六畳間の少女達がそうであったように。そして先入観こそが、彼女が突つき破ろうと苦心したものだった。全能神であるだけに、先入観を無理なく崩す為には、これだけの手間をかけるしかなかった。いずれ孝太郎なら理解してくれると信じて、彼女はあえて不確かで手間のかかる方法を選んだ。自分の安易な決定で、人の自由な意思と命を、踏み躙らない為に。

「他の神様かぁ………そうだ、参考までに訊ききたいんだが、俺って何人目なんだ？」

　そして自分と彼女との会話から、孝太郎は自分が何人目なのか、つまりタイムスリップのループが何回起こってこうなっているのかに興味が湧いた。彼女が繰り返した遠回り、それを知っておきたいと思ったのだ。

「数え方によって大きな違いがありますが」

「再びここへ来る事が出来た俺に限ると？」

「およそ五十六億七千万人目です。しかし九色に輝かがやく剣を手にして現れたあなたは、ここにいるあなたが初めてです」

　無限に存在する並行世界には、色々な孝太郎がいる。九人の少女のうちの誰だれとも絆きずなが芽生えなかった場合もあるし、一人としか繋がりを持てなかった場合も少なくなかった。また九人の少女が、この九人ではない場合もあった。それは緑色の柱の前に立っているのがキリハではなくエルファリアであったり、白色の柱の前にアライアやセイレーシュが立っていたりというような具合だ。そういう無数の孝太郎の中で、この場所へ戻って来られたのは五十六億七千万人。世界がそれだけのループを繰り返した結果として、少女とこの孝太郎が向かい合っているのだった。

「じゃあ、この俺の未来だけが分からないのか」

「はい。私にはあなたの心と未来だけが読めません。あなたは唯ゆい一いつ無二ですから、似た並行世界のあなたの行動から予測する事も効果的ではありません」

「それであなたしか………って言い方になるのか。………ん？」

「ふふ………ふふふ………」

「嬉しそうだな？」

「はい。こんな状じよう況きようは初めてです。全知全能なのに、予測できない未知の出来事が起こっているんです」

　九つの光が全すべてが揃そろう事で、剣は彼女の力の一部として機能するようになる。色が不足した場合は剣の力は不完全となり、彼女には孝太郎の思考や未来が見えてしまう。逆の言い方をすると、孝太郎が剣に九つの光を揃えて帰ってきた事で、彼女は全知全能ではなくなったのだ。それは彼女が、一人の女の子になったという事を意味していた。

「だからこそ尋ねます。………あなたの三つ目の願いは？」

「そんなものはない。願いは自分で叶かなえる。だから………ただ、みんなを連れて帰る」

「………そうですか。そういうものかも、しれませんね………」

　孝太郎の答えを聞いて少女は微笑んだ。孝太郎は全ての条件を満たして帰って来た。仕上げは彼女が自身の存在を解いて、九人の少女に全てを与えればいい。そうすれば誰もが幸せになれる。彼女は嬉しくて仕方がなかった。

「孝太郎、どうか彼女達を大切にしてあげて下さい………」

　彼女はそれ以上もそれ以下も望んでいなかった。ここまでかなり無理を強いたので、孝太郎から少女達を取り上げたり、少女達から孝太郎を取り上げたりするつもりは毛頭無かった。既に繋がりはある。孝太郎は九色に輝く少女の真実を受け入れ、それでも九人の少女達を連れ帰ると言ってくれた。彼女が望んだ、ささやかな奇き跡せきは起こった。全てが報われた瞬しゆん間かんだった。

「それでは皆みなさん帰りますよ」

『はーい』

　年長の晴海の合図をきっかけに、九人の少女達は孝太郎のところへ集まって来る。部屋の中央に立つ少女は九人を見送りながら満足そうにもう一度微笑み、胸の前で両手を組み合わせて祈り始めた。それがこの一件における、彼女の最後の仕事だった。自らの存在を解いて、九人の少女に全てを与えようというのだ。

「何してる。お前も一緒に帰るんだよ」

　だがここで彼女が想像もしていなかった事が起こった。孝太郎は強引に彼女の手を掴つかむと、その手を引いて出口に向かって歩き始めた。照れ臭かったのか、孝太郎の声は強く乱暴なものだった。

「はい？　どこへ？」

　予想もしていなかった出来事に、彼女は面食らった。自分に何が起きているのかが分からない。孝太郎は九人の少女達を受け入れたので、彼女としてはそちらに存在を分け与えて同化するだけで良かったのだ。彼女にとって姿や人数はさほど重要な要素ではない。だが孝太郎はそれを良しとしなかった。

「何処どこへって、ころな荘そうに決まってるだろう!!　お前は馬ば鹿かか!?　お前がこいつらの集合体なら、お前も連れて行かないと理り屈くつが合わんだろうがっ!!」

　孝太郎は何も分かっていない少女に怒っていた。孝太郎は九人の少女達だけでなく、彼女の事も連れ帰るつもりでいた。孝太郎は九人の少女達を受け入れる事にした。良い部分も、悪い部分も、その全てを。そして九つの光を纏った少女は、九人の少女達の隠かくされた一面だと言う事が出来るだろう。ならば彼女を置いていく訳にはいかない。彼女も居てこそ、少女達の全てを受け入れた事になる。孝太郎はそうしない訳にはいかない。『私のどこが好き？』―――その質問に対して、全てだと答えてしまったから。

「まあ、こうなるじゃろうな」

「レイ………じゃなかった、里見君はフォルトーゼとフォルサリアと大地の民たみを、迷わず救おうとしてくれた人ですから」

「里見孝太郎の不器用さは筋金入りだ」

「わたくしを赦した男が、あの方を放っておける筈はありませんものねぇ」

「一人増えるとなると、一〇六号室と二〇六号室を繋げた方が良いかしら」

「なんとっ、静香が改築とゆー大きな決断を!?」

「この際、私の押おし入れも一いつ緒しよに拡張を！」

「………ゆりか、あなたには押し入れから出る発想はないの？」

「ふふ、わたくし達やおやかたさまには、ころな荘から出る発想がないのと同じかもしれませんね」

　不思議な事に、驚いていたのは九色に輝く少女一人だけで、九人の少女達の方には全く驚いた様子がなかった。彼かの女じよ達たちは最初からこうなるだろうと思っていたのだ。その差を生んだのは、実際に孝太郎と共に過ごした二年間だった。

「でも私、全能神ですよ？」

「それがどうした」

「どうしたって………滅茶苦茶になってしまいますよ!?」

「この際、それで構わん」

　全能神が入り込めば、孝太郎達の生活は酷く奇妙なものになってしまうだろう。しかし孝太郎はそれで構わなかった。それが自分の責任だと考えていたのだ。

「私が構うんですっ!!」

　だが彼女がどうしてもその部分を危惧したので、孝太郎は少しばかり折れる事にした。それは孝太郎がこの二年ばかりの間に、成長した部分だった。

「………だったらしばらく神様休んで人間やってろ。やろうとすりゃ出来るんだろう、それぐらい。全知全能なんだから」

「出来るは出来るんですが、でも………」

「心配せずにしばらく休きゆう暇かを楽しめ。百年ばかりな」

　そもそも世界に介入する事を嫌った彼女だから、人間に変身していても大した影えい響きようはないだろう。そしてもしその間に例の渦が問題を起こしたら、責任を持って孝太郎が対処する。それで何も問題はない筈だった。

「………孝太郎、本当に？」

「お前に嘘うそをついてどうする。なんなら三つ目の願いをそれにしてやろうか？」

「私は………間違いなくめんどくさい女ですよ？」

「知ってる。良くも悪くもこいつらなんだからな」

「異議あり！　あたしはめんどくさくないぞー！」

「身勝手で、わがままで、なのに待っている事しか出来ない女です！」

「そうだな。でも、自分では望めなかったって事も分かってる。誰かに願って貰もらうしかなかったんだよな。お前が本気で願うと何でも叶っちまうから………」

　孝太郎は振ふり向かず、そのままどんどん出口へ向かって歩いていく。恥ずかしくて面と向かって話す事は出来なかったが、孝太郎は絶対に彼女の手を放そうとはしなかった。

「………あぁ、私は………私は………」

「馬鹿野郎、黙ってついて来れば良いんだ。難しく考え過ぎなんだ、お前は」

　そして彼女もまた、口ではどれだけ否定的な事を言っても、絶対に孝太郎の手を放そうとはしなかった。出来る筈がないのだ。涙なみだで前は見えない。嗚咽で言葉も出ない。行くべき道を示してくれる手の中のぬくもり、今はそれが彼女の全てであったから。

　そんな二人の後に続く九人の少女達は、楽しそうに笑い合いながら、孝太郎達に聞こえないようにしきりに小声で何事かを囁ささやき合っていた。

『大体じゃな、コータローがあの状態を見過ごせる筈がなかろう。銀河の半分を要らぬと言った、バカとしか言いようがない程ほどに突き抜けた完璧騎き士しじゃぞ』

『殿でん下か、その表現はいかがなものかと………仰りたい意味は分かりますが………』

『女神様って言っても、意外と分かってないよねー』

『少女漫画の勉強が足りないんじゃないですかねぇ？』

『我らは九つの意識と視点を持っている。予知が効かない状態なら、それが有利に働くのだろう。それに予知や読心があったせいで、自力で他人の心を想像する事には慣れていないだろうからな』

『私がダークネスレインボゥから抜け出した時の経験からすると、あの方も心の底では里見君に連れ出して貰う事を望んではいたのではないでしょうか。私がそうだったように、願ってはいけないと思っていただけで………』

『里見君はそういうオーラが出てる時は鋭く感じ取るもんね～』

『騎士の博愛は全ての者に。たとえそれが暁の女神様に対してであっても………里見君はいつだって、私達の期待を上回ってくれる。二千年前も、今も………そしてきっと、これからも………』

　彼女達には九色の光を纏った少女の気持ちが手に取るように分かる。そしてこれから彼女に何が起こるのかも。それはかつて、九人の少女達が辿って来た道であったから。
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　らぶいずおーる。




　それはもはや、時間の問題ですらないのだった。







両手で、そっと……　四月五日（火）







　外へ出た孝こう太た郎ろう達を迎えたのは、少しだけ傾かたむき始めた太陽の光だった。そして遠くからは人の話し声や重機の作動音が聞こえてくる。明日から吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうでは一学期が始まるので、アルバイトが減って遺跡の発掘作業は少しペースダウンする事になる。それを見越して、今日は夕方以降も作業が続く筈だった。

「………やれやれ、これでやっと元通りか………」

　孝太郎は右手で軽く陽光を遮る。地下に居たので、そうしないと眩しくて仕方がなかった。そうしながら孝太郎は辺りを見回す。それが済んでようやく、孝太郎は左手で掴んだままになっていた少女の手を解放した。

「あーあ、悩んだり心配したりして損した。何の事はない、天てん井じよう裏に十人目が隠れてたってだけじゃないか。あーもーバカみたいな話だなあ、オイ………」

　問題は解決した。孝太郎の傍そばには半透明ではなくなった十人の少女達の姿がある。なくなっていた発掘現場も元通り。日差しと風は爽やかで、気持ちのいい天気。明日からはまた忙いそがしい日々が始まるのだろうが、とりあえずは一安心だった。

「それもこれも、全部お前がしょうもない事を考えるからだぞ？」

「なんだか、態度が変わりましたね？」

　陽光を浴びて、少女の長い髪かみが九つの光を放っていた。また孝太郎を見上げる彼かの女じよの笑え顔がおは清々しく輝いている。それはまるで憑つき物が落ちたかのようだった。

「変わるに決まってるだろ。お前は、こいつらなんだから」

　ぺしっ

　孝太郎は当然と言わんばかりの調子で少女の頭を平手で叩たたく。その様子はまるでティアや早さ苗なえにそうしているかのようだった。

「はい。とても嬉うれしいです」

　それは少女の方も同じで、叩かれても笑顔は少しも崩くずれない。むしろ笑顔が更さらに明るくなったように見える。初めての筈なのに、二人のそれはいつも通りのスキンシップのようだった。だが、この状況に不満を持っている者もいた。

「わらわは許さんぞ！　なんじゃ、この超絶に壮大なインチキは！」

　それはティアだった。彼女も成長したので、ここまでは状況を踏ふまえてあえて何も言わずにいたのだが、事件が丸く収まった事で我が慢まんしていた感情が噴出した。ティアは憮然とした表情で、問題の少女を見つめていた。

「まあまあ殿下、仮にも暁の女神様であらせられますよ？　それに随分とご苦労をされたご様子ですし、わたくし達自身でもありますし………」

　ルースは苦笑気味にティアを宥めようとする。正直に言うと、ルースもティアの気持ちが分からないではない。ここ数日の苦労と心労は、融通の利かないこの少女のせいであったのだから。だが結局のところは彼女は自分自身だし、加えて融通の利かない部分は自分やティアの性格を反映したものだろうなとも思う。だからルースとしては少女を責め切れないし、気持ちも分かる。これは他の少女達についても言える事だった。

「いーや、わらわは認めん！　コータローはわらわのものじゃ！　横入りのそなたには絶対に譲らんからな！」

「あら、困りました………」

　自分の構成要素の一人が反逆、あるいは下克上の意思を見せた訳だが、当の本人は言葉とは裏腹に妙に楽しそうだった。これまでは全てが予測出来てしまっていたので、彼女はこの予測不能な状況に胸を高鳴らせていた。

「それにこやつは―――」

「ティアちゃん、厳密な話をしちゃうと横入りは私達の方なんじゃないかな？」

「ウッ………ま、まあ良い。お互たがい様という事で仕切り直そう」

　なおも彼女に不満をぶつけようとしていたティアだったが、静しず香かの指し摘てきを受けた事でその言葉を呑のみ込んだ。風向きが悪い事は、ティアも薄うす々うす感じていたのだ。

「ありがとう、ティア。要らぬ苦労をさせてしまってごめんなさい」

「もう無む茶ちやはするでないぞ？」

「はい」

「殿下、暁の女神様にそのように大それた事を仰おつしやっては………」

「知らん知らん」

　新たに一人加わったものの、少女達が醸し出だす空気は完全に以前のそれに戻っていた。本質的には何も変わっていないのだから当然なのだろうが。普ふ段だんの空気を感じた事で、孝太郎もまた、いつもの調子を取とり戻していた。だからこそ、孝太郎はここで大事な事を思い出した。

「おし、帰るか。ホッとしたら腹減っちまったよ」

「あたしもあたしも！」

「お祝いにぃ、何か美味おいしいもの食べましょうよぉ！」

　孝太郎達は雑木林を抜け、ころな荘へ向かう。この場所に居なければならない理由はもはや存在しない。そしてころな荘には、帰るべき理由が山ほどあった。

「ここはあれじゃの、すき焼き。暑くなる前にもう一度やるのじゃ」

「さんせーい！」

「あのあのぉ、お肉沢たく山さんにしましょうねぇっ！」

「ティアミリスさん、夏になったらなったで、クーラーをかけてすき焼きにしようと仰るのではありませんの？」

「それを忘れるのがすき焼きと四季を楽しむ醍醐味ではないか」

　今のところ、一番大事な理由は食事だ。ここ数日、孝太郎と少女達は緊張やら心配やらでずっと生きた心地がしなかった。そのせいで食事をしたいとは思わなかったのだが、万事解決した今はそうではない。孝太郎達の殆ほとんどが、早く帰って美味しいものをお腹一杯食べたいと思っていた。そうでない者は一人だけ。今は再び孝太郎に手を引かれている、問題の少女だった。

「………すき焼き」

「お前、食べた事ないのか？　って、ある訳無いか」

「はい」

「いい機会だ。食事の作法からビシバシいこう」

「私も食べるんですか？」

「お前、そこからなのか!?　………ったくぅ。いいか、郷に入っては郷に従えだ。人間になったら人間のやる事をやるんだよ」

「人間のやる事を………はいっ！」

　全知全能の力を持っている彼女は、食事をした事がない。そもそも食べ物を食べる必要が無かったのだ。もちろん、そうした事は食事だけに限らない。今はやる事なす事全てが初体験。彼女は楽しくて仕方がなかった。自分の足で歩いている事さえそうだった。

「なにもかも初体験ってか………あっ、そうだ」

　そんな少女の様子を見ていて、孝太郎はある事に気が付いた。それは今後の孝太郎達にとって、とても重要な問題だった。

「お前、本格的に人間になる前にさ、自分と俺達の記き憶おくを適当に消しとけよ」

「どうしてですか？」

「余計な事は忘れていた方が楽しいだろ。特に休暇中は」

　これから少女は本業を休み、しばらくの休暇に入る。だがその時に仕事の事を思い出したり、同僚から仕事の話をされたりすると興醒めだろう。またその休暇中に鑑賞する予定になっている演劇は、運営の内情を知らない方が楽しめる。舞ぶ台たい裏うらなど、観劇中には知る必要はないものだった。

「私の休暇を、一緒に楽しんで下さるつもりなんですね？」

「あー、まあ、そういう事になるかな。分かってるとは思うが、俺おれは物事を切り離して考えるのは苦手なんだ。あいつらも大半がそうだ。だからボロが出ないようにさ」

「はい。孝太郎、気き遣づかってくれてありがとう。そうさせて貰います」

　少女は左手を胸に当て、孝太郎に笑いかけた。その顔は他の誰にも似ていない。だが、その笑い方はどことなく九人の少女達を思わせる。やはり同一人物なんだなと、孝太郎は改めてそう感じた。それは真実なのだが、やはり忘れていた方が良いだろう。ただ偶ぐう然ぜん似ているように見えるだけ、という事にした方が楽しい筈だった。

「お前の為だけじゃない。お互いの為さ」

「ふふふ………」

　剣に九色の輝きが揃った事で全知全能ではなくなり、孝太郎の気持ちが見えなくなった事で、かえってよく見えるようになったものもある。孝太郎の不器用さ、そしてそうでありながらも頑がん張ばってくれている事などがそうだった。そういう事もあって、彼女は孝太郎の言う通りに記憶を消す事に決めた。知らない方がいい事は、間ま違ちがいなく存在していると思えたから。

「そうだ、お互いと言えば、私の名前、お伝えしていませんでしたね？」

「いいよ別に。どうせ一回忘れるんだろうし。それにお前の事だから、あれがお前の名前なんだろう？」

　孝太郎は『あれ』という言葉を口にした時、ほんの一いつ瞬しゆんだけ腰こしに下がっている虹にじ色いろの剣に目を落とした。するとその視線を追った彼女は、本当に嬉しそうに笑った。

「はいっ！　ふふふふっ」

　心が読める訳ではないのに、孝太郎は彼女の事を本当によく理解している。それは孝太郎と九人の少女達の繋つながりが深い証だ。それがそのまま彼女自身との繋がりとして機能してくれている。それは彼女にとって、本当に幸せな事だった。

「まったく………何もかもお前の手の平の上かぁ」

「いいえ。今は全てがあなたの手の中に」

　孝太郎は三つ目の願いを言っていない。だから孝太郎が願えば、彼女はどんな願いでも叶えるだろう。あるいは仮に願いが残っていなくても、孝太郎の本気の願いなら叶えるかもしれない。そして彼女は自分の意思で世界に介入するつもりはないので、孝太郎が世界の全てを握にぎっているといっても過言ではない。だがこれからも、孝太郎は彼女に願いを叶えるように言ったりはしないのだろう。

「里さと見み孝太郎選手、すーぱーうるとら女神様を、せっまい六畳間へ連れ帰るとゆー大記録を達成！　全宇宙史上初の快挙となります！　しかもそのコのおとめちっくぱわーは特に要らないと豪語！　やったぞ日本男児！」

「………凄い事をやっている筈なのに、どうでもいい事のような気がするのは何故なぜだ」

「それが汝の望みで、同時に我らの望みでもあるからだろう」

「伝説の英えい雄ゆうは平へい凡ぼんを選んだ。創造神も平凡を求めていた。あなたと同じですわ」

　孝太郎と十人の少女達の願いは一いつ致ちしている。だから言う必要などないし、その願いは巨きよ大だいな力で一方的に叶えるものでもなかった。

「そっかぁ………この状況はなかなか起こらないけれど、いざ起こっちまうと俺が反論出来ないような仕組みになってるのなー。ああそうかぁ、陰謀はクラン並みに得意なんだもんなぁ」

「またそれを言うっ！」

「仕方ないかぁ、諦めよう」

「真ま希きちゃぁん、里見さんまだ諦めてなかったみたいですよぉ」

「しょうがないわ。私達が好きになったのは、そういう人なんだもの」

　全員の手の中にある小さな何かを、毎日一つずつ積み上げていく。孝太郎達の願いは、その結果現れるものだ。そして恐おそらく、それぞれの人生の最後に振り返り、その大きさを知る事になるのだろう。

「そうだ、俺達の記憶を消してしまう前に、一つだけ教えてくれ。お前はさっき、並行世界は無限にあると言っていたが………俺の母さんが元気でやってる世界もあるのか？」

「はい。それこそ無限に存在しています。ただ………この世界では、残念ながらそうではないのです」

「そうか、それならいい」

　母親が幸福に生きている世界がある。孝太郎にはそれが分かれば十分だった。今の孝太郎には大切な人間が沢山いる。これで母親まで取り戻そうというのは傲慢だろう。それにこの事は孝太郎に、もう一つのちょっとした喜びを与えてくれた。無限の並行世界があるのなら、先程会った柏かしわ木ぎ汐しお里りが甲子園へ連れていって貰える世界もあるに違いない。あの柏木汐里が本当にその世界へ至るかどうかは、これからの彼女らの頑張りにかかっているのだろうが、是ぜ非ひその未来を掴み取って欲ほしかった。

「それにさ、孝太郎。死んでしまっても終わりじゃないんだよ。もう色々見て来たから、分かってるでしょ？」

「ああ………もう、ちゃんと分かってるよ」

　孝太郎は小さく笑って頷うなずくと、いつものように背中へ飛び乗って来た早苗の頭を撫でてやった。そうしながら、孝太郎は改めて思う。本当に、孝太郎が反論出来ないようになっているんだなと。この二年間で少女達が救われたように、孝太郎もまた救われた。何もかもが、この瞬間の為に存在していたのだ。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱい、今年は母さんが遺した編み掛けのセーターを完成させようと思うので、力を貸して下さい」

「はい、お任せ下さい。でも今話してる事って、明日には忘れてしまうんじゃありませんかね？」

「その部分は上手うまく残します。私はこれでも色々な事が出来ますから」

「そうしてくれると助かるな」

「ところで皆様、夕食は本当にすき焼きでよろしいのでしょうか？　食材を買いに商店街に寄りたいのですが………」

「私は異議なしよ。以前からキリハさんの割り下のレシピ盗みたいと思ってたし」

「私はお肉だったら何でも良いですぅ。ビーフシチュー食べ損なったしぃ」

「ビーフシチュー、私も食べてみたかったです」

「………最初の方で消えたマキとわたくしは大分損をしておりますわねぇ」

「わらわはルースが買い物をしている間に、たこ焼きを食べるとしよう」

「あっズルい！　あたしも行く！」

『儂もご相伴に預かりたい』

「おじさま、沢山は駄だ目めよ？」

『分かっとる分かっとる』

「そうそう、商店街と言えば………キリハさん、ヒーローショーの時に会った子が、ブラックローズに会いたがってたぞ。心配してた」

「そうか、あの子が………では買い物のついでに会ってくるとしよう」

『ショーのファンは大事にするホー！』

『あの子は良い子だから大好きだホー！』

　そうやって他た愛あいのない話をしながら、孝太郎と十人の少女はころな荘へ帰っていった。この日はもう、特別な事は何も起こらないだろう。商店街に寄って用事を片付け、一〇六号室へ帰って夕食を取る。食後はいつものようにゲームをして遊ぶのかもしれないし、テレビを見ながら明日以降の予定を話し合うのかもしれない。そして大おお騒さわぎをしながらお風呂に入り、アイスを食べて、歯を磨く。最後は夜更かしをしたがる面々に説教をして床とこに就く。それは何て事はない、当たり前の夕べだ。

　しかしそれこそが孝太郎と十人の少女達が望むもの。彼かれらはそうする事で、両手の中にある小さな何かを、そっと積み上げる。それが長い時間をかけて形作っていく、とても曖昧だが愛おしい、ささやかな奇跡の為ために。
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あとがき







　お久しぶりです、著者の健たけ速はやです。今回のあとがきは最大九ページとの事なので、少し余裕があります。お伝えしておきたい事はありますし、皆さんも気になる事があるでしょうから、丁度良かったのではないかと思います。そういう訳ですので、今回のあとがきはネタバレありです。本編を読み終えてからこの先を読んでください。




　今回の内容については、あえて触れるのは止めておきます。皆さんが気になりそうな部分を細かく解説していくときりがありません（笑）それよりは皆さんが一番気になっている事に絞って話をしたいと思います。それは恐らく、この作品が今後も続くのか、という事だと思います。

　結論から申しますと、この作品はまだ続きます。これに関しては一巻の最後で書いた通りで、この作品は孝こう太た郎ろうの三年間の物語です。まだ一年間を残していますから、自然と続いていく訳です。そうなると今度は、何故こういう大事な話をこのタイミングでやってしまうのか、という疑問が出て来るものと思います。読者の皆さんの中には、この内容は三年目の最後の方にやった方が良いのではないかと考えた方もいらっしゃるかと思います。そう出来なかった理由は、この作品は最初から長編を保証されていなかったからです。




　この作品が始まったのはおよそ十年前の事。当時の私は美少女ゲームのシナリオを書いて生活しており、ＨＪ文庫で『あの日々をもういちど』という作品で作家デビューしたばかり―――ちなみにＨＪ文庫自体もデビュー直後―――でした。当然、ゲームの実績は小説では関係ありません。小説でやっていけるかどうかは小説で結果を出さなければいけませんでした。その意味においては私はデビュー作がそこそこ当たったというだけの新人でしかありません。当然、長編作品を企画してゴーサインが出る筈もありませんでした。この辺は当たり前だと思います。既に仕事をなさっている方は、この辺りの事はご理解いただけるでしょう。要は大プロジェクトを任されるほどの取引実績がなかったのです。

　しかし当時の時点で既に傾向として明らかだったのは、ライトノベルそのものが短命なコンテンツになって来ているという事でした。昔のライトノベルには十巻を超えるような作品が多くあり、二十巻を超える作品も珍しくはありませんでした。それに対して現在のライトノベルは多くが数巻で終わってしまい、アニメになるような作品でもアニメの放送が終わった頃に十巻程度で終わってしまうという事が多くなってきていました。そして作品の寿命が短くなると、自然と知名度が高い作家が、広報力と販売網に優れた大手出版社で出した本が有利になります。そうでなければ世の中に知られる前に終わってしまうケースが多かったのです。

　この場合、双方共にデビュー直後だった私とＨＪ文庫の組み合わせでは、そうした大手の戦略を後追いするのは非常にリスクが高い行為でした。足場固めとしてある程度行っていくのは良いのですが、長い目で見た時には正しい選択とは思えませんでした。また私は作品にテーマを込めるタイプだったので、短命の作品では自分のやりたい事が表現できずに終わってしまう可能性が高かった。その意味においても短命な作品を作るのは避けたいと考えていました。

　しかし当たり前ですが、当時の実績のない私に長寿命作品のゴーサインが出る訳がありません。そこで考えたのが、長寿命作品としてしっかりと企画しておきながら、短寿命作品であるかのように装うというやり方でした。後々の為に伏線を張り巡らせておきながら読者の皆さんになるべくそうと気付かれないようにするのです。言葉で言うのは簡単ですが、非常に困難な作業でした。もちろんこれは編集部に黙ってやりました（笑）

　その為に利用したのがお約束でした。お約束で伏線を隠すのです。例をあげると、大家さんが強いなんてのがそうです。これは彼女の中に火か竜りゆう帝ていがいる伏線なのですが、それはしばらく皆さんに気付かれてはまずい。大家さんが本格的に話の中に入って来れるのは八巻以降なので、その前に打ち切られる場合を想定しておく必要があったのです。そこで大家さんを可愛い女の子にしました。大家さんが可愛い女の子で、しかもキレると強いなんていうのは既にお約束として存在していましたから、打ち切られた場合にも伏線未回収には見えません。他にも多くの設定や伏線がお約束や皆さんの思い込みを利用して隠されました。今回明かされた、何故か女の子が沢山やって来る、というのもそうです。その結果、最序盤は一見ただのコメディに見えるようになりました。

　しかしこんな無茶をやった事で、大きなハンデも負う事になりました。長く続く場合と続かない場合の双方に対応する必要があるので、最序盤はキャラクターの心理部分に踏み込めなくなっています。また未回収の伏線になるような事はあまり書けませんし、長いか短いかで変わってくる設定もあります。結果的にセリフや状況説明が多くなり、一巻や二巻は非常に危ない橋を渡る事になりました。幸い読者の皆さんの支持を得て、その一番危険な時期は何とか乗り切る事が出来ました。そして伏線やそこまでの話を生かしての三巻以降の流れに入っていく事が出来たのです。その後も同じように段階的に自由度を増していき、最終的に現在の形でゴーサインが出るのがアニメ化が決まる頃。十三巻か十四巻くらいの頃だったと思います。そうして自由に書ける現在の状況に至る訳なのです。

　さて、そういう状況で話を作らなければなりませんでしたから、一つ大きな問題が生じました。それは『どう終わるのか』という事でした。一巻で打ち切りになる場合は仕方がありませんが、それでも三巻、八巻、十三巻の辺りで終わる場合に加え、現在の最長バージョンの四通りの終わり方は想定しなければなりません。純粋なエンタメ作品を除けば、物語には普通、テーマの終わりと事件の終わりの二つがあります。理想はそれらを同時に示して終わる事なのですが、残念ながらその可能性は低いと考えざるを得ませんでした。当時の状況では現在の過不足のない最長構成に辿り着ける可能性はごく僅かと考えるほかはなく、キリハが言うところの確率の偏り過ぎを期待するようなものでした。正直に言ってしまうと、可能性は一パーセントもないと思っていました。しかも三年目の最後まで行くとなるとそれよりも更に条件は厳しい筈。そこで二つの結末を切り離し、最低限テーマの結末を示すのが妥当であろうと結論しました。

　この巻の内容は表現の方法や深さを変更し、直前の巻の展開を調整すれば、七巻や十二ないし十三巻の直後に置く事が可能となります。虹色の剣が出現した今のタイミングに比べると伝わり難くはなりますが、それでもこちらが伝えようとしたテーマは表現出来ると考えていました。ですが予想に反し、この作品は読者の皆さんの御支持のおかげで最長構成を辿る事になりました。一パーセントもないと考えていた事が起こってしまったのです。結果として、シリーズ構成時点で結末を二つに切り離した事が裏目に出てしまいました。しかし同時に、この作品を通じて私が一番やりたかった事、本作のテーマを理想的な形で描き切る事が出来ました。ですから読者の皆さんにはとても感謝しています。本当にありがとうございました。

　最後の問題は現在の最長構成において、この巻のエピソードを何処に配置するべきかという点でした。虹色の剣が出現したという事は、それはつまり準備が整ったという事。にもかかわらず、ここから更に一年引っ張るのか、という事が問題となったのです。今なら言えますが、以前皆さんにアンケートへの御協力をお願いしたのはこの辺りの事が主な原因でした。そしてアンケートの結果などを踏まえて編集部と協議した結果、やはりこの位置に配置しようという結論に至りました。一番自然な形でこのエピソードをお届けし、その上で残る事件の終わりを描いていこうというのです。言ってみれば有名な忍者漫画、ナ〇トと同じような考え方をしました。

　ナ〇トの場合は―――私の推測になりますが―――他者に自分の存在を認めて貰うというテーマがあり、その手段として主人公の少年が指導者を目指すという物語を追っていきます。そしてそのテーマの終わりになりそうな話は、仲間に認めて貰う話や、故郷の英雄になる話など、複数存在しています。規模の違いはありますが、その時点で既に彼は周囲の人間に受け入れられ、存在を認めて貰っているのです。それらを踏まえた上で既に起こってしまっている事件を収め、彼が指導者になったところで物語は終わります。

　この作品の場合は、この巻でナ〇トで言うところの周囲の人間に受け入れられた辺りにやってきた、という事になるかと思います。だからここからは既に起こってしまっている問題を収め、孝太郎が高校を卒業するまでを描いていく事になると思います。そしてその時に孝太郎はどうするのか。その後の進路は、少女達との関係は―――それが事件としての本作の終わりになっていくのだと思います。




　さて、丁度その話になったので少し今後の話をしておこうかと思います。次の三十巻はフォルトーゼが日本と接触をした話の続きになります。

　孝太郎達は無事に高校三年生の春を迎えます。早さ苗なえもゆりかも落第は免れました。そこへ新たに二人の少女が姿を現します。これまでも度々話題に上っていた、賢けん治じの妹のマッキンリーこと松まつ平だいら琴こと理り。そしてもう一人は遂にやってきたフォルトーゼからの留学生、ナルファ・ラウレーンさん。キンちゃんに関してはおなじみですが、留学生さんは不思議な名前ですね。孝太郎達は初耳だと思います。読者の皆さんも初耳だと思います。私も初耳です。編集部も初耳だと思います。初耳ですよね？（笑）

　そして妹のキンちゃんが入学してきた事で、マッケンジーは危機に陥ります。マッケンジーのよからぬ噂が潔癖な所があるキンちゃんの耳に届いてしまうのです。またナルファさんの登場により、フォルトーゼの技術を奪わんとする勢力の動きが活発化。彼女に接触して技術を引き出そうと考える者達が吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しに押し寄せてきます。果たして孝太郎達は彼女を守り通せるのか。そしてどうすればキンちゃんは許してくれるのか。色々な事件が一度に起こる三十巻、ご期待下さい。




　そしてその更に次の三十一巻の事なのですが、いつものペースでいくと発売日が三月になって、一巻の発行から丁度ピッタリ十周年という事になります。ですから担当編集のＳ君と、十周年に合わせて何かをやろうという話をしています。でもまだ決まっていないので、本当にやるかどうか、やるとしても何をやるかは分かりません。その為アンケートの自由回答欄に要望を書いて頂けると効果的だと思います（笑）実際、皆さんの声が大きいという事は、それだけこちらも安心して実行出来るという事でもありますので。

　それと三十一巻では以前からやろうかという話をしていた、付き合ってみたシリーズをやるかもしれません。何しろ五十六億七千万人の孝太郎の中には、十人の少女達の中から一人を選んだ孝太郎も存在しています。エルファリアなど、少女達以外を選んだケースもあるでしょう。そんな彼と彼女の様子をちょっとだけ覗いてみよう、というのがこの企画です。本の形式としては、付き合ってみたシリーズの中編作品と、へらくれすが三本ついた形になるのではないかと思います。要はへらくれす形式ですね。でもどうでしょう、こちらも先の事なので決定ではありません。あしからず。




　丁度いい感じにページがなくなりそうです。最後にいつものご挨拶を。




　この巻を出版するにあたって御尽力頂いた編集部の皆様、この巻のカバーイラストでテクニカルな無茶を聞いてくれたイラスト担当のポコさん、そしてテーマの結論であるこの巻まで変わらぬ御支持を下さった読者の皆様に心より御礼を申し上げます。




　それでは三十巻―――驚いた事に本当に辿り着きました―――のあとがきでまたお会いしましょう。


二〇一八年　六月　

健速　
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